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　ハーレムに新しい子が欲しい。

　その話をみんなにしたら。

「当たり前です、なぜ今までそうなさらなかったのですか？」

「カケル様の望むがままに」

「ご主人様鬼畜だから」

「わたしもハーレムに入れて下さい──えっ？　もう入ってる!?」

　いろんなことを言われたけど、反対の意見はまったくなかった。むしろどんどんやれって言われた。デルフィナに至っては百人くらいいないと足りないとまで言った。

　そうしてハーレムに加える子を探すことにした。
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　昼のプロス亭。狩りと採取の仕事を終わらせた後、イオを連れてやってきた。

「いらっしゃいま──カケルさん！」

　看板娘のフィオナが満面の笑みで出迎えてくれた。

「お久しぶりですカケルさん！」

「ああ、久しぶり。マリちゃんは元気になった？」

「はい、おかげさまで。あっ、こちらにどうぞ」

　おれとイオを席に案内してくれた。

「マリがカケルさんの所にお礼をしに行きたいって言ってるんですけど、ご迷惑じゃないですか？」

「迷惑？　なんで？」

　お礼にくるのがなんで迷惑になるんだろ？

「そうですか、じゃあ今度お邪魔しますね」

「ああ」

「ところで、カケルさん最近すっごい活躍してますね。とっても噂うわさになってますよ」

「噂？」

「はい。一人で一軍を撃退したり、家よりも大きいモンスターを一撃で倒したり、あの有名なオリクトを弱点無視して剣で倒したり。なんかすごい大げさな噂が飛びかってるんです。噂だけ聞くとどこの化け物なの！　ってくらい誇張された噂が飛びかってるんですよ！」

　じつはどれも誇張じゃなくて本当なんだよな。一軍はキリルの部隊１０００人の話で、家よりも大きいモンスターは地獄の帝王のことだ。オリクトに関しては──。

　イオを見た。彼女はちょっとだけ目をそらした。

「ごめんなさい、友達に自慢しちゃいました」

「自慢か」

　どんな風に自慢したのかは知らないけど、まあ悪い気はしない。

「でも……本当に魔剣を普通に持ってるんですね」

　フィオナはエレノアを見た。

　マリが実際にエレノアに乗っ取られたから、感慨もひとしおなんだろう。

「こいつはおれがしっかり管理する。マリちゃんのようなことはもう起きないから安心して」

「はい！」

　デルフィナのようなことは起こすかもしれないけどな。あれは使いようによっては便利だし。

（我を便利扱いするな！）

　抗議が聞こえたけど、無視だ無視。

　フィオナとちょっと世間話して、注文した。

　フィオナが仕事に戻って、今度はイオと話した。

「しかし、そんなに噂が広まってたのか」

「わたしが聞いた話だと隣の国にまで伝わってるらしいです。姫を守る黒刀こくとうの騎士って。最初はなんのことかって思いましたけど」

「ヘレネーを助けたからだな」

　なんか、おれが知らない所で大分噂になってるみたいだ。

　やっぱり悪い気はしない。

「おい聞いたか。蛮族ばんぞくの討伐戦、また押し返されたらしいぜ」

「なんだあ？　ヘレネー様のやったこと、結局無駄だったってのか」

「むっ？」

　耳が声を拾ひろった。

　店の反対側に座ってる男二人組。そいつらが噂話をしていた。

　ヘレネーの名前が出たから、意識して二人の声を拾う。

「ヘレネー様が直卒ちょくそつして大勝したから、後は掃討戦だって話じゃなかったのか」

「噂だけどよ、蛮族の姫とやらが直接前線に出てからまた勢いを盛り返してきたらしいぜ。そいつが出てきた戦場は連戦連勝、破竹はちくの勢い。今じゃ勝利の女神、白亜の聖女とかって呼ばれてるらしい」

「へえ。蛮族の姫で武人か、そりゃさぞかしゴリラっぽい女なんだろうな」

「それがよ」

　男の一人がにやっとした。声が急にいやらしくなった。

「ものすげえ美人らしいぜ」

「噂だろ」

「いや、こっちの兵士……逃げてきたヤツらの話によるとめちゃくちゃべっぴんらしいぜ」

「まじかよ」

「こりゃひょっとしたらひょっとしてだぞ。その勢いのままなら──」

　王国の敗北を予想して、その後の身の振り方になったから、声を拾うのをやめた。

　しかし……これはいいことを聞いたぞ。

　美しくて、強い姫。

　本当かどうかこの目で確かめなくちゃ。
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　夜の屋敷、やってきたヘレネーに聞いてみると、彼女は普通に答えてくれた。

「ナナ・カノーのことですね」

「呼びやすい名前だな」

　少なくとも日本人のおれにとっては。

「そのことで頭を悩ませていたところです」

「かなり強くて、戦場じゃ連戦連勝って噂だけど？」

「真実です。初陣ういじん──おそらく初陣ですが、30人という小勢で我が軍の２０００人を破りました。その時に生き延びた兵士は未いまだに恐怖に震え、まともに話ができないほどです」

「マジか」

「その一戦で勢いづいて、向こうに兵が集まるようになりました。それで数が増え、ますます勢いづいています。これ以上勢いづかせないために現地の部隊ではなく、中央からちゃんとした平定軍へいていぐんを差し向ける話が出ています」

「結構な話になってるな」

　それだけ大事おおごとなのか。

　おれはちょっと考えた。

「その平定軍に参加するには？」

「カケル様が？」

「ああ。その姫が気になる」

　ヘレネーはなるほどって感じで頷うなずいた。

　ハーレムの子を増やしたいって話したばかりだから、それですぐに理解したんだ。

「参加すること自体は容易です、兵の一人として紛まぎれ込めば。しかしそれではカケル様の目的は達成されません」

「なんで？」

「王国の方針で、捕らえて公開処刑すると決めましたから。下手へたに生かしておくと再起の可能性がありますし、うやむやな死に方をされると、噂が一人歩きしてその後がやっかいです」

「あー、なるほどなるほど」

　そういう話結構あるよな。

　大坂の陣の後秀頼ひでよりが生き延びてとか、そういう説もあったな。

　確かにそうなると王国側としてはものすごく困るんだろうな。

　だけど公開処刑……それだとおれが困る。

「ですので、軍と別行動して襲って、カケル様自ら捕縛ほばくする必要があります。あるいはカケル様自身が将しょうとして隊を率いて、捕縛する」

「なるほど」

　ヘレネーを見て、聞く。

「ヘレネーはいいのか？　おれがそいつを捕まえて」

　もちろんこれは「姫」ヘレネーに聞いた。

　王国の方針があるから。

　だけどヘレネーはあっさり普通に答えた。

「カケル様の望むがままに」
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　エウボイ。

　前にも来たことのある、今じゃ蛮族との戦いの最前線になってる街にデルフィナを連れてワープで飛んできた。

　街は前に来た時よりもかなり物々ものものしく感じる。

「エウボイの現存兵力は５００、対して向こうは３０００。集まってるとは聞いてたけど、予想以上に集まったな」

「周りの豪族が一気に彼女の元についたようですわ。神輿みこしにするつもりなのでしょう。今力を貸して恩を売っておけば、王国に勝った後の論功行賞ろんこうこうしょうで強気に交渉できますから」

「なるほど」

「なので、放っておけば更に増えるかと。今度は豪族ではなく一般の民までが加わります。噂では相当のカリスマのようですから」

「なるほど」

「で、いかがなさいますか」

「ふむ」

　おれは考えた。

　相手は３０００人。

　正面から倒すのは骨が折れる。

　こっちの戦力はおれとハーレムの四人、それに召喚しょうかんできるメイド幽霊のタニア。

　全員に能力を貸し出してもかなり厳しいだろう。

「両方がぶつかって、横から漁夫ぎょふの利りってのが一番かな」

「同感ですわ。ところで、こういう情報がありますの」

「情報？」

「ええ。どうやらナナ・カノーがいったん後方に下がるらしいのです。豪族同士でちょっと諍いさかいがあって、それを仲裁ちゅうさいに行くのだとか」

「寄せ集めの宿命だな、そりゃ」

　なんか苦労がしのばれる話だ。

「そして、その時の随伴ずいはん兵は約５００。使うルートもしっかり押さえてますわ」

「よく摑んだな、そんな情報」

「商人は情報が命ですから」

　デルフィナは事もなげに言った。

　なるほど、それは納得だ。

「その情報……高いだろうな」

「出世払しゅっせばらいでよろしくてよ」

「なら買った」
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　デルフィナから買った情報を元に、おれはそのルート上で待ち伏せした。

　おれ一人で、街道のど真ん中で仁王におう立ちしてる。

　ちなみにハーレムの女達は置いてきた。

　能力を貸して一緒に戦わせるのもいいけど、使い切りタイプを使ったとして、五分以内に倒せなきゃ危なくなりそうだから、今回はパスした。

　ちょっと待ってると、向こうからターゲットがやってきた。

　情報通り、５００人程度の部隊だ。

「何者だ、止ま──」

　先頭の兵士を問答無用もんどうむように斬り捨てた。

　目当てはナナ・カノー一人のみ。無駄な問答は必要ない。

　エレノアを振るって兵士を斬っていく。

　いきなりのことで兵士は最初浮き足立っていたが、

「慌あわてるな、陣形を維持、落ち着いて対処たいしょしろ」

　声が聞こえた。綺麗きれいで芯のある声だ。

　声のした方向を見ると、兵士の間に白い鎧よろい姿の女が見えた。

　噂通りの美女である。

　見とれそうになったが、すぐに異変に気づく。

　圧力が──強くなった。

　一気にナナの所まで駆け抜けようって思ったけど、足を止められた。

　まるで、分厚い壁に突っ込んでいったような感覚だ。

　キリルが率いていた１０００人よりも遙はるかに強い。

「彼女の指揮力か」

（よく訓練されてもいる）

「本気出すか」

　一歩下がって、エレノアを握り直した。

　水平に構えたエレノア。刀身から黒いオーラがにじみ出る。

「魔剣」

「魔剣……噂のエレノアなのか」

「黒剣こっけんの騎士……」

　兵士の間に動揺が走った。

　そこに突っ込んでいき、立ちふさがる兵士を次々と斬っていった。

　百人くらい斬ったところで、ナナにたどりつく。

「エレノアの番犬か！」

「そういう風に思われてるな。お前を捕まえに来た」

「させるか、返り討ちにしてくれる！」

　ナナが剣を抜いた。

「いくぞ！」

　ロングソードを振りかぶってきた。

　エレノアで受け止める、金属音とともに火花が散る。

　強い。少なくともおれが今まで戦ってきた相手の中で一番強かった。

　綺麗で、強くて、風格もあって。

　なるほど噂通りだなとおれは思った。

　ナナと斬り合った。いつの間にか兵士達が遠巻きに観戦モードに入ってて、おれとナナの一騎打ちになっていた。

　兵士達は余裕綽々しゃくしゃくの顔をしてる。おれ達のナナ姫は負けるはずがない、と思ってるみたいな顔だ。斬り合いを続けてるのがそれに拍車を掛ける。

　ナナとこうして斬り合うのも楽しいけど、本来の目的は彼女を捕らえることだ。

「はああああ！」

「ふん！」

　本気を出して、ナナを傷つけないようにロングソードをはじく。ロングソードはぐるぐる回転して地面に突き刺さった。

　ナナののど元にエレノアを突きつけた。

「くっ、殺せ！」

「安心しろ、殺さないから」

　ナナの剣を拾って、彼女を連れておれの屋敷にワープした。

　ワープに驚くナナ。

　さて、これで捕まえた。

　ここからが本番だ。
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　いきなり寝室のベッドの上に飛ばされて、ナナはものすごくビックリしてた。

「ここはどこだ？」

「おれの屋敷だ。ロイゼーンにある」

「ロイゼーンだと？　でたらめを言うな！　あの一瞬でロイゼーンまで移動できるわけがない！」

「それはおいおい教えてやるよ。しかし、明るい所で見るとよりいっそう綺麗きれいなのがわかるな。ヘレネーとは違うタイプの綺麗だけど」

「ヘレネーだと？」

　ナナは眉まゆをひそめた。

「貴様、主君を呼び捨てにするのか」

「そっか、そういうことになってるんだっけ」

「どういうことだ」

「ヘレネーはおれの主君じゃないぞ。むしろ逆。おれがヘレネーの主人だ」

「主人？」

「ハーレムの主ともいう」

「は──」

　ナナの顔が真まっ赤かになった。ハーレムってところに反応したらしい。

　もしかして、そういうことに免疫めんえきがないタイプなのか？

　そういえばさっきから喋しゃべり方がやけに硬い気がする。近いタイプにイリス姫がいるけど、それよりも更に無骨ぶこつな感じだ。

　蛮族の姫、っていう風に聞いたけど、どっちかって言うと将軍とか武人とか、そういうタイプの人種に見える。

　ナナはわなわなと震ふるえて、怒り出した。

「おかしなことを言うな、ヘレネーが貴様のような男になぞ──」

「まあまあ、それもそのうちわかるさ。ヘレネーが来たら嫌でもな」

　おれの言い方にナナが困惑する。

「あのヘレネーが……？」

「それより、こっちの用件が先だ」

「むっ……」

「お前を捕らえた理由だが」

「言っておくが、わたしを捕らえたからといって我が軍の勢いは変わらない。斬きったとしてもなおさらだ。わたしの死によって士気はますます──」

「ああ、そうじゃない。そういうのじゃないから安心しろ」

「そういうのじゃない？」

「お前を捕らえたのは……おれのハーレムに欲しかったからだ」

「なっ──」

　ナナが絶句する。そして再びわなわな震え出した。

「どうだ？」

「断る！」

「どうしても？」

「当然だ！」

「……どうしたらうんって言ってくれる？」

　ちょっと優しめな声で聞く。

　ナナは一瞬ビックリした顔をして、それから挑発的な表情で言った。

「わたしに勝てたらな」

「さっき勝ったけど」

「あ、あれは油断しただけだ」

「油断か。ま、いいよ」

　ナナの剣を取って、柄えを彼女の方に差し出した。

　それでまた驚かれた。

「正気か？」

「ああ」

「後悔するぞ」

　ナナは剣を受け取って構えた。

　プレッシャーが押し寄せてくる、さっき以上のプレッシャーだ。

「さっきは不覚ふかくをとったが……今度は負けない」

「今度負けたらどうする」

「なんでも言う通りにしてやろう」

「言ったな？　負けたら大人しくハーレムに入ってもらうぞ」

「いいだろう。さっきは兵を巻き込むかもしれないから抑えていたが、こうして一対一なら──」

　ナナが斬りかかってきたのを、エレノアで受け止めた。

　衝撃波でベッドが揺れた。

　確かに、さっきより強いと感じた。

　速さも重さもワンランク上がってる感じだ。

　これなら負けないって自信を持つのもわかる。

「だ、誰ですか中にいるのは!?」

　部屋の外からミウの声が聞こえた。

「ミウか。おれだ」

「ご主人様？　お帰りだったんですか」

「ああ。ここは大丈夫だから、ミウは仕事してて」

「はい、わかりました」

　最初は慌あわてた声だったのが、中にいるのがおれだとわかった途端ミウは落ち着いて、そのままどこかに行った。

「よそ見するな！」

「おっと。今のが一番鋭かったな」

「くっ」

　ちょっと本気を出してエレノアを振るって、ロングソードをはじき飛ばした。

　さっきとまったく同じやり方でナナを無力化する。

　自分の手を見て、そのまま宙を舞う自分の剣を見るナナ。

　目を見開き、信じられない顔をしていた。

　本気を出したのにまさか、って顔だ。

「どうだ？」

「くっ……殺せ」

「だから殺さないってば」

　エレノアを鞘さやに納める。

「それよりおれが勝ったぞ」

　暗あんに約束を守れと言うと、ナナはそっぽを向いて、吐き捨てるように言った。

「……好きにしろ」

「いいのか？」

「負けは負けだ、二言にごんはない」

「潔いさぎよいな」

「これだけは言っておく。体を好き勝手にしたからといって、心までどうにかなるとは思わないことだ」

　ナナはおれを睨にらみながら言った。

　なんというか……それ、フラグじゃね？

　まあ、せっかくフラグを立ててくれたんだし、その通りにしてやろうじゃないか。

　おれは抵抗しなくなったナナの肩を抱いて、ベッドの上に押し倒した。
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　ナナはとろとろになっていた。

　底なしのおれにねちっこく攻められて、ベッドの上でぐったりしている。

「大丈夫か？」

　デルフィナのこともあって大丈夫かなとは思ったけど、やっぱり気になって聞いてみた。

　すると、ナナの目に光が戻った。

　寝そべったまま、強い目でおれを睨にらむ。

「この程度で……わたしが屈すると思ったか」

「あっ、大丈夫か。よかった」

「この程度のこと、いくらされようがわたしは屈しない」

「うんまあ、この程度じゃないけどな」

「……は？」

　目が点になるナナ。

　そこにコンコン、とノックの音がした。

「ミウか？」

「はい。今入っても大丈夫ですかご主人様？　わたし襲われませんか？」

　前は襲っちゃったしな。

「大丈夫だ」

「じゃあ、失礼します」

　入ってきたミウは、上に二つのコップを載せたトレイを持っていた。コップには水が入っている。

「お水を持ってきました」

「気が利きくな」

「そろそろ二回戦を始める頃ころかなって思っていましたから。お水を補給した方がいいかなって」

「さすが経験者、わかってるな」

「二……回戦？」

　ナナが死ぬほどビックリしていた。

「ああ、二回戦」

「待て、それってまだするってことか？」

「もちろん」

「……冗談だよな」

「じゃあご主人様。三回戦と四回戦の時にまたお水持ってきますね」

「おう、頼む」

「三回戦と四回戦だと!?」

　ミウがそそくさと寝室から出ていった。

　軽く逃げ出したように見えるあたり、前に襲われたのがちょっと尾を引いてるみたいだ。

　後でしっかりもふもふしてケアしてやらないとな。

　その前に。とおれはナナの方を向いた。

「続けようか」

「まて、一体どれだけするつもりなんだ貴様きさまは」

「うーん？」

　おれはちょっと考えて。

「普通の男の、ざっと７７７倍くらい？」

「なっ──」

　当たり前のように言うと、ナナは言葉を失った。

　ベッドの上を這はって逃げ出そうとするけど、当然逃がしはしない。

　捕まえて、宣言する。

「するぞ」

「す──きにしろ。何があってもわたしは屈しない」

　ナナは強く言い放った。まだそんなことが言える彼女をますます気に入った。

　おれは思う存分ナナを可愛がった。

　前も後ろも、上も下も全部可愛がって、全部おれのものにした。

　それでもナナは抵抗した。体がへとへとになっても、「わたしは負けない」「こんなことには絶対に屈しない」と言い張った。

　結局、彼女が堕ちたのは明け方くらいになって、八回戦終了後に給水のため眠そうなミウが部屋に入ってきた直後くらいのこと。

　回数で言うと、おれが百回を超えたくらいの時の出来事だった。

　こうして、ナナはおれの女になった。
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　朝、食堂で朝ご飯を食べていると、ナナが入ってきた。

　白い鎧よろいとロングソードが揃そろった、びしっとした姿。

「大丈夫なのか？　起きても」

「大丈夫だ」

　どう見ても膝ひざががくがくしてるのに、普通に振る舞おうとしてる。

　すごい根性だ。

「そうか。まあ本当にダメな時は無理しないで休め。元気な姿を見るとつい襲いたくなるから、ダメな時はちゃんとダメって言ってくれた方がこっちも助かる」

「こ、心遣い感謝する」

　ナナはちょっとだけ動揺した。

　そしてそのまま、おれの斜め後ろに立った。

　背筋を伸ばして片手を剣の柄の先端に触れている。

　まるで護衛のようだ。

「お前も座すわれ」

「しかし」

「屋敷の中じゃおれの女だ。一緒に飯めし食うのもおつとめの一つだぞ」

　おつとめって強調すると、ナナは「じゃあ」と納得して座った。やっぱりそういう考えで護衛っぽいことをしてたんだな。

　結構一本気でわかりやすい。そこがまた可愛かわいい。

　ミウの給仕でおれとナナは朝飯を食べた。特に何か話すことはなく、黙々もくもくと食事した。

「おはようございます」

　今度はデルフィナがやってきた。彼女もびしっとした、いかにも豪商ごうしょうらしい格好だ。

「おはよう。昨日は悪かったな」

「あれは驚きましたわ。まさか下にタオルを巻いた状態で迎えに来るとは。何ごとかと思いました」

「四回戦の途中だったからな」

「あれから何回戦まで行きましたの？」

「八？」

　ナナを見て、確認する様に聞く。

　ナナは赤面して押し黙った。恥ずかしいから答えられない、無言の肯定こうていだ。

「やりますわね、あなた。お一人でそこまで相手できるなんて」

「あなた……も？」

「ええ。そういえば申し遅れましたわ。わたくしはデルフィナ・ホメーロス・ラマンリと申します」

「ナナ・カノーだ。デルフィナ……まさかあのデルフィナ」

「ええ、そちらが資金提供を要求してきましたあのデルフィナです」

「……」

　ナナがビックリした顔でおれを見た。

　逆におれは二人のやりとりが気になった。

「資金提供ってどういうことなんだ？」

「反乱軍……ああ、わたくしがそう呼んでるのですが、彼女達がわたくしに資金提供を求めてきましたの。もちろん成功した暁あかつきの見返りを色々提示されましたわ」

「それで資金を提供したのか」

「まさか」

　デルフィナは笑った。

「今回の反乱はヘレネー殿下が深く関わっておいでですわ。となればどこかでユウキ様が出てくるのが目に見えています。負けるのが確定している側にチップを張るなんて金をどぶに捨てるようなものですわ」

「拒こばまれたと聞いた時は腹立たしかったが……今となっては納得だ」

　ナナがおれを見て言った。

「主のことを知っていれば、そう判断するのが至当」

「逆に、どうヘレネー殿下……いえメルクーリ王国に貸しを作るのか考えていたところですわ」

　デルフィナはそう言って、意味ありげにおれを見た。

「何をすればいい」

　直接聞いた。

「ユウキ様が隊を率ひきいて……反乱を鎮圧ちんあつなさいませ」

　デルフィナは花が咲いたような笑顔（後で知ったがもうけを確信した時の顔だ）で言った。
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　エウボイの郊外。

　おれはナナとデルフィナとミウの三人を連れ、３００人の部隊を率いて、１５００人の反乱軍と対峙たいじしていた。

　反乱軍は遠目からでもわかるくらい動揺している。

「お前の名前で降伏勧告こうふくかんこくを送ったのが効いてるな」

　隣にいるナナに言った。

「力になれず申し訳ない」

「それでいいのですわ、もとより勧告だけで降伏するとは思ってませんでしたもの。あの兵はほとんどが豪族達の私兵。故郷に家族を残してきた者達ですし」

「じゃあ動揺させるためだけにやったのか」

　デルフィナに聞く。

「その通りですわ」

「なるほど、わかった。で、こっちの３００人は？」

「わたくしが金で雇った傭兵ようへいのようなものと考えて頂いただければ問題ありませんわ」

「なんでわざわざそうした。エウボイに確か５００人くらいの兵がいたはずじゃないのか」

「その兵を使って反乱を治めても大した手柄、それに貸しにはなりませんわ。あくまでこちらの力で乱を治めたいんですの」

「なるほど」

　そういうことなら納得だ。

「で、あれを殲滅せんめつすればいいのか？」

「どうですの？」

　デルフィナがナナに意見を求める。

「あそこに見えるのがアイオロスの旗。アイオロスの手勢てぜいは反乱軍の主力、蹴け散らせば後は小勢こぜいの集まりだ」

「あの旗の下にアイオロスとやらがいるのか」

「はい」

「聞くけど、大将を斬きったらどうなる？　壊滅かいめつするのか？　それとも大した影響はないのか？」

　この世界の常識がまだわからないから聞いてみた。

　戦国時代みたいに大将が倒れれば家がそのまま衰退する（今川いまがわ義元よしもととかみたいに）パターンか、あまり影響なくて違う大将が立つパターンか、どっちなのか気になった。

「アイオロスが倒れれば一気に壊滅するでしょう」

「なるほど」

　なら、そいつを斬ってくるか。

「ご主人様、お茶が入りました」

　ミウが出したお茶を受け取って口をつけた。

「熱っ」

　舌がやけどしそうなくらい熱かった。

「ごめんなさい！　お外だからいつもと勝手が違って」

「ああ、大丈夫だ」

　おれはお茶を置いて、エレノアを手にした。

「ちょっと行ってくる」

　と言って、不思議そうな顔をする女達を置いてワープした。

　ワープした先はアイオロスの旗の下。敵陣のまっただ中。

「なんだ貴様は！」

　敵兵がおれを見つけていきなり怒鳴ってきた。

　あたりを見回す。立派な髭ひげと真新しい鎧よろいをつけた中年の男の姿が見えた。

「お前がアイオロスか」

「いかにも、そういうおまえは何者だ」

「結城ゆうきカケル。魔剣の使い手って言えばわかるか？」

「貴様がナナをたぶらかした張本人か。丁度ちょうどいい、どうやってここまで来たのかわからんが、貴様を討ち取れば──」

「能書のうがきが長い」

　一閃いっせん。

　エレノアを薙ないで、アイオロスの首をはねた。

　一瞬のことで周りが事態の展開に付いていけてない。

　おれはアイオロスの首を拾って、ワープで戻った。

「ただいま。こいつで合ってるか？」

　首をナナに見せた。

「はい、間違いなくアイオロスです」

　ナナは動揺することなく頷うなずいた。

「ならよし」

　首を兵の一人に預けて、もう一度お茶を手に取った。

　さっき熱かったそれが、今ではちょうど飲み頃ごろになっていた。

「ナナ。残りを任せていいか」

「はっ」

「じゃあ頼む」

　いうと、ナナは３００人を率いて突撃した。

　アイオロスを失って大混乱する相手を圧倒し、蹴散けちらしていく姿を、おれは飲み頃になったお茶を飲んで、ミウをもふもふしながら眺ながめた。
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　反乱を鎮圧して、ヘレネーが戦後処理、そしてデルフィナが恩の押し売りをしている中、おれはくじ引き券を握り締めて、くじ引き所にやってきていた。

　くじ引き所のスタッフはおれを見るなり笑顔で言った。

「お客さんいいところに来ましたよ。本日は期間限定くじ引き最終日。なんと、当たりが全て二倍になります」

「二倍！」

　興奮のあまりつい大声を出してしまった。

「それって、何を当てても二倍なのか？」

「はい、参加賞から一等賞まで、全て二倍となります」

「それでは今まで引いた者が損するのではないか」

　後ろで幼女姿のエレノアが何か言ってるけど、無視した。

　そんなことよりも二倍だ、二倍くじなら──全力で引かなきゃ。

「早速さっそく引きますか？」

「もちろんだ。数えてくれ」

　スタッフにくじ引き券を渡す。

　狩りをしたりハーレムのみんなを可愛かわいがったり、反乱軍討伐したりでかき集めたくじ引き券だ。

「はい、20枚ですね。では22回引いてください」

「よっしゃ！」

　おれは抽選器ちゅうせんきのレバーをつかんで──一気に回した。

　がらがらがら、玉が次々と出てきた。

　参加賞、参加賞、三等、参加賞……。

　22回を一気に引いた結果、二等賞が２つ、三等賞が６つ、他は全部参加賞だ。

　それが全部倍で、二等賞が４つ、三等賞が12個、参加賞に至っては28個もある。

　かなりもらえた。実際に引いて結果として出ると、二倍というのは想像以上にすごかった。

　すごかったが……。

「さすがに一等は出ないか」

「お客さんはかなり運がいい方ですよ。普通は二等も三等も、こんなに出ないもんです」

「といっても一等賞が欲しかったな」

　景品リストを見る。

　一等賞、能力貸し出し一時間。

　一つだけ飛び抜けた効果時間のヤツは当てたかった。

　最終日で二倍もらえるんだから、なおさらだ。

「……今日はずっと二倍なんだよな」

「はい、最終日ですので、終日当たりが二倍になります」

「くじ引き自体はいつまでだ？」

「日付変更までです」

「わかった」

　おれはエレノアを連れてくじ引き所を出た。

　屋敷に戻る。剣の姿に戻ったエレノアが聞いてきた。

（時間を聞いたということは、今から券を集めるのか？）

「ああ、せっかくだから、悔くいがないように引けるだけ引きたい」

（なるほど。しかしどうするんだ？　金を使えるだけ使って確保したのがあの20枚だろうに。これ以上はどこで集めるんだ？）

「心当たりが一個ある。運任せだが」

（どこだ？）
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　いったんギルドに寄ってから、おれは死霊しりょうの軍勢が封印されている森にワープした。

　ここに来たのは三回目。封印のポイントに数人の冒険者がいた。ギルドが派遣した監視役みたいだ。

「カケルさん？　どうしたんですか」

　その中の一人、若い男がおれに話し掛けてきた。

　知らない顔だけど、向こうはおれのことを知ってるみたいだ。

　時間が惜しいから、早速本題に入った。

「ギルドの依頼でここに来てるんだよな。万が一何かあった時すぐに再封印できるように」

「ええ、それで来てるのがおれです」

「そうか。で、封印する方じゃなくて、解くのはできるか？」

「こっちから解くんですか？　そりゃできますけど……」

　なんで？　って顔をする。

「できるならいい。今解いてくれないか」

「えええ？　な、なんでですか」

「ちょっとな。安心しろ、悪いようにはしない」

「アンドレウさんはこのことを？」

「さっき話をつけてきた」

　おれはギルドからもらってきた封筒を見せた。

　ギルドの方はアンドレウの口添くちぞえもあるおかげで話がスムーズだった。

　元々おれのおかげで封印できたというのが向こうの認識だったから、話が早かった。

「わかりました、ちょっと待ってください」

「頼む」

　若い男がそう言って、封印の所に行ってそれを解いた。

　それでちょっと待っていると、早速ゾンビが出てきた。

　一撃でそいつを真っ二つにした。

　次はスケルトンが出てきたので、同じように真っ二つにする。

　モンスターが次々と沸わいて、沸いたそばからおれが一撃で倒す。

　無限沸きのモンスターを狩ってる気分だ。最初にくじ引き券をゲットしたのもこれで、あの時はエレノアが召喚しょうかんした奴らを次々に倒した。

　日付が変わるまでに、手元にまとまった現金がないおれが選んだのはこの方法だった。

　確率は低いけど、それに全てを懸かけた。
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　日付が変わる直前、おれはくじ引き所に駆け込んだ。

「いらっしゃい。あと五分ですよお客さん」

「間に合ったか」

　おれはちょっとほっとした。

　手の中に１枚のくじ引き券がある。

　あれからエンドレスでモンスターを狩り続けて、ようやく手に入った貴重な１枚だ。

「はい、これ」

「１枚ですか。いいんですか10枚じゃなくて」

「さすがに集まらなかった」

「そうですか。まあでも、当たる時は１枚でも当たりますしね」

　気休めを言われた。今はそれでもありがたい。

「ああ、当てるつもりで来た」

　強気で宣言した。

　胸がドキドキした。

　虎の子の１枚、駆かけ込みの大勝負。

　おれは抽選器に手を掛けて──そのまま固まった。

「お客さん？」

「どうした？」

　スタッフとエレノアが同時に聞いてきた。

　おれは幼女姿のエレノアをじっと見つめ、聞いた。

「お前、運はいい方か？」

「我か？　どうだろうな、そこそこではないか？」

「地味にお前の方がくじ引きの成績良かったよな。ワープの羽も一発で当ててたし」

「そういえばそうだったか。……まさか我に引かせる気か」

「……」

　その方がいいかもしれないと思った。

　運というものには流れがある。すでに22回引いて一等を引けなかったおれには、今日はその流れが来てない可能性がある。

　エレノアの方がもしかして当たるかもしれない……完全にオカルトの領域だけど。

「やめておけ、我といえど一度のくじ引きで当たる気がしない。前は運がよかったのだ」

「それでもいい、やってくれ」

「貴様がいいというのなら我は別に構わんが」

「いいんですかお客さん」

　スタッフまでそんなことを言い出した。

「ああ」

「じゃあ引くぞ。我を抱き上げるのだ」

　身長的に届かないからエレノアがおれに要求する。

「……ちょっと待って」

　エレノアを抱き上げようとしたところで──さらに待ったを掛けた。

　おれは、あることをひらめいた。

　興奮した。今までの興奮が可愛かわいく思えるくらい興奮した。

「お客さん？　早く引かないと終わっちゃいますよ？」

「すぐに引く。その前に──」

　エレノアを見つめ、この前限定くじ引きで当てたものを使った。

『魔剣エレノアに運を貸し出します。残り29秒』

「これでよし。さあ引いてみろ」

　エレノアを抱き上げる、彼女の小さな手が抽選器に触れる。

　ドキドキする。

　エレノアに運を貸し出した。

　貸し出すのはおれの能力そのものじゃなくて、倍率だ。

　エレノアの運を、７７７倍に。

　がらがらがら──ポトッ。

「わああ、大当たりです！」

　ハンドベルが鳴る。

　そこにあったのは、待望たいぼうの金の玉だった。
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　昼、屋敷の庭。

　ミウとタニア、獣人じゅうじんと幽霊のメイドを並べて、おれは能力のチェックをした。

「まずはミウに運を貸し出し」

『ミウ・ミ・ミューに運を貸し出します。残り29秒』

「次はタニアにも運を」

『ミウ・ミ・ミューに運を貸し出し中。残り23秒』

　なんかエラーっぽいのが帰ってきた。同じものを同時に違う人間に貸し出すことはできないってことかな。

　同じように運をエレノアに貸そうとしたら、やっぱり貸し出し中になった。

「じゃあ次、タニアに氷の魔力を、続けて炎の魔力を」

『タニア・チチアキスに氷の魔力を貸し出します。残り29秒』

『タニア・チチアキスに炎の魔力を貸し出します。残り29秒』

　こっちはいけた。同じ人に複数のものを同時に貸し出すのは大丈夫ってことか。

　そうこうしてるうちにミウの30秒が過ぎた。

「じゃあもう一度、ミウに運を30秒貸し出し」

『ミウ・ミ・ミューに運を貸し出します。残り29秒』

　できた。クールタイムはなしか。

　そしてタニアの30秒も過ぎた。

「ここでちょっと待ってて」

　ワープの羽根で離れた場所、山ウシの草原に移動した。

「タニアに氷の魔力と炎の魔力を30秒貸し出し」

　シーン、となった、何も反応しない。

　ワープで戻って、タニアを連れて山ウシの草原に移動。

「タニアに氷の魔力と炎の魔力を30秒貸し出し」

『タニア・チチアキスに氷の魔力を貸し出します。残り29秒』

『タニア・チチアキスに炎の魔力を貸し出します。残り29秒』

　今度はちゃんと貸せた。

　多分、近い場所にいないとだめなんだな。

　クールタイムなしで近くにいる限りは連続で貸し出せるけど、離れて別行動する時は効果時間の長いものを使わないとな。

　そう考えると。

「つくづく一等賞を引けてよかったぜ」

（我に感謝しろよ）

「ああ、素直に感謝する」

　とにかく、これで一通り限定くじ引きで引いた能力の把握ができた。

　おおよそ想定の──いい方の想定に振られてて、かなり満足した。

　タニアを連れて屋敷にもどって、協力してくれた二人に礼を言った。

「お疲れ様」

（終わったの？　じゃああたしは屋敷の中に戻ってるね）

「屋敷の中に？　なんで」

（やっぱりあそこが一番落ち着くの）

　タニアはそう言って屋敷の中に入っていった。地縛霊じばくれい時代が長かったからだろうな、屋敷の中が一番落ち着くってのは。

　そこにおれとミウ、エレノアが残った。

　おれは地べたに座って、ミウを手招きした。

「おいで、ミウ」

「あの……えっちなことですか？」

　ミウはちょっと身構みがまえていた。

「いや、もふもふだ」

　そっちもいいけど、ミウと二人っきりの時はもふもふ欲の方がちょっと勝まさる。

　それにミウ一人だと、エロいので可愛かわいがったらやり過ぎて、ミウが持たない気がする。

「はい！」

　満面の笑みを浮かべるミウを膝ひざの上に乗せて、もふもふした。

　ふさふさの耳としっぽをもふもふする。

　のんびりして、もふもふした。

　昨日まで限定くじ引きとか反乱とかで色々大変だったから、今日はのんびりしよう。

「ご主人様のもふもふはすごく優しくて、わたし、ご主人様にもふもふされるの好きです」

「おう、おれももふもふ好きだぞ」

「えっちの時のご主人様はちょっと苦手です」

「それはごめんな。怖いか」

「怖くはないですけど……死んじゃいそうになるから、苦手です」

　そうか。これからはなるべく優しくしてやろう。

　……なるべく。

　ミウがごろごろするくらいもふもふしてやってると、足音が聞こえてきた。

　音のした方を見ると、イリス姫の姿が見えた。

　一人でやってきたイリス姫はなぜか、おれを見てかなりびっくりした顔をした。

　なんだろう。

「お久しぶり」

　声を掛けると、イリス姫は敷地内に入って、こっちに向かってきた。

「驚いた」

「何を？」

「ここ最近聞こえてくるカケルの噂うわさとかけ離れた姿だな、と」

「噂？」

「鬼畜だの、邪悪じゃあくの権化だの、魔剣の下僕しもべだの……そういったものだ」

「どれも心当たりはあるな。反論もあるけど」

「それが……こんな穏やかにしているとは」

　それはまあ、もふもふしてるからだろうな。

　会ったのが昨日とかだったら全然違う印象だったはずだ。

「正直、姉上のことが心配だったのだ。その様な噂のある男の元にいて姉上は大丈夫なのか、と」

「ヘレネーはおれの女だ。自分の女は大事にすることにしてる」

「そうか」

　もふもふされて気持ちよさそうなミウをちらっと見て、イリス姫は頷うなずいた。

「で、イリス姫が今日来た用件は？」

　用もなしに来るとは考えにくい。

「これを見せにきた」

　イリス姫が出したものを受け取る。

　横長の紙が五枚、全部同じ絵柄が描かれている。

「これは……ああ新しい金か」

「そうだ、カケルに教えてもらって、それで作った紙幣しへいだ」

　おれはそれをまじまじと見た。

　紙幣のサイズは日本円とほとんど同じで、裏に王宮らしき建物が、表には数字とやたら威厳いげんのあるオッサンの顔が描かれていた。

「これは」

「父上……メルクーリ国王だ」

「なるほど。にしても……なんかカラーコピーみたいだな。立体感とかがまったくない」

　おれでも知ってる偽造防止の技術、例えばすかしとホログラムとか、そういうのが一切いっさいない。

「からーこぴー？」

「大量に印刷しただけって意味だ」

「印刷は印刷だが、ちゃんと工夫も加えてる。カケルが教えてくれたのでな」

「うん？　ああ王家の」

　おれはそれを思い出して、ミウに言った。

「ミウ、王家のものか判断できる魔法を掛けてみてくれ」

「はい、わかりました」

　ミウは言われた通り魔法を掛けた。すると紙幣からぼんやりと、王家の紋章が浮かび上がる。

「なるほどこうなるのか。この紋章は確か王家の者にしか付与できないんだっけ」

「ああ。それで今はこれを生産中だ。国中に行き渡るほどの数を揃そろえるのは少し時間がいるから、流通はしばらく先だ」

「なるほど」

　紙幣をイリス姫に返した。

　前に自分がしたアドバイスを活かして事が順調に進められてるのを知って、ちょっと嬉うれしかった。

「それともう一つ。これだ」

　今度はコインを出してきた。受け取ってみると、質感や色からして銅貨みたいだ。

「これは？」

「こちらも今度発行するものだ。紙幣と合わせて銅貨も新しいものにして、銅を回収、比率を変えて再発行する。銅で儲もうけられない程度……いや、よく考えたら割に合わない程度の比率にするつもりだ」

「なるほど。でもそれをやると王国の威信がどうとか言ってなかったっけ」

「それは紙幣で全てまかなえると思った」

「それもそうか」

　納得しつつ、なんとなく銅貨を裏返してみた。

　びっくりした、なぜなら、そこに描かれた顔がおれだったからだ。

「それが今日来た真の目的だ。カケルの顔を使わせてくれ、と頼みにきたのだ」

「なんでおれの顔を？」

「今回のこと、紙幣のこと。カケルが一番の功労者だからだ。カケルが気づかせてくれなければ、わたしは……いや我々は既成概念きせいがいねんにとらわれ、この技術を無駄に寝かせたままでいた。あれから様々な人間に話を聞いてみたが、全員が商あきないがしやすくなると言った。反対意見は伝統だのしきたりだのというものしかなかったが、それを気づかせてくれたのはカケルだ。その功績として、な」

「……」

「もしかして……迷惑だったか？」

「いや、そんなことはない。ちょっとびっくりしただけだ」

　本当にびっくりだ。

　だって、貨幣に顔が載るなんて、よほどの偉人か権力者じゃないとないことだ。

　聖徳太子しょうとくたいし、福沢ふくざわ諭吉ゆきち、野口のぐち英世ひでよ、夏目なつめ漱石そうせき……全員が歴史に名前を残してる偉人だ。

　もうちょっとさかのぼると、ヤマトタケルノミコトとか神クラスもいる。

　そういうのと同じってことなんだよな……。

　なんか、喜びがでかすぎて、飛び抜けてしまったあまり、喜びとして認識できない気分だ。

「なら、使わせてもらっていいのだな」

「うん、使ってくれ」

　断る理由なんてない。

　用事が終わってイリスが去った後、ミウがものすごく尊敬してる顔でおれを見つめていることに気づいた。

　今までも「すごい」とか言われたりこういう尊敬の眼差まなざしを向けられることはあったけど、正直、今回のが自分的にも一番納得できることだった。







[image: ]




　わたしの名前はイオ・アコス。

　今日は所属している冒険者ギルドにやってきました。

　受付の女の人に名前を言って、そこで出された書類にサインします。

「はい、受け付けました。これでイオさんのＢランク昇進手続きが全部完了しました」

「ありがとうございます」

　そう、今日は冒険者ランクの昇進の手続きにきたんです。

　長い間Ｃランクだったけど、やっとＢに上がることができました。

　Ｂランクの証明書をもらいました。

　これをカケルさんに見てほしかったんです。

　ギルドの外に出ると、すぐに声を掛けられました。

「イオちゃん、久しぶりね」

「カーラさん」

　声を掛けてきた大人の女の人はカーラさん。冒険者になりたての頃ころにすごくお世話になった人です。

「Ｂランクに上がったのね、おめでとう」

「ありがとうございます」

「最近大活躍じゃない。オリクト殺しのイオ、一部で有名になってるわよ」

「こ、殺してないですよ」

「わかってるわ。あんな化け物殺せるわけないってね。でも毎日のようにオリクダイト採掘に行ってるのは確かなのよね。ならそういう風に呼ばれるのも当然ね」

　ちょっと恥ずかしかったです。

　オリクト殺しのイオ。

　自分にそんなすごい異名いみょうが付いてたなんてビックリです。

「そんなあなたにお願いがあるの」

「お願い、ですか？」

「ええ、パーティーの誘い。実は大きな仕事を受けて、戦術的に魔法使いをパーティーに欲しかったのよ」

「そうなんですか。えっと……」

　ちょっと困りました。

　わたしは今カケルさんとパーティーを組んでいます。他の人のパーティーに入るのは、カケルさんに悪い気がします。

　なので、どうやって断ろうかって考えていたんです。

「お願い、ね」

　でも、カーラさんに手を合わされました。

　むかしお世話になった先輩の冒険者だから、ちょっと、断れません。

「今回だけだから、ね」

「そういうことなら……」

　一回だけなら。その条件で、わたしはパーティーに参加することにしました。
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　街の外れ、カーラさんに連れられてパーティーの人達と合流しました。

　そこにいたのは男の人が二人。

　一人は背中に大剣たいけんを背負ってて、もう一人は腰に二本のロングソードを差しています。

　どっちも有名な冒険者さんです。

「おれはアレクシス、よろしくな」

「ハリだ」

「二人のことは知ってるのよね」

　カーラさんは当たり前の様に言いました。

　もちろん知ってます。アレクシスさんもハリさんも、カーラさんと同じＡランクの冒険者で、ロイゼーンの冒険者じゃエースみたいな人達だから。

　わたしはちょっと緊張しました。

「えっと、イオです、イオ・アコス」

「知ってるぞ、最近売り出し中のオリクト殺しだろ」

「心強い。よろしく頼む」

「じゃあ早速さっそく説明するぞ」

　リーダーのアレクシスさんが場を仕切りました。

「ドラゴンの子供が近くに迷い込んできたんだ」

「ドラゴンですか」

　ビックリしました。

　ドラゴン。それは子供でも知ってる伝説の生き物。

　堅い鱗うろこは剣も魔法も通さない、場合によっては百人単位でかかって討伐とうばつするほどの生き物です。

「その子供だ。目撃者と依頼者の情報じゃそれほど大きくはない」

「そうなんですか」

「だが子供とはいえドラゴンだ。で、Ａランクのおれ達に依頼がきたってわけだ」

「そこまではいいんだけどね。ちょっと前の、ほらアンデッドモンスターが大量に発生した事件。あれでいつも組んでる魔法使いの子が負傷して復帰してなくてね。どうしようかって思ってた時に、イオちゃんを見つけたってわけさ」

「そうだったんですか」

「そう。それで、戦い方なんだが。オリクト殺しってことは、雷かみなりの魔法が得意なんだよな」

「はい」

「じゃあ基本はおれとハリがドラゴンに接近戦で行くから、キミは魔法で援護してくれ。カーラはいつも通り回復役と補助だ」

　簡単な打ち合わせ。オーソドックスな戦法。

　それが決まると、わたし達はロイゼーンを出発しました。

　街道に沿って、南に歩いて行きます。

　予想以上に歩きました。昼頃の出発で、着いたのは夕方くらいでした。

「いるな」

　ハリさんが言いました。

　地面に足跡、木や岩に爪痕つめあとがあります。

　緊張が高まるなか、ドラゴンと遭遇そうぐうしました。

　最近よく遭う山ウシよりも一回りくらい大きい翼を持っているドラゴン。

　確かにドラゴンにしては小さくて、子供かもしれません。

「行くぞハリ！」

「おう！」

　アレクシスさんとハリさんが飛び出して、大剣と双剣でドラゴンに斬きりかかります。

　わたしは魔法を詠唱えいしょうしました。

「ぐわっ」

　アレクシスさんの大剣がドラゴンの爪で弾かれて、しっぽで横っ腹を殴なぐられて吹っ飛びました。

「くっ、ハリ！」

「まかせろ！」

　ハリさんがカバーに入って、カーラさんがアレクシスさんに駆け寄ります。

　回復魔法を掛けてもらって、アレクシスさんが立ち上がりました。

「攻撃補助も」

「はいよ」

　カーラさんが魔法を掛けると、アレクシスさんの大剣が白く光り出しました。

　そして再び、ドラゴンに飛びかかっていきます。

　アレクシスさんとハリさんが接近戦、わたしが魔法で援護射撃。

　前衛の二人のどっちかが負傷したら一旦下がって、カーラさんが回復させてまた戻ります。

　そのコンビネーションはすごく手慣れてる感じがして、ドラゴンとも渡り合えてました。

　さすがＡランクの冒険者、ロイゼーンのエースだと思いました。

　思いましたけど……これって……なんだか……。

（カケルさんなら……）

　戦いながら、わたしが思ったのは「カケルさんならどうしたんだろう」ってことです。

　アレクシスさんとハリさんのコンビネーションはすごい。大剣と双剣、パワーとスピードでそれぞれの長所を伸ばし合って、短所をカバーし合ってます。

　でも、パワーもスピードも、カケルさんの方が上。

　あの堅くて再生速度も異常なオリクトを剣で圧倒するくらいですし。

「どう？　あの二人すごいでしょ」

　カーラさんが横から言ってきました。

　自慢げで、誇ほこりに思ってる感じです。

「それぞれの腕もかなりのものだし、長年一緒にやってきたから息もぴったりだしね」

「はい、そう思います」
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　確かにカーラさんの言う通りだと思います。

　わたしも……半月くらい前だったらそう思いました。

　でも今は、カケルさんを知った後じゃ、物足りなく感じてしまいます。

「はあ……はあ……勝ったぞ」

　激戦のあと、ドラゴンは倒れて動かなくなりました。

　わたしとカーラさんは後衛だから無事ですけど、アレクシスさんとハリさんは結構ぼろぼろ。

「おい、おれらすごくね」

「ああ」

「このパーティーだけでドラゴンを倒したの、これで二回目だな。そのうち竜殺しなんて異名がついたりして」

「そうなればハクがつくな」

　アレクシスさんとハリさんがテンションを高くしてそんなことを言い合っています。

　ドラゴンを倒したんだから、気持ちはわかりますけど。

　でも、カケルさんなら。

　カケルさんならきっとドラゴンを倒しても「当たり前」みたいな感じなんだろうなって思いました。

　オリクトを粉々にしても、地獄の帝王を一撃で倒しても、お姫様を自分のものにしても。

　すごいことをやっても、カケルさんは全部「当たり前」みたいな顔をしていました。

　そういう時のカケルさんはものすごくかっこいいです。

　すごいことをやって、誇るでもなく謙遜けんそんするでもない、当たり前みたいにする。

　それがかっこいいと思います。

「イオちゃんもがんばったね」

「ああ。Ｂランクに上がったばっかりにしてはやるじゃん」

「もしよかったらうちのパーティーに入らないか？」

「どうだいイオちゃん。この組み合わせなら結構いい感じにいけると思うんだけど」

「ごめんなさい」

　お世話になったカーラさんの前だけど、わたしは即答しました。







[image: ]




「ご主人様、お客様です」

　一仕事終えた午後に屋敷の中でくつろいでいると、ミウがそんなことを言ってきた。

「客？　誰だ？」

「えっと、メリッサさん、という方です」

「初めて聞く名前だな。まあいい、応接間に通して」

「はい」

　ミウがパタパタ出て行った。おれもくつろいでいた部屋を出て、ゆっくりと応接間に向かった。

（女の名前だったな。また貴様の毒牙どくがにかかる哀あわれな犠牲者が増えるのか）

「毒牙とか言うな。これでもちゃんと大事にしてるつもりだ。というかお前の方が毒牙に掛けてるだろ、持ったものを片っ端から乗っ取ってるんだから」

（貴様は鬼畜きちく過ぎて乗っ取りようがなかったがな）

「だから鬼畜言うな。少なくとも自分の女には優しくしてるつもりだぞ」

（貴様の優しくは『可愛かわいがり』と同じニュアンスに聞こえる）

　エレノアとそんな掛け合いをしながら、応接間に入る。

　中には何人かの女がいた。

　全員が同じ服を着ていて、三人が比較的シンプルな服で、護衛のように立っている。

　一人だけ同じような服に華やかな装飾をつけてて、座っていた。

　一目で上下関係がわかる構図だ。

　護衛の女は全員が二十代の前半で、護衛されている女がちょっと若くて、十代の後半って感じか。

　座っている女が立って、すっごく砕けた口調で話し掛けてきた。

「あたしはメリッサ」

「結城ゆうきカケルです。どうぞ」

　メリッサを座らせて、おれも座る。

「それで、おれになんの用事なんです？」

「腰にあるそれ、魔剣エレノアだよね」

「うん？　ああ、そうだけど」

　それがどうした、と聞こうとした瞬間気づく。

　メリッサはそうでもないけど、護衛の女達の顔が強こわばっていることに。

　すごい怖い顔でエレノアを睨にらみつけて、拳こぶしをぎゅっと握り締めてる。

　緊張してる、いや恐れてるのか？

「それ本物？」

「偽物にせものだよ」

　面倒くさいから適当に言っといた。

　本物だって言ってもメリットないし、どうせ「普通の人間に扱えるわけがない」とかそういう話になるだろうから。

　だからそう言ったけど、聞いた瞬間メリッサの顔色が変わった。

「なんで噓うそつくの？　それから漏もれてる邪気、どう見ても本物なんだけど」

　ちょっとビックリした。

　真っ先にエレノアのことを切り出してきたのもそうだが、邪気を感じて本物だって断言したことにもビックリした。

　ていうか……こいつから邪気出てるんだ。

　戦う時に意識して黒いオーラを出させることはあるけど、普段はそういうものが出てないから大丈夫だと思ってた。

「なんで黙ってんの？」

「ああいや。それより、こいつが本物だったらどうすんの？」

「どうすんの？」

　メリッサの顔がますます険しくなった。なんかとんちんかんなこと言ったのかおれ？

「あたし達の姿を見て理解できない？」

「姿」

　その姿になんか意味があるのか？　なんか制服っぽくて、上下の関係がはっきりしてること以外何もわからないぞ。

（こいつらは世界最大の宗教、ソロン教の連中だ。詳くわしくは知らんが、服からしてこいつは結構高位のものだな）

　へえ。つまりキリスト教の司教とかそういう感じの人なのかな。

　いや司教が偉えらいかどうかはわからないけど、あくまでそういうイメージ。

　まあでも、怒るのはわかった。きっとここの世界ではこの服を見ただけでソロン教だってわかるんだろうな。なら怒るのも仕方ない。

「ソロン教の偉い人が何しに？」

「そこまで知ってて聞くなんてわざと？」

「……こいつを封印するとか？」

　一つだけ心当たりが浮かんだ。

　宗教で、持ち主を例外なく乗っ取る魔剣。

　何となくそうなのかなって思った。

　それは正解だった。

「そうよ。それを引き取りにきたの」

　引き取りときたか。

「悪いけどこいつは渡さない」

「１００枚、金貨で」

「うん？」

「ただとは言わない、金貨１００枚と引き替えはどう？」

　札束さつたばで頰ほおを叩たたいてきたか。

「断る」

「……いくらなら渡してくれる？」

「金額の問題じゃない。いくら積まれようが渡さない」

「じゃあ、他に何が望み？」

　おれは答えなかった。いくら話しても平行線だってわかったからだ。

　メリッサは渡すことが前提、おれは何があっても渡さないって思ってる。

　いくら話しても意味はない。

　睨にらみ合うおれとメリッサ。

「わかった」

　メリッサは立ち上がる。

「何がわかったんだか」

　おれはちょっと呆あきれ気味に言った。

「また来る」

「また？」

「うん。そっちが心変わりするまで何回でも来る。まっ、どうせそのうちエレノアの恐ろしさを知って心変わりすると思うけどね」

　メリッサはそう言って去って行った。
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　夜、デルフィナを迎えに行った。

　デルフィナの商会にある彼女の執務室で、メリッサのことを話した。

「聖女メリッサがおいでになられるとは」

「聖女メリッサ？」

　なんかすっごい名前が出てきたな。

「噂うわさ……いえソロン教にとっては真実なのですが、彼女はかつて異教徒との戦争において、敗色濃厚になった戦いで捕まり、斬首刑ざんしゅけいに処しょされるはずだったのです。しかし、七日間にわたる七回の斬首を全て耐え抜いたとのこと」

「えっ……七日間首を斬きられたけど死ななかったってことか？」

　意味がわからなかった。

「その通りです。その後ソロン教の手の者によって救い出され、その『事実』は神の奇跡とされ、彼女は奇跡の体現者ということで、聖女として叙じょされることになりました」

「すごい眉唾まゆつばな話だな、というか七日間の処刑を全部耐え抜くってどういうことだよ」

「だからこその神の奇跡、ということですわ」

「まあ、本当なら間違いなく神の奇跡だろうけど」

「……お困りのようでしたら、なんとかいたしましょうか」

「なんとかって？」

「そのエレノアは実は偽物だったという噂をそれとなく流すのです。簡単なことです。ユウキ様は実際に長い期間エレノアを所持してらっしゃって、それでも魔剣に乗っ取られていない。その事実があるだけで誰も本物だとは信じませんわ……わたしのように」

　そう言いながら顔がちょっと赤くなった。

　確かにデルフィナはそうだったな。

「メリッサはこいつを見て、邪気があるって言った」

「噂ではごまかされませんか」

「そう思う」

「わかりました。では、何もしないでおきます」

「ああ」

　気を取り直して。

「じゃあ帰るか」

「はい」

　デルフィナが頷うなずいたのとほぼ同時に、部屋のドアがノックされた。

「なに？」

　彼女の部下が入ってきた。すでに顔見知りで、おれのことを見ても驚かない。

「お客様がお見えになられています」

「客？　こんな時間にアポイントもなしに？」

「それが……」

　部下がデルフィナに耳打ちした。

「聖女メリッサ様です」

　耳打ちしてもおれの耳はちゃんとその声を拾った。

　デルフィナはビックリしておれを見た。

　うん、そうなるよな。そんな反応するよな。

　おれもビックリしてるくらいだ。

「ユウキ様、件くだんのメリッサ様が来ています」

「お前とおれの関係は？」

「公おおやけには知られておりません」

「そうか」

「……如何いかがいたしましょう」

「任せる」

「はい？」

「良きに計はからえって言った方がわかりやすい？」

「よいのですか？」

「ああ、お前に全部任せる」

　デルフィナなら大丈夫だろう。おれに不利になるようなことはしないだろうし、能力もある。

　それならおれがなんか言うより全部任せた方がいいだろう。

「承知いたしました。エレノアを渡さないという大前提で行って参ります」

　おれは頷く。やっぱりちゃんとわかってる。

「ところで」

　デルフィナが表情を変えて言った。微妙に探るような表情になっている。

「うん？」

「聖女メリッサ、女としてはいかが思われましたか」

「女？　うーん」

　思ってもいなかったことで、すぐには答えられなかった。
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　同じ建物の中にある別の部屋。

　デルフィナとメリッサが面会している部屋のすぐ隣の部屋で聞き耳を立てていた。

　もちろんデルフィナの計はからいだ。

「ご無沙汰ぶさたしております、メリッサ台下。近頃ますますのご活躍を──」

「前置きはいいわ。あんた、あの魔剣使いと知り合いなんでしょう」

　おいおい、バレてるじゃないか。

「はて、なんのことでしょう」

「とぼけないで。あんたがあいつに投資してるのはちゃんと調べがついてんのよ」

　ああ、そっちか。

「当方も商人しょうにんでございますれば。人間に投資することもままあります」

「別にそれをとがめるつもりはないの。それよりも今日は情報を買いにきたの。その魔剣使いの情報」

「それをお求めになってどうなさるおつもりで？」

「いいからとぼけないで。魔剣が人の手にあるというだけで歴史上数え切れない程の悲劇が起きてきたのは知ってるでしょ」

「……はい」

「なんで今は大丈夫なのか知らないけど、あれを早く取り上げて封印しないといつ暴発して悲劇が起きるか。あの街……ううん、最悪メルクーリ王国ごと滅ぶよ」

　それはまあ……起き掛けた。

　エレノアの制御から外れた死霊しりょうの軍勢の一件。あそこで食い止められていなかったらロイゼーンが滅んでたとアンドレウも言ってた。

　メリッサの心配は全くの杞憂きゆうじゃないのはわかる。

　しかし……驚いた。

　デルフィナとの話を聞いてると、メリッサが善意だけで話を持ってきたように感じる。

　そんなことを思いながら聞き耳を立て続けた。

　デルフィナは適当にごまかした。噓うそは言ってないけど、おれと実際に会う前に調べただろうと思われる、伝聞でんぶん形式の情報だけをメリッサに伝えた。

　山ウシを一人で狩った、屋敷を持った、獣人じゅうじんのメイドが一人いる、ヘレネー姫と懇意……。

　そんなことだけを言った。事細かに調べてる風に聞こえるけど、どれもこれも大した情報じゃない。

　ワープとか、能力を貸し出すとか、その辺りのことは全然言わない。

「ありがとう、助かった」

「お役に立てたのなら何より」

「ついでに一つ頼める？」

「なんなりと」

「この辺の装備を調達できる？　なるべく早く」

「これは……樹霊じゅれい退治をなさるので？」

「リントスって小さな村があってね、そこが樹霊の異常発生に困ってるらしいの。今からそこに行くから、すぐに揃そろえられる？　お金は出すから」

「リントス……確か人口が１００人程度の小さな村でしたね」

「？　今の話と人口になんの関係があるの？」

「いえ。承知いたしました。すぐに揃えさせます」

「お願い」

　デルフィナが向こうの部屋を出た。おれも部屋を出て、小声でデルフィナを呼び止めた。

「どうなさいましたか」

「メリッサに傭兵ようへいっぽいの要らないかどうか聞いてきて。要るんなら正体を隠せる黒装束しょうぞくかなんか用意して」

「……はあ」

　デルフィナは不思議がった。

　おれは、メリッサに少し興味が湧わいてきていた。
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　急いで用意してもらった黒装束しょうぞくとマントで体をすっぽり覆おおった。エレノアはマントの下に隠して、その上にただのロングソードをつけた。

　パッと見ものすごく怪しいけど、おれとはわからない格好でメリッサの前に出た。

「彼が？」

「クリストスといいます」

　デルフィナが紹介した。

「訳あってこんな格好で、喋しゃべることもできませんが、わたくしが知る限り世界でもっとも強い戦士です」

「ふーん、やけに最強ってとこを強調するね」

「実際に戦っているところをご覧いただければ納得されますかと」

「そう」

　メリッサは反応が薄かった。

　まあそんなもんだろ、いきなり世界最強って言われて納得したらそれはそれでどうかと思う。

「わかった、借りてく。装備の方は？」

「揃そろっております。表に」

「そう、感謝するわ。代金は──」

「ご都合のよろしい時に」

　デルフィナはそう言った。
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　メリッサと、彼女の部下十人と一緒に移動した。

　彼女の部下はおれの屋敷に来た時と違って全員が男だけど、あの時の女の服装と似たようなデザインの鎧よろいを着けている。

　全員が馬に乗って夜の街道を駆けた。おれがヘレネーを助けに行った時と同じくらい急いで街道を走った。

　深夜近くになって、小さな街に着く。

「聖女様、リントスでございます」

「うん」

　メリッサと部下達が馬から下りたから、おれも下りて付いていった。

　おれが付いてくるのを見て、メリッサはおれの方を向いて、言った。

「クリストス……だっけ？」

　だまって頷うなずいた。声を出すとバレるから、しゃべれない設定にしたんだ。

「付いてくるのはいいけど、別に何もしなくていいから」

　メリッサの後を引き継いで、その部下がさらに言った。

「その通り、むしろ我らの邪魔にならぬよう離れているがいい」

　なんだか悪意を感じた。男達の目は冷たくて、敵意がビンビンだった。

　よそ者のおれが気に入らないんだろう。

　が、敵意があるのは部下達だけで。

「危なくなったらあたしのそばに寄っていいから」

　メリッサが言った。

　そう言う彼女に、部下達は不満そうにおれを見て、それから尊敬の眼差まなざしでメリッサを見た。

（よそ者にも優しいなんてさすが聖女様。ってところかな）

　脳内でエレノアの声が響く。

　今の感想はおれも同感だけど……頼むからじっとしててくれ。

　今のところバレてないみたいだけど、屋敷にいた時はエレノアに「邪気」が出てるってメリッサが言ってたこともある。できればじっとしててくれると助かる。

（はいはい）

　エレノアは渋々納得したって声で言った。

　おれはメリッサ達の後ろに付いていった。

　一行は村に入って、一番いい家……百人程度しか人がいない村の一番いい家に向かった。

　そこから出てきた老人はメリッサを見て、感激した様子でひざまずいた。

「ありがとうございます、ありがとうございます。まさか聖女さま直々じきじきに来て頂けるとは。これで村は救われます」

「クロキの樹霊じゅれいが大量発生してるのはどこ？」

「村の東にある森でございます」

「そこだけ？　他は」

「そこだけでございます。ただ数が……毎年出てくる数の十倍は」

「わかった。終わったら伝えに来るから、それまで森に近づかないように」

「はい！」

　感激する村長を置いて、村を横断して東の森に向かった。

　クロキの樹霊って何のことかって思ったけど、森に着いた直後すぐにわかった。

　入り口に早速一匹、それがいた。

　半透明でボワっと光っていて、根っこが足みたいになって移動できる木のようなものだ。

　思わず「気持ち悪っ」って声に出し掛けた。

　メリッサの部下がそれぞれ武器を──デルフィナが用意した武器を持って樹霊に襲いかかった。

　その後ろでメリッサが指を組んだ祈りのポーズをした。

　この瞬間、彼女を初めて「聖女」っぽく感じた。

　目を閉じて祈るポーズ。夜の森で樹霊とは種類の異なる神々こうごうしい光を放っていた。

　メリッサの部下は十人がかりで樹霊を攻撃した。

　途中、一人が攻撃を受けた。樹霊の枝、腕みたいにしなる枝で顔を真横から殴られた。

　そいつの体が光って、メリッサの体も光った。

　そしてメリッサの顔に赤い、ミミズ腫ばれのようなものができた。

　これって……まさか。

「心配しなくていいよ」

　メリッサがおれに言った。

「あたしは普通の人間より大分頑丈がんじょうだし、治りも早いから」

　そう言ったそばから顔のミミズ腫れが引いていった。

　三十秒もしないうちに何事もなかったかのようになくなった。

　デルフィナから聞いた話を思い出す。

　七日間処刑され続けたけど、結局大丈夫だった奇跡の話。

　アレって……もしかして本当なのか？

　そう思っていたところに、メリッサの部下がさらに攻撃を受けた。

　今度は首筋を払われ、メリッサの首が切れて血が噴き出した。

　それもすぐに治って、傷がなくなって、襟えりに染まった赤い血だけが残った。

　それは……見ててあまり楽しいものじゃなかった。

　メリッサは気にしてないし、部下達も気にしてない。彼女の「奇跡」を考えればきっと大丈夫なんだろうけど、やはり見てていい気はしない。

　というか、こいつらは十人がかりでなにちんたらやってるんだ。

　思うそばから今度は二人まとめて吹っ飛ばされた。

　二人はすぐに立ち上がってまた樹霊に飛びかかっていったけど、メリッサは大きくよろめいて、がくっとひざを突いた。

　……これって、メリッサがいなかったらこいつらもうじり貧か全滅コースじゃないのか？　メリッサがいるからなんとかなってるだけで。

　そう考えたらいらついてきた。いらつくから、おれはロングソードを抜いて樹霊に飛びかかった。

　樹霊は枝の腕を振っておれを殴りつけようとした。
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　それをロングソードで受け止めて、そのまま斬り倒した。

　なんだ、弱いじゃないか。

　手こずるかって思ったけど、予想よりも遙はるかに弱かった。

　弱かったから、そのまま樹霊を縦に真っ二つにした。

　かち割られた樹霊は蒸発するかのように消えていった。

「なんだ今のは!?」

「剣で……加持かじを受けていないロングソードで樹霊を斬きっただと？」

「ばかな」

　メリッサの部下達が全員驚いていた。

「あんた……それどうやって」

　メリッサも同じだった。

　どうやってって、普通にぶった斬っただけなんだが。

　というか、こんな奴にちんたらやってるお前らがむかつく。

　戦術はわかる。原理はわからないけど、ダメージを引き受けることができるメリッサを中心に、他の奴らが心おきなく攻撃する。

　メリッサの特殊能力を中心に組み立てる戦術としては妥当なんだろ。

　だけどむかつく。

　しゃべれないから、おれは身振り手振りで伝える。

「この先全部任せろ……ってこと？」

　頷うなずいた。

「貴様！　我々を愚弄ぐろうするか！」

　うんそうだ、って言ってやりたかった。

　無能どものせいで女が傷つくのは本当に見てていらいらする。

「……お願いできる？」

「聖女様!?」

「任せよう。村を助けることができるんなら誰がやったって一緒よ」

「でしたらなおのこと我々にお任せを」

「このような得体のしれない男ではなく、我々が神の名の下に──」

　おれは鞘さやに収めたロングソードを持って男達に突進した。鞘でそいつらをぶったたいて、全員気絶させた。

　案の定メリッサが祈ってないからダメージは本人が受けて、全員がまとめて気絶した。

　いっそ斬り捨ててもよかったかもしれない。

「あんた……」

　驚くメリッサにまた身振り手振り。ここで待ってろと指示する。

「……わかった、お願い」

　おれは森の中に飛び込んだ。

　メチャクチャいらいらした。ばったり出くわした樹霊を一刀で斬り捨てた。

　出くわしたそばから斬っていった。

　十体くらい斬ったところでちょっと冷静に戻って。

「あとどれくらいいるんだ？」

（教えてやろうか）

「わかるのか？」

（我を抜け）

　言われた通りエレノアを抜いた。すると、頭の中になんとなく、ぼんやりと樹霊の居場所を感じるようになった。

　頭の中にマップがあって、そこに点が光ってるような感覚だ。

「すごいな」

（霊のことなら我に任せよ）

「そうだったな。よし、とっととこいつらを殲滅せんめつするぞ」

（うむ）

　エレノアの感覚を借りて、森を最短ルートで駆け抜けて、次々と斬っていった。

　最後の一体を斬った。一息つく。

「もういないな」

（霊の類たぐいはな）

「よし、なら戻ろう」

（連中もそろそろ起き出してるかもしれんな）

「連中がまだうだうだ言ってメリッサを困らせてたら、今度こそぶった斬ってやる」

（祈られる前に速攻でケリをつけるのだな）

「そのつもりだ」

　頷うなずき、振り向き、森の入り口の方に向かおうとする。

　おれはビックリして、立ち止まってしまった。

「あんた……魔剣使いだったの？」

　そこにメリッサがいた。

「なんで……？」

「危ないと思ったから来てみたけど……」

　まずい、見られた。

　ちょっといいわけができない状況だ。

　黒装束にマントはそのままだけど、エレノアが特徴的すぎる。

　おれが覚悟を決めた、その時。

「ありがとう」

「えっ？」

　耳を疑う台詞せりふが聞こえた。

「助けてくれて、ありがとう」

　聖女のメリッサが、おれに頭を下げていた。
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　もうごまかしても意味はなさそうだったから、おれはマントを取って顔を出した。

「とりあえず、樹霊とやらはもうないはずだ。エレノアがアンデットを操るのは知ってるよな。そいつがこういうのはもういないって言ってる」

「そうなの……」

「信じられないなら好きに確認して回ってもいい」

「……どうして助けたの？」

　話が変わった。

「おれがそうしたかったからだ」

　もっと言えば「女だからだ」っていうのもあるけど、そっちは言わないことにした。

「それ……本当に魔剣エレノア？」

「邪気がわかるんだろ」

「あなたが操あやつられてないから、自信持てなくなった」

　またそれが理由か。というかこいつ、これまで何人操ってきたんだよ。

（皇帝、国王、英雄、勇者と呼ばれたような人間ならざっと17人）

　予想以上の数字が出てきた。

　そこまでやったらそりゃ有名になるわな。

「あなたは……なんでエレノアに操られてないの？」

「なんでって言われても、まあ普通に」

「普通に？」

「理由は知らない。こいつに操られないのは確かだから、放っておいてくれないか。ある意味おれが持ってるってことは封印してるようなもんだし」

　というかマリの一件以降ずっとそのつもりだし。

　マリ、そしてデルフィナ。

　二人がこいつに操られてるのを見て、おれが持った方がいいって確信した。

「そもそも、なんでわざわざ出向いてまでこいつを封印しようとしてたんだ？　それにこの村のことも。お前はすっごい宗教の聖女様なんだろ？　普通にどっかの教会？　かなんかでふんぞりかえってればいいだろうに」

「……夢があるの」

「夢？」

「わたしみたいな人をなくそう。貧しいのが理由で、誰にも助けられず、貧しさが理由で誰にも助けを求めることができない人達をなくそうって」

「……それがあの村か」

　１００人程度しかいない村。

　メリッサがデルフィナに頼んで調達した装備の代金は逆立ちしても用意できないような村。

　慈善事業……メリッサの様な「聖女」じゃなかったら、きっとずっと放置されてたろうな。

「うん」

「エレノアは？」

「魔剣を討伐するとなると軍か、相当高ランクの冒険者に頼む必要があるの。そうなると──」

「あー、当然金がかかるか」

　サンドロスを倒した時にもらった報酬ほうしゅうを思い出す。それの元締めのエレノアならもっと報酬が多い──金がかかりそうだ。

「なるほどね」

　なんとなくメリッサのことがわかってきた。

　一言で言えば自己犠牲ぎせいの聖女ってところか。

　そして、それをしたいメリッサに、あんなザコみたいな男どもしかつけないソロン教がますます嫌いになった。

「聖女様！」

　遠くから声と足音が聞こえる。

　噂をすればなんとやら。どうやらメリッサの部下達が起きて、追いかけてきたみたいだ。

　おれは顔を隠してマントを羽織はおり、謎の剣士クリストスに戻った。

　それを見てメリッサがちょっと複雑な顔をした。

「こんな所におられましたか」

「探しましたぞ」

「危険ですぞ聖女様、お一人で森深く入られるなど」

　どの面下げて言うか無能が。お前らがいたところで危険なのは変わらないだろうが。

　樹霊一体に十人がかりで手こずってたくせに。

（しゃがめ！）


「──っ！」



　いきなり頭の中に声が響いた。珍しくエレノアが叫ぶような大声を出してきた。

　とっさにしゃがんだ。頭の上を猛スピードで何かが風をきって通過した。


「ぐわーーーーっ！」



「──ゴフッ！」

　悲鳴が連続した。

　おれが避けたヤツが高速でメリッサの部下に次々と襲いかかって、男達はぶつかって次々と倒れた。

　よく見たらそれはソフトボールくらいあるダンゴムシの姿をしたもので、ぶつかられた男達の傷口は食いちぎられた痕あとみたいになっていた。

「グラフ！　ラザニ！　みんな!?」

「伏せろ！」

　ダンゴムシにやられそうになったメリッサを押し倒した。

　外れたダンゴムシはその先にある木に当たって、それをえぐっていった。

「とんでもない虫だな」

「あれはカウリオ……どうしてこんな時期に」

「……また異常繁殖したのか」

　おれは立ち上がって、エレノアを構えた。

　飛んでくるダンゴムシ──カウリオとやらを真っ二つにした。

　金属を斬きった様な手応えだ。地面に落ちたそいつはビクビクして、やがて動かなくなった。

「ふん、ザコが」

「早く逃げて！」

「逃げる？　なんで、こいつはもう──」

「カウリオは仲間の体液に吸い寄せられる習性を持つの。うっかり殺してしまうと──ああ！」

　遠くから音が聞こえた。

　まるで蜂はちみたいな、虫の大群が押し寄せる音だ。

　よく見ると斬ったヤツと同じヤツが飛んできてる。百匹以上は確実にいる。

　そいつらは不規則に飛び回った。

　森が──食われた。

　体当たりした木々が裂け、それが倒れる前にさらに体当たりされ、跡形もなく食われた。

　通ったルートが不毛の地になる。

「団体様のお出ましか」

「あれは危険なの。カウリオの集団に襲われた村は草一本残らないって言われてるの」

「イナゴみたいなもん……いやその上位互換か」

「わたしを置いて、あなたは早く逃げて」

「置いて？」

「わたしは死なない……うん死ねないから！　だから早く」

　七日間処刑されても死ななかった聖女。

　死なないから、ほっといて先に逃げて。

　なるほど理にかなってる。理屈はわからないけど、多分メリッサはあんなどう猛な奴らを相手にしても死なない自信──確信があるんだろう。

　それが、むかついた。

　おれはエレノアを構えて、メリッサの前に立った。

「何を！」

「逃げるのは簡単だ」

「だったら──」

「今逃げるのはむかつく」

「ええ？　そんなむかつくとか言ってないで早く」

　メリッサが何か言ってるけど、無視する。

　エレノアを構えて、集中する。

　剣身が黒いオーラを纏まとう。

「行くぞエレノア」

（また貸しいちだからな）

　ダンゴムシの大群を真っ向から迎え撃った。

　気持ちは百人のピッチャーにいっぺんにボールを投げつけられてる感じだ。

　多分速度も余裕で１００キロは超えてる、それが１００体以上まとめて来てる。

　エレノアを振って、そいつらを次々に斬り捨てる。

　通り過ぎてＵターンしてくる連中を、メリッサの後ろに回ってかばうようにさらに斬る。

　斬って斬って斬り続ける。手当たり次第に真っ二つにする。一匹も撃ち漏らすことなく真っ二つにした。

　虫どもの動きが速かったから、決着も早かった。

　三分もしないうちに地面はダンゴムシの死体で埋め尽くされた。

「わたし……夢を見てるの？」

「うん？」

「一匹だけでもあんなに危険なカウリオがこんな……集団になったら軍でも避けるのに……」

　大たいしたことなかったけどな。

「──あっ」

　メリッサは思い出した様に、部下達の元に駆かけ寄った。

　倒れてる男達のそばでしゃがんで、息があるか確認してる。

「……どうだ？」

「みんな息がある……でもこのままじゃ。ここからじゃ村も町も遠い」

　メリッサはすごく困った顔をした。今にも泣き出しそうだ。

　今までのことを思い出す。つくづく他人が傷つくのがいやな女なんだろうな。

「はあ……しかたない」
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「え？」

　気が進まないけど、おれはメリッサと倒れてる男達を連れて街にワープした。

　とりあえず、そいつらは全員一命をとりとめた。
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　メリッサと一緒に建物の外に出た。彼女の部下はまとめて治療を受けて、死にはしないけど、しばらくまともに動けないって言われた。

　だからか、メリッサは困った顔をしている。

「どうした」

「ううん、なんでもない」

「それがなんでもないって顔か。何があった、言え」

「……」

　メリッサの顔は「言い出しづらい」顔じゃなくて、「困ってる」顔だ。

　それを見ておれはピンときた。今までのことを思い出して、すぐにピンときた。

「お前、まだどこかに人助けに行く予定があるんだな」

「うん」

　困った顔のまま即答した。

　おれは呆あきれた。

「お前、いくつそういう依頼抱えてるんだよ」

「えっと……」

「もういい」

　メリッサが指を折って数え始めたからすぐに止めた。そんな風にして数えるくらい抱えてんのかよ。

「……次はどこだ」

「え？」

「次はどこに行くんだ？　部下が倒れて困ってたんだろ。おれが一緒に行ってやるから」

「でも……そんなの」

「い・い・か・ら」

　有無うむを言わさないで付いていった。





☆






　オリュンという街で狼おおかみの群れが暴れてるから、早馬はやうまを駆かって駆除にいった。

　レトスとリュカイ、そしてエウボイ。

「うがー！　いくつあるんだよ！」

「まだ……」

「指を折って数えなくていいから」

「聞いたから答えたのに……」

　数を聞いたんじゃなくてむしゃくしゃしてたんだよ。

　メリッサにつきそってあっちこっちの面倒事を解決していったけど、わかったことが一つ。

　こいつは本当に、無償むしょうでご奉仕ほうしをやってるんだってこと。

　頼まれごとを解決して、大抵たいていが「ありがとう」って言われてはい終わり。

　そりゃ大抵のところは貧しそうな村だったから大して報酬ほうしゅうは期待できないけど、にしたってこれはひどい。

　それに何が一番ひどいかって言うと。

「えっと……つぎは……」

　エウボイの依頼を解決するなり、メリッサは懐ふところから紙を取り出して、書かれている内容を確認した。依頼の内容なんだろう。

　それを確認するメリッサの顔色は悪かった。

　おれが付いてたからまったく無傷だったけど、さすがに疲労まではカバーできない。

　あっちこっち移動して厄介やっかい事を解決して回ったメリッサの顔には明らかな疲労が見えた。

「お前もう休め」

「でも、まだ──」

「ああっ、もう！」

　メリッサを連れて、ワープでおれの屋敷の寝室に飛んだ。

「こ、ここは？」

「おれの屋敷で、おれの部屋」

「えっ……」

　メリッサはおれとベッドを交互に見比べて、違う意味で顔色を変えた。

「そうじゃない！　お前、とりあえず寝ろ！」

「えっ、でも」

「でもはいらない、いいから寝ろ」

　そう言ってメリッサをベッドの上に押し倒した。

　起きようとしたけど押し倒す、起きようとしたけどまた押し倒す。

　それを何度か繰り返してると、メリッサは起きようとしなくなった。

「もう。こんなことを……してる……ばあ……い……じゃ」

　ベッドの上に寝っ転がった状態で、メリッサのまぶたがみるみるうちに閉じていった。

　あっという間に寝息が立ち始めた。

　何もしてないのに、すぐに寝てしまった。

「ほれみろ、疲れてるんじゃないか」

　おれは呆れた。

　メリッサの懐、制服──法衣ほうえ？　の中をまさぐった。

（寝込みを襲うのか？　さすがの鬼畜だな）

「違うわ！　──あった」

　メリッサがさっき確認してた紙を発見した。

　びっしりと、依頼が書き込まれている。

　おれはそれをポケットにしまって、大声で呼んだ。

「ナナ？　ナナはいるか？」

　ナナはすぐに現れた。

「わたしに用か主よ」

「こいつの見張りを頼む。何があってもベッドから下ろすな。とにかく寝かせろ」

「承知した」

　ナナと寝てるメリッサを置いて部屋を出た。

　片付けられる所から片付けようと思った。





☆






「……あ、れ」

　メリッサがゆっくり目を覚ました。

　窓際で本を読んでたおれは立ち上がって、彼女のところに向かった。

「起きたか」

「ここは……あっ」

　直前までのことを思い出して、メリッサはがばっと起き上がった。

　顔色は大分良くなってる、動きに切れもある。

　おれは彼女が起き上がるのを止めなかった。

「わたし、どのくらい寝てたの？」

「丸二日」

「えっ？」

「丸二日寝てた。どんだけ疲れてたんだよお前」

「丸二日って……そんな」

　メリッサの顔色がまた違う意味で変わった。みるみるうちに青ざめた。

「依頼が……助けを待ってる人達が」

「……ほらよ」

　おれは持っていた紙を彼女の前に放り出した。

　それは依頼が書かれた紙で、その上におれがバッテンをつけたもの。

　書かれた依頼に、全部バッテンが付いていた。

「これは……あっ」

「全部片しといた」

「全部？」

「こんなの一日もあれば全部片付く」

「ちょ、ちょっと待って、あの中に薬の材料を採とるのがあったんだけど。アルクドを大量に倒す必要があるから、応援の討伐隊が来るのを待って後回しにしてたヤツだよ」

「あれか、あれすっごいめんどくさかったぞ。薬になるのが右側に生えてる逆位の心臓の奴だけとか、10体倒してようやく見つけたんだぞ。山ウシより一回り強いから地味に面倒くさかった」

「地味にって……あれ、一人でするもんじゃ……」

　メリッサは信じられないって顔をした。

　おれの顔と、自分の手元にある紙を交互に見比べた。

「これひとつだけでも二週間くらいかかるはずなのに。一人で……全部一日で？」

　なんかぶつぶつつぶやいてるメリッサ。

　こいつのことだから、その二週間ってのもどうせノンストップでやっての計画なんだろうな。

「信じられないんならあとで適当に確認するといい。お前の名前を出して全部適当に解決しといたから別に問題ないはずだ」

「あの……」

「うん？」

「ありがとう。こんなにしてもらって、どうやってお礼したらいいのか」

「礼なんかいらん」

「それでも……ありがとう」

　ベッドから起き上がって、しっかり立って、頭を下げた。

　パサッ。

　メリッサの懐から何かがおちた。

　ヒラヒラと舞いながら床に落ちるそれは、さっきおれが渡したものと似たような紙だった。

　メリッサは慌あわててそれを拾おうとしたが、おれはひったくるようにしてそれを拾った。

　一目見て、メリッサを白い目で見る。

「お前……まだあったのか」

「……うん」

「死ぬ気かお前」

「その、わたし死なないから」

「うがー！」

　むしゃくしゃした、なんかとんでもなくむしゃくしゃした。

「これだけか？　他にもうないのか？」

「えっ」

「今受けてる依頼はこれだけかって聞いてるんだ」

「うん、それだけ」

「わかった。これも片してくる」

「でも、その人達はわたしに助けを求めてきた──」

「いいから」

　メリッサにデコピンした。彼女はバランスを崩してベッドの上に尻餅しりもちをついた。

「これもやっとくから、お前はもう少し休んでろ。というかいくらお前でもおれより弱いんだから、素直におれに助けられてろ」

　メリッサは死ぬほど目を見開いて、おれをじっと見つめた。

　やがてうつむいて、うんと頷うなずいた。

　はあ……。

　おれは紙を握り締めて屋敷を出る。

　むしゃくしゃしたおれは、メリッサの顔が赤くなってるのに気づかなかった。
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　夜。

　ベッドの上でヘレネー、デルフィナ、イオ、ナナ、ミウがグデグデになっていた。

　おれのハーレム全員をトロトロに、シーツもグチョグチョになるまで可愛かわいがったけど……全然足りてない。

　回数で言うと百回近いけど、全然足りない。

　いつにも増してムラムラしてる。

　原因はわかってる。

　メリッサを助けるためにあっちこっち飛び回って力を使ったから、その反動だ。

　肉体的に疲れたのと、自己犠牲が強いメリッサにむしゃくしゃしたのと両方合わせた結果、際限なく欲が強くなってる。

　いらいらすると性欲が強くなるタイプだ。

　結果、ただでさえ普段から収まらないのに、今日はますます収まらない感じ。

（これ以上やるとこいつらがつぶれるぞ）

「わかってる」

　そんなことはわかってる。全員がもう体力の限界だってこともよくわかってる。

　さすがにこれ以上無理はさせられない。

（別のことで発散したらどうだ？）

「別のこと？」

（体を動かして発散する。何かを叩たたくとか思いっきり走るとか、そういうのだな）

　なるほどスポーツで発散するってことか。

　確かにそれも一つの手だ。

　つまらないけど、それに乗っかることにした。

　全員にシーツを掛けてから、エレノアを担いでワープした。

　やってきたのは岩山。ちょっと歩いてオリクトを見つけた。

　岩の化け物はおれを見て微妙に後ずさりした。

（怯おびえてるようだな）

　悪いが逃がさん。

　エレノアを構えて、オリクトに斬りかかった。

　粉々にした。

　再生したそばから粉々にした。最初の後ずさり以外まったく逃げられないくらい粉々にし続けた。

　体の熱を、滾たぎりを。

　エレノアを通して、オリクトにぶつけた。

（ん……）

「なんだ」

（なにか……おかしい）

「おかしい？」

（普段とは違う力が流れ込んで来てる。妙に熱い）

「なんかまずいのか？」

（それは大丈夫だが……）

「ならガマンしろ」

　そう言ってエレノアを振るい続けた。

　途中で何度も頭の中で変な声を出されたけど無視した。

　とにかくオリクトに八つ当たりを続けた。

　時間にして五時間くらいか。明け方になるまで砕くだき続けてようやく収まったおれは、屋敷にワープして、空いてる部屋に入って、そのままベッドに倒れ込んだ。

　全力で発散したからか、すっきりと寝ることができた。





☆






　起きたら幼女に馬乗りにされていた。

　幼稚園くらいの可愛らしい幼女で、仰向あおむけに寝てるおれに馬乗りして、おれのことをじっと見つめている。

　夢なのかと思った。

　だけどしっかり重さを感じるし、寝ているベッドの感触もリアルそのものだ。

「あんた、誰だ？」

「おとーさん」

「悪いが男には見えない」

「そうじゃなくて」

　幼女はおれを指した。

「おとーさん。わたしの、おとーさん」

「おれが？」

「うん！」

　そんなわけないと思った。

　確かに子供ができることをさんざんしているけど、回数もあり得ないくらいしてるけど、初めてしてからまだ一ヶ月も経たってない。

　子供なんかできるわけがない、ましてや目の前にいるのは三歳か四歳かに見える、幼稚園くらいの幼女だ。

　間違いなくおれの子供じゃない。

　だけど可愛い。なんかメチャクチャ可愛い。

　街中で会ったら足を止めて頭を撫でるくらい可愛かった。

　なんかの遊びだろうけど、少し付き合ってもいいかなって思った。

「あんたの名前は？」

「まだないよ、おとーさんがつけて」

「そっか。で、どこから来たの？」

「おかーさんの中」

　やけに露骨な表現をするな。まあその通りなんだろうけど。

「じゃああんたのおかーさんはどこだ？」

「あそこ」

　幼女はびしっと指さした。指さした先には誰もいなかった。

　正確には、人間は誰もいなかった、が正しい。

　代わりに魔剣エレノアがそこにあった。

　幼女はそのエレノアをまっすぐ指さしていた。

「おかーさん」

「あれは剣だぞ」

「うん、知ってるよ。だって、わたしも剣だから」

「え？」

　ビックリするおれをよそに、幼女はおれの上からどいた。

　そして「んんんんん」と握り拳こぶしで力溜だめするポーズをする。

　直後、異変が起きた。

　幼女の体が黒い光に包まれる。

　光が収まると、そこに一振りの短剣があった。

　一言で言うと、ミニチュアなエレノア。

　エレノアをそのまま小さくしたものだった！





☆






　人間の姿に戻った幼女、そしてエレノア。

　二人……どっちも人間じゃないかもだけど……を前におれは頭を抱えていた。

「つまり、おれが父親で、エレノアが母親ってことか」

「うん！」

　幼女は大きく頷うなずいた。ちくしょう、かわいい。

「……エレノアが母親なのは認める。ていうかアレを見て違うって言う方が難しい」

　何しろミニチュアサイズで見た目がまったく一緒だからな。

「で、これはどういうことだ」

（わ、我が知るか！）

　エレノアは思いっきり動揺してた。こいつにとっても予想外のことだったようだ。

（そ、そもそも子供ができるなど。まったく──あっ）

　言葉が止まった。なんか心当たりがあったみたいだ。

（昨夜の）

「昨夜の」

（貴様が我を使って八つ当たりをさんざんしたから……）

「あれでできたってのか。だけど今までもずっとお前を使って戦ってきただろ？　なんで今になって」

（昨日のが特別なのか、今までの積み重ねなのか）

「……」

　おれは黙ってしまった。

　どっちもそうだって言われればそうかもしれないと思ったからだ。

　昨日は高まった性欲の発散のためにいらいらをぶつけてたし、今まで溜まってきたっていうのもエレノアが人間じゃないってことを考えればそんなもんかって思う。

「本当にそうなのか？」

「おとーさん……わたしのこときらい？」

　上目遣うわめづかいで聞かれる。

　おれはノックアウトされた。





☆






　昼間の岩山に来た。

　早速見つけたオリクトは昨日より早い速度で後ずさりした。

　二日連続ですまないが……家族団らんのために犠牲ぎせいになってくれ。

「じゃあ、行くぞ」

（う、うむ）

（うん！）

　頭の音声がステレオになった。

　片方はエレノア、片方はおれの娘。

　手にも両方持っていた。

　右手はエレノアで、左手は娘。

　サイズが違うから、小太刀こだちの二刀流にとうりゅうって感じになってる。

　オリクトに追いついて、斬きった。

　間違いなくエレノアの娘で……間違いなくおれの娘だ。

　オリクトを斬った感触がエレノアそっくりで、その上エレノアよりもおれの手になじむ。

　理屈じゃない。なんでこうなったのかはわからない。

　でも彼女はおれの娘だと確信した。

　これ以上やる必要はないので、ワープで屋敷の庭に戻ってきた。

　そこで、娘が人型に戻る。

「どうだった、おとーさん」

「ああ、信じるよ。お前はおれの娘だ」

　しゃがんで、頭をなでなでした。

　娘は目を細めて、えへへと笑った。

　ちくしょう、すげえかわいい、世界一可愛いんじゃないか？

　おれは娘を撫で続けた。

「おとーさん」

「うん、なんだ？」

　自分でもわかるくらい声が優しかった。

「それにおかーさん」

（な、なんだ）

　エレノアはまだちょっと戸惑とまどってるみたいだ。

「わたしの名前、つけてくれると嬉うれしいな」

「そうだった！」

（うむ）

　おれはエレノアを見た。確かにさっき、名前はまだないって言われてたんだっけ。

　そうだ、自分の娘ならちゃんと名前をつけてあげないと。

　おれはエレノアを見て、言った。

「ひかり」

「ひかり？」

「そう、ひかり」

　エレノア、ひかり。

　すぐにその名前が出てきた。

「それでいいか」

　エレノアに聞く。

（……異論はない）

　普段よりだいぶ素直な声だった。

　娘は何度も何度もその名前をつぶやいて、やがて頷いた。

「うん！　わたしはひかり！」

　その笑顔は……ちくしょうやっぱり世界一可愛かった。
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「結城ゆうきひかり、ゼロ歳です」

　朝、屋敷の食堂。

　デルフィナとナナ、そしてミウに向かって、ひかりが礼儀正しく挨拶あいさつした。

　朝起きたらいきなり幼女がいることに全員がビックリしていた。

「ユウキ……ということは、ユウキ様？」

　デルフィナがおれを見る。「まさか」って顔をしてる。

「ああ、おれの娘だ」

　全員が「えええええ」と声を揃そろえた。

「ご、ご息女がいらっしゃったんですか？」

「昨日できた」

「え？」

「なるほど。養女というわけか」

　ナナが冷静に言った。デルフィナもミウも納得する。

　まあ、確かにこれくらい大きい子供を「昨日できた」なんて言ったらそんな結論になるわな。

「それでご主人様、えっと……ひかり様、のお母様は？」

「こいつ」

　エレノアを掲げる。

「え？」

「こいつが母親」

　全員が変な顔をした。何言ってるんだこいつはって顔だ。

　デルフィナに至ってはかわいそうな人を見るような目をしている。

「ひかり」

「なに、おとーさん」

「剣になってくれ」

「うん、わかった！」

　ひかりは言われた通り魔剣の姿になった。

　目の前で幼女が魔剣に変わっていく光景を目にした三人はますます驚く。

　その横にエレノアを並べる。

　まったく同じ見た目の、サイズ違いの二振りの魔剣。

「これで信じてもらえたか？」

　聞くが、全員答えない、あっけにとられたままだ。

　しばらくして、ようやくデルフィナが一番最初に我に返った。

「さ、さすがにこれは予想外でしたわ。いずれ何か大きなことをなさる方だとは思っていましたけど、まさか魔剣を孕はらますなど……予想の斜め上すぎますわ」

　それはおれも同感。

　まさかエレノアを孕ませることになるとは思いもしなかった。

「さすがご主人様です」

「うむ、それでこそ我が主に相応ふさわしい」

「ところで、ひかり様も同じように、ユウキ様にしか持てないのでしょうか」

「ああ、それはどうなんだろ。持ってみるか？」

「えっと……」

　苦い経験があるデルフィナは迷った。

「おれがいるから」

「……では」

　何かを思い出したのか、赤い顔でひかりに手を伸ばした。

　おそるおそる手で触れて、持ち上げようとするが──。

「お、重いですわ」

「重い？」

「はい、ちっとも持ち上がりませんの」

「わたしがやってみる」

　ナナはそう言って、同じようにひかりを持ち上げようとした。

　が、ぴくりともしない。ひかりはまるで根を下ろしたかのようにぴくりともしない。

「重すぎる！　なんて重さだ」

「そうか？」

　言われてひかりを持った。別に重いということもなく、ほぼ見た目通りの重量だ。

「ユウキ様にしか持てないようですわね」

「そうみたいだな」

　まあ、それはそれでいい。もとよりひかりを他の人間に持たせることは考えてない。誰も持てないのなら好都合だ。

　ひかりは人間の姿に戻った。

　そしてもう一度、「よろしくお願いします」と愛らしく挨拶した。

　それを見た三人は。

「ユウキ様、後ほどひかり様をお借りしてもよろしいでしょうか。せっかくの女の子、採寸して可愛かわいらしい服をご用意いたしますわ」

「お、おかしつくります。ひかり様は甘いものは好きですか？」

「わたしは……むむ困った、子供は何をすれば喜ぶんだ？」

　三人はひかりを甘やかすつもりだ。

　傍目はためから見てもわかるくらい目尻めじりが下がっていた。

　まあ、気持ちはわかる。

　ひかりは世界一可愛いからな。





☆






　くじ引き所。

　エレノアが部屋の隅で体育座りしている。膝を抱えてなんかぶつぶつ言ってる。

「無理矢理孕はらまされた……母親……この歳としで母親……」

　どの歳だよ！　おまえ確か数百年生きてるって言ってなかったっけ。

　むしろ超高齢出産だろうが、お前の場合。

　そのぶつぶつ言ってるエレノアの横で、ひかりがおそるおそる、様子をうかがうようにして立っている。

　なんだろう、って思ってると。

「あの……おかーさん、ですか？」

　一瞬、ん？　って思ったけど、そういえばひかりがエレノアの人間バージョンを見たのは初めてなことに気づく。

　顔を上げるエレノア。すごく複雑な表情だ。

「ひかり。お母かあさんにだっこしてもらえ」

「──うん！」

　おれのお墨付きを得て、ひかりは大喜びでエレノアに抱きついた。

　ぶっちゃけ背格好が同じくらいの幼女二人、母娘ってよりは幼稚園の友達同士に見える。

「な、何をする」

「おかーさん」

「うっ……」

　抱きつかれて、呼ばれて、エレノアは言葉に詰まった。

　困ってるけど、嫌がってはない、そんな感じだ。

「お前ら本当母娘だよな、見た目そっくりだもん」

「うん！　おかーさんそっくり！」

　ひかりは無邪気に笑う。

　それにほだされたのか、エレノアの顔もみるみるうちにほころんでいく。

　抱きついてくるひかりの頭を撫なでると、ひかりはもっと抱きついて、母親に甘えた。それでエレノアもより穏やかな顔で、ひかりを撫でる。

　幸せの循環。そんな言葉が頭に浮かんだ。

「あの……」

　スタッフが呆あきれた声を出す。うん、ずっといたんだよな。

「何がなんだかわかりませんけど、規格外の家族団らんを持ち込まないでくれませんか」

「すまんすまん」

　軽く謝って、テーブルの方に向かっていく。

「はい、では改めまして。いらっしゃいお客さん」

「ところで聞きたいんだが、抽選器が二つになってないか」

　普段通りに戻ったスタッフに聞く。テーブルの上の抽選器が二つになっている。

　一つは期間限定じゃなくなった、何回も引いたことのある抽選器。

　もう一つはそれよりちょっと質素な感じの抽選器。

「はい、新しいくじ引き始めました」

　冷やし中華みたいだな。

「これも期間限定か？」

「いえ、こっちは常設です。ただしちょっと引き方が違います」

「うん？」

「毎日一回、ここにくる度に抽選する権利を一つあげます。それをすぐに引いてもいいですし、溜ためてまとめて引いてもいいです」

「ここに来るだけでいいのか」

「はい。ただしお客さん自身に来ていただかないとだめです」

　ログインボーナスみたいなもんだな。

「で、景品は？　どこにも書いてないみたいだけど」

「こっちはただで引けるので、ささやかなアイテム類です。書いてないのは出た時のお楽しみってことで」

「なるほど」

「ちなみに外れ、いわゆる参加賞は銀貨一枚です」

「まさしく外れだな」

「ではどうしますか？　現在の回数は一回。引いていきますか？」

「そうだな」

　おれは少し考えた。

　一回だけ引いてみるのも悪くないけど、溜めて一気に引くのもありだ。

　さてどうしようか。

「おとーさん、これなに？」

　ひかりがてくてくやってきた。

「うん？　ああくじ引きっていうんだ。これを回すと、出てきたものをプレゼントしてもらえるんだ」

「ぷっ」

　後ろにいるエレノアが吹き出した。

「なんだ」

「プレゼントって……微妙に言い回しを変えたな」

「むっ」

「さっきも我のことをお母さん、と言ったな？」

　指摘されてちょっと恥ずかしかった。

　なんでだろう、ひかりと話す時に使う言葉は、微妙に言い回しが変わってしまう。

　なんだろこれ。

　ひかりは抽選器をちょっと見て、聞いてきた。

「そうなんだー。……わたしが回してもプレゼントもらえる？」

「うん？　ああもらえるぞ」

　使うのはおれの権利だけど、もらえるものはもらえるって前にエレノアの時に確かめてる。

　ひかりがわくわく顔をしてるから、聞いてみた。

「やってみるか？」

「うん！」

「そうか。じゃあ一回だけな。いいかな」

　スタッフに念の為確認する。すると、ひかりはスタッフに頭をさげた。

「おねーちゃん、お願いします」

「──」

　スタッフがちょっとウッとなった。なんだ？

「……可愛い」

「え？」

「はっ、な、なんでもありません」

　スタッフは慌あわてて取り繕つくろった。なんで取り繕うんだ？　可愛いって思うのは別にいいだろうに。

　それを不思議に思いながらも、ひとまずおいて、ひかりにくじ引きの説明をする。

「ここの取っ手を持って、一周回すんだ。で、出たものの色が……多分黒以外なら当たりだ」

「黒はだめなの？」

「外れだからな。しょぼしょぼだ」

「そっか……うん！　黒じゃないようにがんばる」

　小さくガッツポーズ。可愛い。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　スタッフが回す前に止めてきた。

「初めてですよね、くじ引き。えっとその子」

「まあな」

　昨日生まれたばかりだから何もかも初めてだけど。

「じゃ、じゃあ……特別に最初の一回だけかならず当たるようにします。外れ以外の何かに」

「おいおい、いいのかそれ」

「最初の一回だけ、かならず大当たりにすることもありますから」

　まあ、確かにそういうのはよくあるけど。

　最初の一回だけ当たりしか入ってない特別なくじを引かせるのはよくあるパターンだ。

　パターンだけど。うん、まあ。

　おれはスタッフを見て、それからひかりに言った。

「ひかり。お姉ちゃんにありがとうだ」

「ありがとうおねーちゃん」

　ひかりはよくわからないって顔をしてたけど、言われた通り愛らしく頭を下げた。

　それでまた「可愛い」ってつぶやかれたけど、今度もスルーした。

　ひかりが取っ手を持って、わくわくした顔で回す。

　おれまでちょっとわくわくしてきた。

　絶対に当たる一回目のくじ、何が当たるんだろうか。

　抽選器が一周して、ガランガランとハンドベルが鳴った。





☆






　昼間の草原、おれとエレノアとひかり（人型）の三人。

　ひかりの手にミニチュアサイズの家、おもちゃのような家がある。

　それを地面に置いて、おれに言う。

「おとーさん、置いたよ」

「ああ」

　おれは頷うなずいて、くじ引きで当たった魔法コテージを使うように念じた。

　するとおもちゃの家はみるみる大きくなって、普通に人が入れるサイズになった。

「わー、すごーい！」

「確かにすごいな」

（戻せるのか）

「やってみる」

　魔法コテージを戻して、拾い上げる。

　また置いて、大きくする。

「自由自在だな」

（便利そうな道具じゃないか）

「ねえねえおとーさん、中に入ってもいい？」

「ああ」

　ひかりと一緒に中に入った。

　コテージの中はがらんとしている。

　声もよく響く。入居前のアパートみたいな感じだ。

「わー、中もひろーい」

　ひかりがはしゃいで、ごろごろしだした。

「確か、くじ引きで専用の家具と、あとは部屋の増設ができるって言ってたな」

（言ってたな。普通の家具を運び入れることもできるが、戻す時に壊れると言ってた。服や小物類はタンスにしまえば大丈夫だとも）

「そのタンスもくじ引きか」

　派手さはないが、便利で、楽しいアイテムだ。

　くじを引いて、徐々に家具を揃えて、間取りを広げていく。

　うん、いい。

　くじ引きの楽しみがまた増えた。
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　夜、寝室。

　一人で寝ていたらドアが開いて、女が入ってきた。

　聞き覚えのある足音。目を開くと、予想した通りヘレネーだった。

　ヘレネーは薄着でベッドの前に立ち止まって、おれをじっと見つめている。

「カケル様」

「ん、なんだ」

「お情けをいただきに参まいりました」

　お情け──可愛かわいがってほしいってことか。

「わたくしもひかり様のような子供を産みたい。カケル様のお子を産みたいです」

「おれの子供を？」

「はい、ひかり様のような可愛らしい子供を」

　はっきりと頷うなずくヘレネー。

「なにとぞ」

　ヘレネーに懇願こんがんされる。

　こんなに鬼気きき迫るほど真剣なヘレネーを見たのは初めてかもしれない。

「わかった」

　断る理由がないし、お願いする姿が可愛かった。

　だからおれは一晩掛けて、ヘレネーを徹底的に可愛がった。

　朝になって、ヘトヘトになったヘレネーがベッドの上で言った。

「もしも……カケル様のお子を無事産めたら」

「産めたら？」

「一緒に……親子でここに住まわせてもらってもいいですか」

　一瞬、キョトンとなった。そのあと吹き出した。

　そんな当たり前のことをお願いしてくるヘレネーがものすごく可愛かった。

　だから夜が明けたのに、もっと可愛がってやった。





☆






　朝、日課の仕事を終わらせた後、ロイゼーンの街を適当にぶらついていた。

　あっちこっち回る適当な散歩だ。

　ふと、街の入り口の方で何か騒いでるのを見つけた。

　なんだろうと思って近づくと、傷ついてぼろぼろの兵士が倒れているのが見えた。

　街の人はそれを遠巻きに見ている。

　この街の兵士がやってきて、傷ついた兵士を抱き起こした。

「どうした、何があった」

「レ……レッドドラゴンが出た」

「なに!?」

　兵士が声を上げた。それを聞いた町の人のざわめきも大きくなった。

　動揺して、怯おびえて、慌あわてた様子でどこかに駆け出す人もいる。

　そういう人間は「レッドドラゴンが出たぞ」と走りながら叫んで、そこからさらに恐怖が広がる。

「早く……逃げろ……」

　そう言い残して、兵士は息絶えた。





☆






　ラマンリ商会、デルフィナの部屋。

　わからないことはとりあえず彼女に聞くことにしているおれはワープでやって来て、さっき見たことをそのまま話した。

　デルフィナの顔色が変わる。静かだが、深刻な顔になる。

「少々お待ちを」

　そう言っておれを待たせて、デルフィナは部下を呼んだ。入ってきた男に耳打ちした。

　部下は血相を変えて部屋から飛び出していた。

　さっきからずっとこの調子だ。街の人もデルフィナも、耳打ちされた彼女の部下も。

　全員、「レッドドラゴン」って単語に反応してる。

「レッドドラゴンってのはなんなんだ」

「ドラゴンの……余命幾よめいいくばくもないドラゴンの一種です」

　死にかけってことか？　だったらなんでみんなそんなに怯おびえてるんだ？

　おれの疑問を察して、デルフィナは静かな口調で説明を始めた。

「ドラゴンというのはきわめて力が強く、また知性も高い生き物です。どちらにおいても人間のそれを遙はるかに上回ります」

　それについてはいいですか？　という顔をしてくるデルフィナ。

　ドラゴンならそうなんだろうなと、おれは頷き返した。

「誇ほこり高く、常にドラゴンたらんと矜恃きょうじを持って行動します。生まれてから死ぬまでずっと」

「……で？」

「そのドラゴンの末路はいくつかございます。より力が強く、知性が高いドラゴンほど、寿命が尽きそうになった時、力……そして体そのものが爆発的に増大します。ロウソクの最後のきらめきと考えていただければ」

「強くなるのか」

「はい。ここからが肝心なところなのですが、そうなったドラゴンからは知性も理性も消滅します」

「むっ」

　何となく読めてきた。

「力が知性を飲み込んで、ただただ暴威ぼういをまき散らすだけの存在。その時に体が発する色からレッドドラゴン、と呼ばれています」

「ただでさえ強いドラゴンが十倍の力で暴走してるのか。そりゃみんな怯えるわけだ」

「そうなる可能性のあるドラゴンは基本知性が高く、プライドも高いため、大半は人知れずどこかに隠れてひっそりと最期を迎えるか、そうなる前に自分で決着をつけるかのどちらかです。醜悪しゅうあくなる自分を見ていられない、晩節ばんせつを汚けがしたくない、といった考えから」

「なるほど」

「ですが、ごくまれに生に執着するものも出てきます」

「そういうドラゴンが破壊の権化ごんげ──レッドドラゴンに成り果てる、そういうことか」

「その通りでございます」

　大体の話はわかった。

「先ほど使いのものを走らせました。間もなく、現状がわかるかと思います」

「現状？」

「レッドドラゴンが現れて被害が出ないことはあり得ません。それは歴史が──」

　デルフィナがそう言ったそばから、さっきの部下が飛び込んできた。

　ノックする余裕もかなぐり捨てて、とにかく報告に戻ってきた。

「デルフィナ様！」

「うん」

「ロドスが……」

「ロドス？」

　デルフィナに聞く。

「人口およそ十万人の、商業都市ですわ」

　結構でっかい都市だな。っていうかおれが知ってるこの世界の中で一番でっかいのか？

「ロドスがどうしましたか」

「壊滅しました」

「壊滅？」

　おれがつぶやく。デルフィナの部下が言う。

「壊滅して、都市そのものはほぼ廃墟と化したとのこと」

「住民は？」

「事前にレッドドラゴンが別の街を襲ったという情報が伝わっていましたので、住民はほぼ全員逃げおおせたとのこと。しかし街は……」

「無人の街にレッドドラゴン。復旧に十年はかかりそうですわね」

　デルフィナが言った。そんな規模の被害が出るのか。

「討伐は？」

「ヘレネー殿下とジジス将軍が数千の兵を率いて向かっています。また念の為に冒険者ギルド、不死の聖女メリッサにも救援要請を出したとのことです」

「ヘレネー殿下らしい、素早い判断ですわね」

　いくらなんでもドラゴン一体に大げさな。

　この時のおれはそんな風に思っていた。





☆






「ヘレネー殿下！」

　兵の一人が天幕に飛び込んでくる。

「主力部隊が渓谷けいこくにてレッドドラゴン・オリビアとの交戦に入りました。戦況は五分、ジジス様は可能なら増援をとの仰おおせです」

「ジジス将軍に２０００の兵でようやく互角ですか。恐ろしいものですわね」

　少し考えて、横にいるフォティスに聞いた。

「動かせる兵は」

「殿下直属の親衛隊１０００名ならばすぐにでも」

「すぐに投入して。レッドドラゴンとの戦いは長引かせてはいけない」

「はっ」

「指揮はあなたがとって」

「ですが、それでは殿下の身の周りの安全が」

「まずはオリビアを倒すのよ。廃墟になったロドスは見てきましたよね。あの惨劇さんげきをこれ以上増やしてはいけません」


「──っ！　御意ぎょい。直ちに増援に向かいます」



　わたくしの命令に従って、フォティスが天幕を飛び出そうとした、その時。

「ご、ご報告」

　今度は兵士が飛び込んできた。

　血相を変えて、慌あわてて。

　なぜかものすごく悪い予感がする。

「どうしましたか」

　冷静に、冷静に、と自分に言い聞かせながら、兵士に聞いた。

　だけど。

「ジジス様戦死！　討伐軍主力潰走かいそうしてます」

「……」

　噓うそ。

　その言葉が真っ先に頭に浮かんだ。

　でも、真実だった。

　遠くからドラゴンの咆哮ほうこうが聞こえた。

　断末魔だんまつまの叫びじゃない、怒りを感じさせる咆哮。

　レッドドラゴン・オリビアが健在で、暴れているという証拠だ。

「何があったの？　さっきまで互角という話だったのでは？」

「ドラゴンのブレスがジジス様、およびその周辺を焼き尽くしたとのこと。ジジス様を失った前線は大混乱に陥おちいっています」

「……死傷者は」

「動けるものは三割……ですが、すでに潰走を始めていますので……」

　兵士は最後まで言わなかった。

　ほぼ全滅、言葉通りの全滅なのだとわかった。

　一瞬でこうなるとは……予想を遙はるかに上回る存在だった。

「オリビアは？」

「西の方向に向かってます」

「西……いけない、あっちにはレヤが」

「レヤにはおよそ二万人おります。距離はありますが、一日もかからず到着するかと」

　苦虫にがむしをかみつぶした様な顔でフォティスが言った。

　わたくしは兵に命じた。

「すぐにレヤへ走って、住民を避難させて」

「はい！」

「フォティスは敗走兵をまとめて、可能な限り再編成して」

「殿下は」

「今ある兵を直卒ちょくそつして、オリビアを足止めします」

「危険すぎます！」

「兵が足りないの。少しでも士気を上げないと足止めすらできないわ。そして士気を上げる一番早い方法はわたくしがあそこに立つこと」

「ですが──」

「フォティス」

　名前を呼んで、まっすぐ見た。

　しばらく見つめると、向こうが折れた。

「承知いたしました。ただちに敗走している兵をまとめ、救援に向かいます」

「ええ」

　フォティスも飛び出した。

　わたくしは直属の兵を率いて、レッドドラゴン・オリビアを追いかけた。

「……カケル様」

　右手が、服をぎゅっと摑つかんでいた。
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「伝令！　百人隊長スピロス戦死！」

「直下の十人隊長──パンを百人隊長に昇格。そのまま食い止めるように伝えて」

「はい！」

　伝令の兵士が走って行った。

　目の前に……遠くに山の様に巨大な赤い龍が見える。

　実際に見るまで、これほど大きいものとは想像もしていなかった。

　ううん、想像していたのより遙かに大きい、と言った方が正しいかもしれない。文書に残っているかつてのレッドドラゴンよりも明らかに一回り大きかった。

　記録が間違っているのか、オリビアが別格なのか。

「伝令！　フォティス様負傷！　意識不明の重体です！」

「すぐに後送。兵はその場にいる最高位のものを一人昇格、その人に率いさせて」

　これまでフォティスがまとめてきた兵達もバタバタ倒れた。

　それでも引けない、ここで引いたらレヤが……。

　せめてロドスのように、住民が避難するまでの時間を稼がねば。

　そんな思いをあざ笑うかのように、兵は次々と倒される。

　レッドドラゴン・オリビアが徐々に迫ってくる。

　暴威をまき散らしながら迫ってくる。

　限界、そう感じた。

　これ以上は防げない、これ以上いたらわたくしも──。

　だけど。

　今引いたらレヤの住民の、おそらくは半数はドラゴンの暴虐に巻き込まれる。

　逡巡しゅんじゅん。

「殿下！　もう持ちません」

「……踏みとどまって」

　迷いの果てに、わたしはそう決めた。

　民に被害が出るのは断じて避けなければならない。

　わたくしと兵の数百。

　二万の民。

　おそらく、天秤てんびんは後者に傾くはず。

「なら、せめて殿下だけでもお逃げください。ここは我々が」

「ありがとう、でも遅かったようだわ」

　加速度的に減っていった兵の壁を突破して、レッドドラゴンが迫ってきた。

　大地を轟とどろかすほどの咆哮ほうこう。立っていられないほどの地響き。

　死が、目の前にやってきた。

　わたしの手がお腹の辺りを触れた。

　せめて、という言葉が頭に浮かんだ。

　三人家族の幸せな絵が脳裏のうりに浮かび上がってくる。

　目を閉じた。せめて、それだけ抱いて死んでいけるように。

　その時、これまでとは違う種類の轟音ごうおんが轟いた。

　それは天から黒い光が稲妻の如ごとく落ちてきて、レッドドラゴンの猛進を止めた。

　直後に、一人の男が悠然ゆうぜんと降りたち、黒い光のもとになったものを手に取った。

　右手に魔剣、左手にも魔剣。

「カケル様!?」

　二振りの魔剣を携えた者は、わたしの目には救世主の様に映った。
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　地面に刺さったエレノアを抜く。すぐさま脳内に怒鳴り声が聞こえてくる。

（貴様！　我のことを全力で投げたな！）

「緊急事態だったんだからしょうがないだろ。投げられるものは手持ちでお前しかなかったんだ。まさかひかりを投げるわけにはいかないし」

（当然だ！）

「それに、あれに割り込める、止められるのはお前しかいないだろ」

　目の前のドラゴンを見る。さっきまで兵士を蹴け散らしながら突進していたドラゴンの勢いが完全に止まった。

「実際止まったし。伊達だてに何百年も魔剣をやってないな」

（さすがおかーさん）

（ふ、ふん！　そんなこと当然だ）

　ひかりのよいしょもあって、エレノアの怒りはみるみるうちにしぼんでいく。

　何となく顔を赤くしてそっぽを向いている姿が想像できた。

　ドラゴンの反対側にヘレネーの姿を見つけた。

　兵士達が逃げ惑う中、こっちをじっと見つめるヘレネー。

「ヘレネー！」

「はい！」

「任せろ！」


「──っ！　ご武運を」



　一言だけそう言って、ヘレネーはそばにいる兵士に指示を出した。

　その指示が届く範囲で、十数人の兵士をかき集め、そいつらに守られながら撤退していく。

　それを見送ってから、ドラゴンに向き直った。

　ものすごくでっかくて、全身から赤い光を放つドラゴン。

　そいつは血走った目でおれを睨にらんでる。

「グォオオオオオオオオン！」

　天を仰いで咆哮ほうこうした。服の裾すそがビリビリ震える。

　前足をおれめがけて振り下ろしてきた。

　真横に飛んで、かわした前足にエレノアをたたきつける。

　重い金属音がして、はじかれた。

「硬いな」

（らしいな）

（おとーさん、大丈夫？）

　ひかりの不安そうな声が脳内に響く。

「大丈夫だ、ひかり。なあエレノア」

（むろんだ）

（ほんと？）

　まだちょっと心配そうな声だ。

「大丈夫なところ、見せないとな」

（そうだな）

　エレノア、そしてひかり。

　右にエレノアを構えて、左にひかりを逆手さかてに持って。

　二振りの魔剣を構えて、交わるオーラを身に纏まとって、おれはドラゴンに飛びかかった。
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「ヘレネー様！　どこに向かえばいいですか」

　撤退する中、兵の一人が聞いてきた。

　なんとかわたくしがまとめることができた、十数人の兵の中の一人。

　わたしは少し考えて、答えた。

「レヤに向かいます。そこでいったん態勢を立て直します」

「はっ！」

　兵達に守られたまま、レヤに向かう。

　しばらく進むと、向こうから集団がやってくるのが見える。

「援軍かしら」

「あれは……まずい！　ヘレネー様、あれは盗賊です」

「盗賊？」

　どういうことなの？　と疑問に思っているうちに、集団が目の前にやってきた。

　格好からして確かに盗賊の類たぐいで、その数はこっちの三倍はいる。

「なんだ？　官兵かんぺいか？」

「頭かしら、あの真ん中にいる女。ありゃもしかして」

「ああ。官兵に守られてる高貴な女、ドラゴンのいる方向からやってきた」

　リーダーの男がにやりと、黒い歯を見せて笑った。

「噂うわさのヘレネー姫か」

「絶対そうですぜ」

「今日はいい日だな。金目のものをかっぱらえただけじゃなくて、さらに値打ちのあるものに出くわすとはな」

　盗賊達はにやにやしてわたくしを見た。

　いやらしくて、不快な目。

　でも、それよりも。

「金目のもの……？」

「火事場泥棒です。レヤからは住民が避難してるはずですから、そこを荒らしてきたんですよこいつらは」

　兵の一人が言った。

「なんてことを……」

「なーに言ってんだ」

　盗賊のリーダーがにやけた顔で言った。

「こりゃ廃品回収ってやつだ。あのままあそこに残しても、どーせでっけえドラゴンに粉々にされるだけだろ？　そんなもったいねえことするくらいなら、もらってきておれらで有効活用する、その方がいいってもんだ。なあ」

「そうだそうだ」

「さすがお頭、学がある」

　いやらしい笑いを浮かべながら話す盗賊達。

「それよりも」

　わたくしは一歩後ずさった。

「せっかく会ったんだし、姫さんには一緒に来てもらおうか」

「ぶっちゃけかっぱらってきたものより、姫様の方が断然価値があるからな」

　わたくしの兵達が反発した。

「ふざけるな！」

「姫様には指一本触れさせねえぞ」

「ほーん。じゃあ力尽くで。いくぞてめえら！」

　盗賊達が襲いかかってきた。

　兵が前に出て戦った。

　戦いで傷ついた兵、相手の数は三倍。

　みるみるうちに一人、また一人と倒されていった。

「ヘレネー様、おれらが食い止めてる間に逃げてください」

「ですが」

「お早く」

　問答、一瞬の迷い。それが致命的だった。

　振り向いて逃げ出そうとしたけど、わたくしの前に盗賊のリーダーが回り込んだ。

「おっと逃がさねえぜ」

「くっ」

　背後から悲鳴が聞こえて、そして静かになった。

　わたくしを守っていた兵達が一人残らず殺されてしまったことがわかる。

「さあ姫さんよ、観念して付いてきてもらおうか」

「……」

　盗賊の向こうを見た。

　ここからでも見える、レッドドラゴンの巨体。

　それと戦っているカケル様。

　カケル様はレッドドラゴンを圧倒している。両手の魔剣で、我が軍を壊滅させたあのオリビアを圧倒している。

　さすがカケル様。心底そう思った。

　でも、それは。

　今度こそ、助けがないことを意味している。

　圧倒してはいるけれど、倒すまでにはまだ時間が必要で、距離もある。

　わたくしは目を閉じた。そして、観念した。

　この体はカケル様のもの、他の男に触れさせるわけにはいかない。

　そう思って、舌に歯を掛けた瞬間。

「うぎゃああああ！」

「なんだてめえは！」

　背後から男の断末魔が聞こえる。

　目を開けて、振り向く。

　盗賊達が次々斬きり殺されていた。それをしているのは──。

「ナナ!?」

　ナナ・カノー。

　カケル様の女の一人。かつて戦場でまみえたことのあるものが、盗賊達を斬きって、わたくしを助けにきた。

「遅れて申し訳ない」

「それよりどうしてここに？」

「主の命により助けに参った。なんとしても安全な所まで送り届けよと」

「カケル様が……」

　わたくしのことを気に掛けて？

　胸に熱いものが込み上がる、下腹部をぎゅっと摑つかむ。

　そうしているうちに、三十人近い盗賊は一人残らずナナに斬り殺された。

「さあ、参まいろう」

「わたくしのことよりも、カケル様の所に！」

　ナナは静かに首を振った。

「必要ない。主がアレごときに後おくれをとるはずがない」

「……ッ」

　振り向き、カケル様を見る。

　レッドドラゴンに一人で渡り合うカケル様。

　一人でも、互角以上に渡り合っているカケル様。

　確かに、わたくし達の──ナナの助けすらも必要ないように見えた。





☆






　おれが異世界にやってきてから、一番長い戦いだった。

　ドラゴンの鱗うろこは硬く、本腰入れて斬らないとエレノアでも弾かれてしまう。

　魔法を撃ってみても、暴れるだけで効いてるかどうか微妙にわかりづらい。

　その上攻撃が重くて、口から吐く炎は範囲が広くて避けづらい。

　一時間近く躱かわして斬り続けていると、それでも体が最初の頃ころに比べて大分小さくなった。

　最初は五階建てのビルくらい大きかったのが、今ではその半分くらいだ。

（動きが止まったな）

　戦いの中、ほとんど聞かれなかったエレノアの声がした。

　確かにドラゴンの動きが止まった。それどころか。

（こっちをじっと見てるよ、おとーさん）

　最初の頃の血走った目じゃなく、理性を感じる、穏やかな目でおれを見てる。

『人の子よ』

　ドラゴンの声がした。

　人間のものとも、エレノアやひかりの声とも違うタイプの声。

『止めてくれたこと、感謝する』

　正気に戻ったんだろう……最期さいごになって。

　おれにそう言ったドラゴンは地面に倒れて、それっきり動かなくなった。

　皮膚がぼろぼろ剝はがれおちて、肉体が崩壊していく。

「終わったか」

（うむ）

　エレノアを鞘に納めると、ひかりも人の姿に変化した。

　おれは周りを見た。

　戦ってる最中は気にする余裕があまりなかったけど、よく見るとドラゴンにやられた兵士がごろごろ転がってる。

「ドラゴン一体に……どれだけ犠牲者が出たんだ」

（これでも少ない方だ）

　エレノアはけろっと言った。

（何度かレッドドラゴンの出現を近くで見てきたが、今回は圧倒的に被害が少ない。四分の一もないだろうな）

「そうか」

　エレノアがそう言うんなら、そうなんだろうな。

　こんなんでも数百年生きてきた魔剣、いわば歴史の生き証人ってヤツだ。

「何はともあれ終わってよかった。あとはヘレネーに任せよう」

（そうだな）

「帰るか」

　ワープの羽で飛ぼうとすると、ひかりが居ないことに気づく。

　見回して、ひかりを呼ぶ。

「ひかり？　どこだ」

「ここだよー」

　遠くからひかりの声が聞こえた。

　ドラゴンの死体、ぼろぼろ崩れたドラゴンだったものの裏からひかりが出てきた。

　ひかりは、卵を抱いていた。

　ひかりが両腕で抱えるほど大きな卵。

「ひかり……なんだそれは」

「ひかってたの」

「光ってたって」

「あの中でひかってたの」

　ひかりは卵を抱えたまま、ドラゴンが朽くちた場所を見た。

　どういうことだ？　って思っていると。

（転生てんせい、か）

「転生？」

（たまにある。寿命を迎えたドラゴンがただ死ぬのではなく、卵に戻って生まれ変わることが。詳しい条件は知らんが）

　なんか聞いたことのあるような話だ。

（ちなみにそれはすぐに孵化ふかするぞ）

「なっ」

　驚いていると、エレノアが言った通り、卵がびしっ、と割れ始めた。

　ビシビシビシ、と割れて。パカッ、と上に開いた。

　中からあらわれたのは翼を持った、子犬くらいの小さなドラゴン。

　おれはエレノアの柄に手を掛けた──が。

「みゅー」

　ドラゴンが舌を出して、ひかりの頰をぺろっとなめた。

　そのあと殻を飛び出して、ひかりにしがみつき、甘え出した。

　えっと……これってもしかして。

　ひよこが初めて見た動物を親だって思い込むあれか？

　チビドラゴンがひかりに甘える。ひかりはくすぐったそうに、でも嬉うれしそうにチビドラゴンとじゃれ合った。

（危険はないようだな）

「……そうみたいだ」

　どうなるかわからないけど、多分大丈夫だろう。

　おれはエレノアから手を離して、ひかりとチビドラゴンのじゃれ合いを見守ってから、ワープの羽で一緒に連れて帰った。
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　山ウシを一頭、素手で仕留しとめた。

　日課のノルマに付いてきたイオが不思議そうに聞いてくる。

「カケルさん、エレノアさんはどうしたんですか？」

「ひかりがまだ寝てたから置いてきた。今頃親子水入らずで過ごしてるだろ」

「はあ……大丈夫なんですか？」

「うん？」

「その、武器がなくても大丈夫なんですか」

　ちょっと考えて、わかった。

　そう言えばイオと出会った時にはもうエレノアを持ってたんだっけ。

　あれから戦う時はいつもエレノアを持ってて、イオが一番「すごい」って言ってるオリクトを粉々にし続けるのもエレノアでやってる。

　山ウシは最初の頃ころ素手で倒してたけど、イオはそれを知らないんだ。

「オリクトはさすがに素手じゃ無理だから、今日は頼むよ」

「──はい！」





☆






　山ウシとオリクダイト、両方を納品して、イオとも別れて、街中をぶらついた。

　適当に歩いてると、街の様子がちょっとおかしいことに気づく。

　いやおかしいというのもちょっと違う、妙に活気があるんだ。

　活気があって、そういえば前よりちょっと街の人が増えてる気もする。

「なんか祭りでもあるのか？」

「きゃあ！」

　横から誰かにぶつかられた。女の子の声だ。

　相手が倒れて尻餅しりもちをつきそうになったから、手を摑つかんで引き留める。

「大丈夫か──ってマリじゃないか」

「え？　あ、カケルさん」

「どうしたんだそんなに急いで。それにその荷物」

　マリは大きな袋を持っていて、中には食材が入っていた。

「お店の食材がなくなったから買い出ししてたんです」

「なくなった？　こんな早い時間にか？」

　なんとなく空を見上げる。日はまだ高い。

「はい。最近街に人が増えたんです。他の街から引っ越してきた人が多くて。それでお客さんも増えて、たまにこんなことに」

「そうなんだ。繁盛してるな」

「ありがとうございます！」

「今度また食べに行くよ」

「はい！　待ってます」

　マリに手を振って見送って、改めて周りを見る。

　人が増えたって感じたのはそういうことなのか。

　でもなんでだ？　この街では飲食店の品切れが早くなったり、おれでもパッと見てわかるくらい人が増えるってことはよくあるのか？

　それだけ気になった。
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「それはユウキ様のおかげでございます」

　サラマス商会に来て、サラマスに話を振ってみたらそんなことを言われた。

「おれのおかげ？」

「ええ、このロイゼーン、最近別の名前で呼ばれていることはご存じかな。魔剣使いの街、と」

「……おれの？」

「左様さようでございます。魔剣の様なものを持つ英雄が住む街、何かがあればそのものが必ず守ってくれる街。キリルの乱、オリビアの悲劇。立て続けに起きた事件で、今やこのロイゼーンがもっとも安全だという噂うわさが広まっているのです」

「へえ」

　魔剣の様なものっていう言い方が少し引っかかるけど。

「それってどれくらいの噂になってるんだ？」

「そうですな」

　サラマスはちょっと考えて、言った。

「一つ先の通りに大きな武器屋がございます。そこに足を運んでみるのをお勧めします」

「武器屋？」

　なんでここで武器屋？

　不思議に思ったけど、とりあえず行ってみることにした。

　サラマス商会を出て、賑にぎやかになった街を歩く。

　前の散歩での記憶をたどって、サラマスに言われた武器屋に着く。

　中に入ると──ビックリした。

「いらっしゃいませ、お客さん初めて？」

　女店員が営業スマイルでおれを出迎えた。

「初めてですか。今日はどんなものをお探しで？　うちはメジャーな武器なら大抵揃そろえてますよ」

「いや、それより……あれ」

　おれが指さした先、武器屋の壁には同じ武器が大量に陳列されていた。

　それは一言で言えば、エレノア。

　そこにはエレノアとまったく同じ見た目の剣が大量にあった。

「ああ、お客さんも魔剣のレプリカをお求めですか？」

「魔剣のレプリカ？」

「お？　そこで疑問に思うってことは？　お客さん最近街に来た人ですね」

「……どういうことなんだ？」

「この街が最近魔剣使いの街って呼ばれてるのはご存じ？　その魔剣使いが使っている魔剣と同じもの、魔剣のレプリカが最近飛ぶように売れるんですよ」

「売れるのか!?　それも飛ぶように」

「売れますね。ぶっちゃけ魔剣のレプリカ一つで、その他の武器の売り上げ全部と同じくらいですから」

「マジかよ……」

　絶句した。まさかそんなことになってるとは思わなかった。

「お客さんも一本行っときます？　まだまだ売れてるんで、そのうち品切れになって買いにくくなりますよ？」

「……」

　ますます、なんと言っていいのかわからなくなった。
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　武器屋を出て、更に街中をぶらついた。

　そういう視線で改めてよく見ると、確かに、たまにエレノアっぽいのを腰に下げてる剣士がいる。

　腰だけじゃない、これ見よがしに肩に担いでるのもいる。

　造形ぞうけいが明らかに「魔剣」って感じのものを持ってても、誰も何も言わない。おおっぴらに担いでいても、誰もそれを不思議に思わない。

「……いつのまにこんなことになってたんだ」

　つぶやく。

　同時に、ちょっとむずがゆくなった。

　知らない所で噂になってるって言われた時よりも、今回は遙はるかにむずがゆかった。

「お母さん！　おれも魔剣が欲しい」

「魔剣は危ないから、大人になってからね」

　目の前を通り過ぎていった親子の会話でますますむずがゆくなった。

　これは……あれだな、そのうちエレノアの模造刀、おもちゃのエレノアが売りに出されるんじゃないのか？

「……いや」

　おれは街中を早足で回った。おもちゃ屋とか、雑貨店とかそういう所を重点的に回った。

　もしかして既にあるのかもしれない。この様子だと目をつけたどこかの商人が作り出して売っていてもおかしくない。

　そう思って回ってみた。街の隅っこの人気のない所まで来たけど、どこにもまだおもちゃ的なエレノアはなかった。

　変な気持ちになったけど、ちょっとだけほっとした。

　さすがにおもちゃにまでなってたら、どんな顔をしていいのかわからないからな。

「そろそろ帰るか」

　今日のことをみんなに話してやろう。エレノアをいじるいい話の種になる。

　いや、一本くらい買って帰るのもいいかもしれない。外見はエレノアそっくりだから、ひかりが喜ぶかもしれない。

　そう思って、武器屋に向かおうとした、その時。

「魔剣使いだな」

　背後から低い声が聞こえて、首筋に刃やいばを当てられた。

　いきなりのことにおれは一瞬きょとんとした。

　目だけを動かして、確認する。

　周りに人気ひとけはない……殺気を放ってる男達五人のものをのぞいて。

「誰だ？」

「お前を恨うらんでる多くの人間、そのうちの一人だ」

「……おれをどうするつもりだ？」

「愚問。ここで斬り捨てる」

　男は低い、怨念おんねん混じりの口調で言った。

「この時を待っていたぞ。貴様を殺せるこの時を、貴様の手元に魔剣がない時を」

「……」

「頼みの綱がない気分はどうだ？　怖いか？　悔くやしいか？　それを我らは──」

　ワープの羽を使った。

　首筋に刃を突きつけられた状態から、五メートル離れた誰もいない場所にワープする。

　男達を見た。全員驚愕きょうがくしていた。

「悪いけど。別に魔剣持ってるから強いってわけじゃないんだ」

「くっ……」

「さあ、かかって来いよ」

「ひ、引け！」

　男達は全員逃げ出した。──が逃がさない。

　ワープを駆使して追いついて、確実に仕留しとめる。

　逃すと、今度はおれの女達に矛先ほこさきを向けるかもしれないしな。

「ば、化け物め……」

　男の一人が最後にそうつぶやいたが、ほめことばとして受け取っておいた。







[image: ]




　屋敷の庭で、ひかりと一緒に魔法コテージの性能チェックをした。

「おとーさん、おいすがないよ？」

「そうみたいだな」

　ひかりの後ろから魔法コテージの中をのぞき込む。

　だだっ広い部屋があるだけで、中には何もない。

　一回大きくして、中に椅子いすを一つ入れて、小さくして、また大きくした。

　すると、入れたはずの椅子がなくなってる。かけらとかも残ってない、まるっと消えてなくなってる。

「やっぱり、これ用の家具はくじ引きで手に入れないとダメか」

「またくじを引くの？」

「ああ。引けるだけ引いて家具を揃そろえよう」

「おとーさん、それ、ひかりが引いていい？」

「ああ、いいぞ」

「やったー」

　ひかりが大喜びする。思わず目尻めじりが下がる。

　やっぱりひかりが世界で一番可愛かわいいな。

（親ばかだな）

「なんとでも言え」

　おれとエレノアは、魔法コテージの周りを走り回って、「くじ引きくじ引き」って歌ってるひかりを見守った。

「失礼、ここにカケル・ユウキという方がいると聞いたのですが」

「うん？」

　声に振り向くと、敷地のすぐ外に、フードを頭からすっぽり被かぶった人間が立っていた。

　顔は見えないけど、声からして女みたいだ。

　屋敷の中からミウがすっ飛んできて、女の前に立った。

　おれがいるけど、客が来た時に誰かを聞くのはミウの仕事だ。

「どなたですか？」

「オルティア、と申します。ここにカケル・ユウキという方がいらっしゃると聞いて」

　女は明らかにこっちに気づいているけど、それでもミウに聞いた。

　ミウはこっちを見た。おれはミウに頷うなずき返して、屋敷の中に入った。

「おとーさん？」

「お客さんだ。ひかりはどっかで遊んどいて」

　付いてきたひかりにそう言う。ひかりは「うん」と大きく頷いて走って行った。

　エレノアを持ったまま、屋敷の中でちょっと時間をつぶしてから応接間に向かう。

　ミウに通された女が部屋の中に立っていた。

「結城ゆうきカケルだ」

「オルティアと申します」

「オルティアさん？　名字とかは？」

「ただのオルティア、と覚えてください」

「……はあ。とりあえずどうぞ」

　オルティアを座らせて、おれも向かいに座った。

（この女、人間ではないな）

　むっ。

　エレノアの声を聞いておれは警戒した。

　なんでそう思ったのかはわからないけど、こいつが根拠なくわざわざそう言ってくることは考えられない。

　フードを被ってて風貌ふうぼうからして怪しいし、おれは警戒しつつ、オルティアに質問する。

「それで、おれになんの用だ」

「噂を聞いて来たのです」

「噂？　魔剣使いのことか？」

「それもありますが、それよりももう一つの噂の方を」

「もう一つの噂？」

　おれは首をかしげた。

　魔剣使いの他にどんな噂があるんだろう。

　あっちこっちで戦ってきて、大抵はエレノアを持ってるから、おれの噂はほぼ百パーセント「魔剣使い」でくくれる。

　それ以外で……何がある？

「とてつもない性豪、と聞いてやってきました」

「ぶー」

　思わず吹き出した。

　とてつもない性豪？　なんじゃそりゃ。

（何を驚く）

　エレノアの声が脳内に響く。呆あきれている様な声だ。

（あれだけの女を侍はべらせて、全員をへばらせて。その上魔剣たる我を孕はらませる男を性豪と言わずしてなんという）

　返す言葉もない──が。

　そう呼ばれても仕方ないようなことはしてきたけど、それにしたって噂になるのはどういう事だ？

　あとでちょっと出どころを調べよう。

　まずは、目の前の女に専念だ。

「おれが噂通りのとてつもない性豪だとして、それがなんだってんだ？」

「握手を、していただければと」

「握手？」

「はい、まずは握手」

「……いいだろう」

　頷うなずく。

　何か罠わなって可能性もあるけど、その時はその時。

　エレノアもいるし、なんとかなるだろう。

　左手をエレノアに掛けて、右手を差し出した。

　ちょっとビックリした。

　握手のために出してきたオルティアの手はしわしわだった。

　まるで婆さんのような、しわしわの手。

　いろんな意味でためらったけど、その手を握った。

「えっ!?」

　驚いた。握手した瞬間、オルティアのしわしわな手がみるみるうちに引き締まっていく。

　まるで若返ったかのような、ハリのある肌になっていく。

「どういうことだ」

「おお……これは予想以上だわ」

　オルティアは被ったままのフードを外した。

　おれは息を呑んだ。

　そこに現われたのは、かつてない美女。

　今までに見たことのない様な、今まで見てきたどの女よりも綺麗きれいな女。

　絶世の美女、としか言いようがない。

　やりたい。反射的にそう思った。

　──が。

「あれ、反応しない」

　おれは自分の股間こかんを見つめた。

　いつもはみんなをヘロヘロにさせてもまだ存在を主張してるものが、何故なぜかまったく反応しない。

　意識して股間に力を入れても、やっぱり反応しない。

　どういうことだ、これ。

「予想以上の男ね」

「どういうことだ？」

　オルティアを見た。

「この姿に戻るためには、いつもなら１０００人近い男の精気が必要だけど、まさか一人で足りてしまうなんて。初めてよ、そういう男は」

「……おれの精気を吸いとった、ってことなのか。今ので」

「ええ」

　そんなことってあるのかって思ったけど、エレノアの「人間じゃない」って言葉を思い出した。

　それによく見ればオルティアは肌にハリが戻っただけでなく、顔が妙につやつやしてる。

　そしておれの股間は反応しない。

　状況的に見て間違いなくそうなんだろうな。

「ありがとう、何かお礼をさせてくださいな」

「やらせろ」
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　おれは即答した。

　初めてオルティアの顔を見た時から思ってたことをそのまま言った。

「いいわ」

　オルティアはあっさり答えた。

「あなたほどの男なら」

「よし」

　おれはオルティアの肩を抱いて、寝室に連れ込んだ。

　が、たった今のことなのに忘れてた。

「……反応しない」

　そう、おれの股間はまるで役立たずになっていた。

「わたしが吸い尽くしちゃったからですね」

「くそ、マジかよ」

「わたしはいつでも大丈夫なので、回復を待ってから再挑戦しますか」

「もちろんだ」

　またしても即答した。

　結局その日に回復することはなかったので、オルティアを泊めることにした。

　そして翌朝。

「やるぞオルティア」

　起きたおれはビンビンだった。早速オルティアにあてがった部屋に行ったけど、彼女はフードを被っていた。

「じゃあ、握手を」

　出してきた手はしわしわだった。

「まさか……」

　おそるおそる手を握ると、オルティアはまたしても若返って、絶世の美女に戻った。

　その顔はつやつやに、代わりにおれのアレがしなしなになる。

「……これじゃやれない」

　おれは絶望した。絶望しすぎたせいか、世界平和を考え出す始末だ。

　朝一番のギンギンが丸ごと持ってかれた、ひとしずくも残ってない。意識して奮ふるい立たせようとしても、ウンともスンとも言わなかった。

　結局、オルティアの若返りに精気を提供しただけだった。

「ごちそうさま」

　オルティアは手を合わせた。

「拝おがむな！」

「今日もありがとう。これからしばらくはここに住まわせてもらうわ」

「はあ？」

「１０００人から精気をかき集めるより、１人からもらった方が純度も高くて早いから」

「何を──」

「そのかわりわたしを好きにしていいから。いつでも、あなたの好きな時に」

「──！　いいんだな、本当に」

「本当よ。それほどの男なら喜んで」

　男１０００人以上の精気を提供して、その上やれるだけの精力があればってことか。

　確かにそれだけあったら「それほどの男」になる。

「わかった」

　こうして、屋敷に住人が増えた。

　そして、おれは初めて、この世界に来て初めて自分を鍛きたえようと思った。

「絶対に、やってやるからな！」

　絶世の美女にそう宣言したのだった。
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　屋敷の庭で膝ひざを抱えて空を見る。やりたいのにやれない、脱力感とむなしさがおれを襲う。

「ご主人様……大丈夫ですか？」

　ミウがそばにやってきて、心配そうな顔でおれを見つめている。

「ミウ」

「はい」

「もふもふさせて」

「──ッ。はい、どうぞ！」

　おれはミウをもふもふした。

　もふもふして、癒いやされた。

「ありがとうな、ミウ」

「いえ、わたしはご主人様のメイドですから」

「そっか。ありがとうな」

　そう言って、さらにもふもふする。

「ところでご主人様。あの人も屋敷に住むんですか」

「オルティアのことか？　ああそうだ、どこか部屋を掃除して案内してくれ」

「わかりました。部屋はいつも全部掃除してますから、案内しておきます」

「そういえば、ミウは仕事キツくないか」

「お仕事ですか？　いえ、それは全然」

「でもメイドはミウ一人だけだろ。こんなでっかい屋敷を一人で切り盛りするの大変じゃないのか」

「大丈夫です！　頑張ります！」

　ミウはもふもふされながらガッツポーズする。

　なんか健気けなげで、ますますもふもふしてやった。

「カケル」

　名前を呼ばれた。オルティアが現われた時のように顔を向けると、屋敷の入り口にメリッサが立っていた。

　前の時と違って今度は部下を連れておらず、一人で来たようだった。

「あっ。ごめんなさいご主人様」

　ミウはパッと立ち上がると、メリッサの所に小走りで駆けて行った。

「ミウ、メリッサは知ってる人だからこっちでいいよ」

「はい」

　言いつけてやると、ミウはおれのそばにメリッサを案内した。

「その……この前はありがとう」

「あれからちゃんと休んでるか」

「うん、そこそこ」

　そこそこか。これは多分、休んでないパターンだな。

　仕事マニアの人間の「休んでる」ほど当てにならないものはない。

　また無理矢理にでも休ませた方がいいか。

「で、今日はなんだ？」

「その……また手伝ってもらえないかなって」

「……」

　ビックリした、ちょっと予想外だった。

　こっちから協力を言い出すと、ぐだぐだとデモデモダッテみたいなことになるからうまくやれる方法を考えてたんだけど、まさかメリッサの方から言ってくるとは思わなかった。

　もちろん断るつもりはない。

　なんか知らないけど、こいつに素直に頼られるのは悪い気がしない。

「よし、ちょっと待ってろ！」

　おれはパッと立ち上がった。メリッサはビックリした顔でおれを見た。

「どうした」

「なんでそんなにやる気満々なの？」

「そんなのどうでもいいだろ。それよりもちょっと待ってろ」

　メリッサにそう言って、屋敷の中にワープした。

　ドアにノックして、部屋に入る。

　直ちょくで入らなかったのはひかりの部屋だからだ。

　部屋の中でひかりがチビドラゴンとじゃれ合ってる。

「あっ、おとーさん。どうしたの」

「ちょっと出掛けるから、一緒に行くか？」

「うん！　たたかいのおしごと？」

「そうだ」

「わかった」

　ひかりは無邪気に笑って、それから魔剣の姿になった。

　チビドラゴンは「みゅー」と啼ないて、おれを見上げた。

　せがむような、澄すんだ瞳ひとみ。

　連れてって、って言ってるんだろう。

　これがあのレッドドラゴンか……。

　おれはしゃがんで、チビの頭を撫なでた。

「お前は留守番な」


「みゅー……」



　チビを置いて、エレノアとひかりの両方を腰に下げてワープで庭に出た。

　すると、そこにメリッサとオルティアの二人がいた。

　ソロン教の法衣ほうえ姿のメリッサ。フードを被かぶってない美しいオルティア。

　二人並んでると、ちょっとした荘厳そうごん感みたいなのが出ている。

「驚いたわ。まさか不死の魔女メリッサをここで見掛けるなんて」

　そう話すオルティア。でも大して驚いてない様子。

「あなたは？」

「オルティアよ、ただのオルティア」

「大賢者オルティア!?」

　逆にメリッサが盛大にビックリした。

　それでわかるのか？　いやそう言えばおれに言った時も「ただのオルティア」って言ったっけ。

　それで通じるほど有名なヤツなのか、オルティアは。

「どうして……あなた様がここに？」

「しばらくここでやっかいになることにしたの」

「カケルの助言役になるの？」

「さあ、それはどうかしら」

「なあメリッサ。こいつそんなにすごい人だったのか？」

「知らないの？」

　また盛大に驚くメリッサ。そんなに驚かれると、知らないことに申し訳なさを感じてくる。

「あまたの英雄達の影にその姿ありと言われた伝説の助言者。闇やみに堕おちる前の覇王ロドトスに天下取りの道しるべを示したとか」

　覇王ロドトス？　なんか聞いたことのある名前だな。

（おお、あの時の賢さかしい女か）

　ってエレノアがらみの関係者だったのか！　そういえば最初に会った時にそんなことを言ってたっけ。

（孤児で物乞ごいだったロドトスをアドバイスで天下統一させた女だ）

　かなりすごいな、おい。

（その後我が美味おいしく頂いたがな。天下も、ロドトスも）

　エレノアは得意げに語る。

　お前なあ……。

「そのほかにも画聖や歌神、時の法王や空を統すべる龍王の元にいた。時代の影には常にオルティアあり、って言われてるくらいの人。それを知らないなんて……」

　驚きと呆あきれが混じるメリッサ。そんなにすごい人だったのか。

　でもごめん、おれこの世界の人間じゃないから。

　驚くメリッサをいったん敷地の外で待たせて、オルティアに言った。

「そんなにすごい人だったのか、あんた」

「こっちこそ驚いた。まさかあの不死の聖女まで手懐てなづけてるなんて」

　なんだろう、最近おれの周りに「あの」って頭につくような人が多い気がする。

　つうかおれ自身がそうか、「あの魔剣使い」とか、たまに言われるようになったし。

「大賢者か、そんなにお前の助言ってすごいのか？」

「どうだろう、自分では思ったことを言ってるだけだと思ってる」

「適当なら、おれにもなんか言ってよ」

「神が降りてこないから今は無理」

　オルティアはなんか作家みたいなことを言っていた。
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　おれはメリッサに付きそって、あっちこっちを転戦した。

　丸一日。ワープを含めると行った街は10くらいで、移動距離は多分数百キロってレベル。斬きった人間とモンスターも１００を余裕で超える。

　こいつが前に無理してるのを見てなきゃ、おれに嫌がらせするためにいっぱい依頼を受けてきたんじゃないかって疑うレベルだ。

　それをこなしていくうちに、あることを感じ始めた。

　前にメリッサと一緒にあっちこっち飛び回った時とまったく同じことだ。

　体はヘトヘトに疲れていく。それと正反対に、性欲が高まっていく。

　疲れれば疲れるほど滾たぎっていく。

　一言でいうと……ムラムラしてきた。

「オルティア！」

　全てが終わって、なぜか顔が赤くなってるメリッサと別れてオルティアの所にやってきた。

　オルティアは屋敷の中でもフード付きのマントを被っている。

　おれは手を出して。

「やらせろ」

　と言った。

「再チャレンジね、いいわよ」

　オルティアはおれの手を握った。

　しわしわだった手がみるみるうちにつやつやになる。

　フードを外す、また、あの絶世の美女になる。

　そして、おれは……。

「しなしなだ……ちくしょう、これでもダメなのかよ」

　いけるって思ったのに。あの滾りならいけるって思ったのに。

　それでも足りなかった。

「やらないのかしら」

「ちくしょう。わかり切ったこと聞きやがって。いつか絶対やってやるからな」

「そう」

　オルティアはにこっと笑った。

　やれないせいか、三度にわたってやれないでお預けをくらったせいか。

　その顔は今までで一番綺麗きれいに見えた。

　ちくしょう、絶対やってやるからな。
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　わたしは自分の手にびっくりした。

　つやつやの肌、これが彼の目にはただの若返りに見えただろう。

　これまで二回若返って見せたけど、それと同じに見えたんだろう。

　でも、違う。

　精気で若返る術すべを得て、若返りはできるけど、今までで一度も肉体のピークまで戻れたことはない。

　体力、魔力、精力……あらゆる面でピークには届かない。

　自分の体のことは自分が一番よくわかる。若返っても、どこか足りてない感覚があった。

　それが、今埋まりつつある。

　ほとんど埋まっている。

　彼の精気で、彼一人の精気でほとんどピークの時まで戻ってる。

　今までこんなことは一度もない。手のひらから数え切れない程の男の精気を吸ってきたけど、こんなことは初めて。

　今まで見てきた男が全部霞かすむくらいの男っぷり。

　胸が弾はずむ。

　体だけじゃない、心まで若返った様な気がする。

　なんでだろう、ちょっと期待してしまう。

「やらないのかしら」

「ちくしょう。わかり切ったこと聞きやがって。いつか絶対やってやるからな」

　ちょっと残念。

「そう」

　わたしは笑った。自分でも口に笑えみがこぼれているのがわかった。

「ねえ、これからのことなんだけど」

　彼に言いたいことが泉の様に湧わいて出た。
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　くじ引き所。おれとエレノアとひかり。

　ちなみにチビドラゴンをつれて来ようと思ってけど、来れなかった。ここに入れるのはおれと、何故なぜかエレノアとひかりだけみたいだ。

「じゃあ引くね、おとーさん」

　抽選器の前に立つひかりが言った。なぜか、ひかりの手が届くように踏み台が置いてあるけど、なんであるのかには触れないことにした。

「待てひかり」

「どーしたの？」

　どうせくじを引くのならと、おれは前にしたように運を貸し出すことにした。

「ひかりに運を貸し出し」

『結城ひかりに運を貸し出し中。残り──秒』

「え？」

　予想しなかった声が聞こえた。

　限定ガチャで引いた、おれの能力を貸し出すスキルをひかりに掛けようと思ったけど、掛けられなかった。

　既に貸し出されてると言われて、しかも残りの秒数が変な雑音にかき消されて何秒なのか聞き取れない。

「どういうことだ？　……ひかりに力を貸し出し、速さを貸し出し、魔力を貸し出し」

『結城ひかりに力を貸し出し中。残り──秒』

『結城ひかりに速さを貸し出し中。残り──秒』

『結城ひかりに魔力を貸し出し中。残り──秒』

　全部同じ結果になった。

　ひかりにそんなことをした覚えはないし、秒数だってバグってる。

「エレノアに運を貸し出し」

『魔剣エレノアに運を貸し出します。残り29秒』

　今度はちゃんとできた。限定くじのスキルはちゃんと生きてる。

　となると……どういうことなんだ？

「なんで、ひかりにはできないんだ？」

「貴様の娘だからではないのか？」

　エレノアは言った。ちょっと呆あきれたように、だけどよく見れば優しげな目で。

「おれの娘だから……あ」

　一瞬考えて、エレノアの言いたいことを理解する。

　おれの娘だから、おれから生まれた子供だから。

　すでにおれの遺伝子を受けついでるから、二重に掛けることができない。

　とエレノアは言ってるのだ。

　実際のところはわからない。でも納得した。

「おとーさん……どうしたの？」

「え？」

「ひかり、なんかだめだった？」

　おそるおそる聞いてくるひかり。上目遣うわめづかいの目は今にも泣き出しそうだ。

　不安がらせてしまったみたいだ。

　もちろんひかりは何も悪くない、むしろ逆だ。

　本当にエレノアが言った通りのことが理由なら、むしろ嬉うれしいし、ますますひかりが愛いとおしい。

　しゃがんで、ひかりの頭を撫なでた。

「ひかりは何も悪くないぞ」

「ほんとお？」

「ああ。ひかりがおれの娘だって証拠がまた見つかって、お父さん嬉しくなってるだけなんだ」

「ひかりはおとーさんの娘だよ？」

　何言ってるの？　みたいな顔をする。

「ああ、ひかりはおとーさんの娘だ」

　ますます頭を撫でてやる。

　ひかりは悲しそうな顔をやめて、嬉しそうに笑った。

　それでますます撫でていると……エレノアがぶすっとしてるのが見えた。

「どうした」

「何が？」

「いやそんな顔をして、どうしたんだ？」

「なんでもない」

　といって、顔を背そむけた。

　いや、それは明らかになんかあるって顔だろ。

　ひかりにしたように、エレノアの頭も撫でてやった。

　背格好と外見はひかりとほぼ同じだから、撫でやすかった。

「ええい、我を子供扱いするな！」

「撫でてほしかったんじゃないのか？」

「そんなことあるか！　娘の目の前でその父親に撫でられて嬉しいわけがあるか！」

「うーん。じゃあひかり、おかーさんの頭を撫でてあげな」

「うん！　おかーさん……なでなで」

「むっ」

　エレノアは体を震わせた、なんか不服そうな顔をするけど、撫でてるのがひかりだから、おれの時のように一喝いっかつすることもできない。

　なすがままに、ひかりに頭を撫でられた。

　複雑そうな顔をしてるけど、内心では嬉しいって思ってる。

　わかりやすいからな、こいつは。

「あの……前にも言いましたけど」

　ずっとそこにいた、くじ引きのスタッフが呆あきれたように言った。

「奇妙な家族漫才を持ち込まないでくれませんか？」

「前は家族団らんだったはずだけど」

「もう家族漫才でいいですよ、それ」

　微妙に否定し辛づらかった。

　スタッフの視線が痛かったから、とりあえずくじを引いた。

　運の貸し出しはできなかったけど、それでも全部ひかりに引かせた。

　結果、無料くじ引きで「増築ブロック」っていうのを一個、券を使ったくじ引きで大量の魔法の玉を手に入れた。
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　屋敷の庭に魔法コテージを広げて、ひかりと一緒に中に入る。

　中はやはりだだっ広く、何もない。

「ひかりはどこに部屋を作りたい？」

「うんとね、ここ」

　部屋の一角を指した。おれはそこにくじで引いたアイテムを持っていって、使った。

　それまで壁だけだったところが光って、ドアが一つできた。

　ドアを開ける、中に小さめの、やはり何もない部屋ができていた。

「わあ、新しい部屋だ」

「ひかり、いったん出よう。一回ちっちゃくしてまた大きくするぞ」

「うん！」

　ひかりと一緒に外に出た。

　魔法コテージを小さくして、ふと思いつく。

「ひかり、移動するぞ」

「どこに？」

「ちょっと待ってな」

　小さくなった魔法コテージを持って、ひかりをつれてワープした。

　草原、山ウシが生息する草原にやってきた。

　そこで魔法コテージを大きくして、またひかりと一緒に中に入った。

　魔法コテージの外観は変わってない。だけど中にはさっき取りつけた部屋がそのままあった。

「わあ、まえのおいすはなくなったのに、部屋はのこってるね」

「ああ、残ってるな」

（面白おもしろいアイテムだな）

　腰に下げたエレノアが言う。

　部屋に入って、窓を開けて、外を見る。

　外は草原。山ウシも現われていない、のどかな草原。

「ひかり、もう一回出よう」

「うん！」

　もうわかってきたのか、ひかりは元気よく頷うなずいて一緒に外に出た。

　魔法コテージを小さくして、ワープで岩山に飛んで、また大きくして一緒に中に入った。

　部屋の窓を開ける。オリクトが逃げていく後ろ姿が見える。

「すっごーい、お家が動く！」

　ひかりは大興奮した。

　もう一回同じことをして、今度は屋敷に戻ってきた。

　案の定、魔法コテージの窓から見える屋敷に、ひかりは大興奮だった。

　おれはしばらく、はしゃぐひかりを見て和なごんだ。

「カケル」

　外から声を掛けられた。フードを被かぶったオルティアだ。

　そういえば若返ってないオルティアはいつもフードを被ってるから、素顔を見てない気がする。

　そんなことを思いながら外に出た。

「どうした」

「カケルに男爵だんしゃくをもらってきた」

「男爵？　芋いもか」

「爵位しゃくいよ」

「え？」

「男爵。メルクーリ王国のはそのうち向こうから持ってくるから、シラクーザ王国のをもらってきたわ」

「……そんな三時のおやつみたいに軽々しくもらえるものなのか？　爵位って」

（この女ならできるだろうな。本気を出せば）

　本気か。

　なんで本気を出すんだ？

　そう思ってると、向こうから勝手に答えてくれた。

「一人で１０００人分に匹敵する精気の持ち主だからね、それをもらえたお礼よ」

　さすが大賢者、こっちの疑問はお見通しか。

　そして納得もした。

「わかった、もらっとく」

　こうしておれは男爵様とやらになった。
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　その日は朝からてんやわんやだった。

　そして、一番大変なのはミウだった。

「ご主人様、今度はアイギナ王国の人が来ました」

　慌あわてた様子で、ミウがおれの部屋に飛び込んできた。

「アイギナ王国？　さっきのシラクーザ王国とは違うのか？」

（名前からして違うだろうに）

　エレノアが突っ込んだ。ミウにもう一回聞いた。

「そのアイギナ王国の人には何の用か聞いたか？」

「いえ！　でもアイギナ王国の人と玄関の近くで会っちゃって、なんかバチバチしてます」

「バチバチ……仲が悪いのか。わかった、とりあえず──」

「主」

　今度はナナが入ってきた。

「カランバ王国とコモトリア王国の使者と名乗るものが来ているのだが、どうする？」

「また!?」

　一体何が起きてるんだ？

　シラクーザ、アイギナ、カランバ、コモトリア。

　王国の使者と名乗る人間がこれで四組来てることになる。

「揃ったようね」

　今度はオルティアが部屋に入ってきた。

　今日は精気を与えてないから、彼女は顔を隠すフードを被かぶったままだ。

「揃ったってどういうことだ？」

「行けばわかるわ」

「……全部オルティアの仕業しわざか？」

　シラクーザの話は聞いた。更に「揃った」って言われると、そうとしか考えられない。

「行きなさい」

　なんか命令口調で言われた。クラスの担任に言われたような気分になった。

　確かにここで考えてても仕方ない。

　おれは部屋を出た。オルティア、ナナ、ミウが後ろに付いてきた。

　ロビーに来ると、いかにも偉そうな中年男が四人と、その部下らしい男達が後ろに立っていた。

　かなり広いロビーなのに、そいつらのせいでぎゅうぎゅう詰めになって、微妙に息苦しい。

　開演前に満員になったライブハウスみたいだ。

「カケル・ユウキ殿とお見受けする」

　中年男の一人がおれに言った。

「ああ」

「アイギナ王国国王、イオン・ヘラクレス・アイギナ陛下の命によって参った」

「はあ」

　なんかすごい大げさな名前が出てきた。

「アイギナ王の名において、カケル・ユウキ殿に男爵だんしゃく位を授けるものとする。謹んで受けられよ」

　中年男が言うと、その後ろの部下が前に出た。

　トレイを持っていて、その上に装飾のついた短剣が置かれている。

　装飾の真ん中に見たことのない紋章がある。

　おれが腰のあたりにずっとさしてるヘレネーの扇子せんすと同じように、アイギナの紋章とかそういうのなんだろう。

　えっと……それをもらって男爵になる？　ってことか？　なら──。

（男爵はシラクーザ王国ではないのか）

　エレノアが言った。そういえばそうだった。

　オルティアから聞いた話は「シラクーザから男爵をもらってきた」っていうものだ。

　ならアイギナはなんだ？　そもそも──。

「待たれよ。リカ・カランバ女王陛下の御名において、ユウキ殿をカランバ王国三等男爵に任命する」

「かび臭くさい歴史しか持たない国は引っ込んでいてもらおう。コモトリア王国はユウキ様に男爵位、及び領地を用意した。さあユウキ様。これを」

　男達が次々に言ってきた。そして何かアイテムを持ち出してきてはおれに受け取れと迫る。

　言ってること、やってることは全員同じだ。

　王の命令で来た、おれに男爵をくれる、他の国はすっこんでろ。

　全員がそんな感じで、睨にらみ合いまで始める始末。

　おれはオルティアに聞いた。

「これはお前の仕業か」

「そう」

「シラクーザだけじゃなかったのか」

「シラクーザが一番近くて、返事が早かっただけ。とりあえずわたしが爵位をもらえそうな所から全部もらってきた」

「だからそんな三時のおやつみたいに気軽に言わないでくれ」

　おれはため息をついた。

　後ろでミウがあわあわしていた。

「ご、ご主人様。全部もらうんですか、それ」

「うん？　もらっていいのかオルティア」

「もらっておきなさい」

　また先生口調だ。

　まあでも、もらえるものならもらうけど。

「あわわわわ、ち、違う国で同時に男爵様になる人なんて聞いたことがないです」

　ますますアワアワしてしまうミウ。

　よく考えれば確かにそうだ。今目の前でバチバチやられてるし、多分敵対してる国もあるだろう。

　もしかして同時にもらうと、アメリカとロシアで同時に将軍になるとかそういう意味になるんじゃないか。

　本当にそれでいいのか？　って思った。

　それを見透かしたかのように、オルティアが前に出た。

「ちょっといい？」

「誰だ」

　男の一人が声を荒げて聞いた。他の男達もオルティアを睨んだ。

　オルティアは平然と名乗った。

「オルティア」

　すると、全員が血相を変えた。あれだけ気が立ってたのに、全員がへこへこしだした。

「オルティア様でしたか！」

「大変失礼いたしました！」

「全員、ご苦労。任務は果たしたと帰って報告するといいわ」

「も、もしかして、全て受けられるのですか」

「ええ」

「それは前代未聞ですぞ。一人の人間が五大国のうちの四カ国に爵位を持つなど」

「あなた、カランバのものね」

「はい。二等男爵のデュカと申します」

　なんかかなりエライ人だったけど、オルティアに対してびしっと「気をつけ」をした。

「文句あるなら回れ右で帰っていいわ」

「そ、それは──」

　デュカ男爵は困り果てた顔をした。きっと、このまま持って帰れない事情があるんだろう。

　というかその事情ってオルティアなんだろうな。

　デュカ男爵が困ってるように、他の使者達も同じように困ってた。

　そうしているうちに、また人がやってきた。

　今度は顔見知りだ。姫ドレスを着たヘレネーとイリスの姉妹が部下達をぞろぞろ引き連れてきた。

「ヘレネー・テレシア・メルクーリと申します」

「イリス・テレシア・メルクーリだ」

　二人はおれに向かって、他人行儀な口調で言ってきた。

　すると、今までいた使者達がざわざわした。

「ヘレネーにイリスだって？」

「テレシアの双花ではないか」

「内外の重鎮が同時に姿を見せるだと？」

「まさかメルクーリも？」

　当たり前のように驚いているそいつらをまったく無視して、ヘレネーが言った。

「カケル様」

「うん？」

「キリル及びカノーの乱の平定、レッドドラゴン・オリビアの討伐、ならびに貨幣かへい制定の提案。以上の功績をたたえて、カケル様に侯爵こうしゃく位を授けたいと考えます。受けていただけますか」

「ああ、もらう」

　おれは即答した。

　他の四カ国は知らない連中だし、身に覚えのないことだったけど、ヘレネーとイリスのそれは全部おれがやったことで、その上ヘレネーはおれの女だ。

　受けない理由がない。

「侯爵……」

「そうきたか」

「おのれメルクーリ」

　後ろで何かグチグチ言ってるけど、面倒くさいから無視した。





☆






「えええええ？　五つの国の男爵様になったんですか？」

　次の日、仕事のノルマで同行したイオに昨日のことを話すと、思いっきり驚かれた。

「正確には侯爵位１つと、男爵位４つだな。メルクーリ、ヘレネーの所だけワンランク上の爵位をくれたんだ」

「ぜ、全部なったんですか」

「ああ」

「信じられない……そんなの聞いたことない」

　死ぬほどビックリするイオ。まあそうだよな。

　昨日あれから色々話を聞いてみると、あそこに来たのはいわゆる五大国って呼ばれる国からの使者で、国と国との関係は決して良くない。

　それどころかカランバとコモトリアは戦争の真っ最中らしい。

「確かに前代未聞ぜんだいみもんとか言われたな」

「そうですよ、そんなのあり得ないですよ……すごいです」

「あり得ないのはわかるけど、そんなにすごいのか」

「はい！　だって歴史上そんな人いなかったはずですから！」

「なるほど」

　歴史上誰もやったことのないこと。初めての人間。

　そう聞くと悪い気はしないな。

　おれは少し考えて、聞いた。

「なあイオ、こういう爵位って一番上はなんになるんだ？」

「えっと、公爵こうしゃく様、かな？」

「公爵か」

「それがどうしたんですか？」

「いや、全部の国で公爵になるのを目指してみるのもいいかもしれないな、って思っただけだ」

　言うと、イオは一瞬だけ死ぬほどビックリしたけど、すぐにいつもの調子に戻った。

「カケルさんならできると思います！」

　期待と尊敬の目でおれを見た。

　その目で見られるのは気持ち良かった。

　侯爵１と男爵４を、全部公爵にするのか。

　いいかもな、それ。

　だとしたら、どこからやるか。

　昨日のやりとりを思い出して、おれは「リカ・カランバ女王」というのを思い出した。

　女王から攻略するぞ。
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　カランバ王国の首都、メテオラに向かう馬車の中。

　おれとオルティアが向かい合って座ってて、ひかりがチビドラゴンを膝の上に抱いている。

　オルティアに聞かれたから、色々説明してる。

　能力倍率の貸し出し、ワープ、魔法コテージ。

　くじ引きで引き当てたアイテム・スキルも大体説明した。

「そう」

「反応が薄いな。もっと驚かれるのかと思った。特にワープなんか、他じゃかなり驚かれたんだがな」

　誰に聞いてもそんなのは初めて、ワープの魔法とかアイテムとかは存在しないはずだって言ってた。

「もしかして、ワープって他にもあるのか」

「ううん、ないと思う」

「じゃあなんで驚かないんだ？」

「結構驚いてる」

　しれっと言った。驚いてるようには見えない。

　もっとこう、わかりやすく驚かせられないものか。

　そう思って、なんとなく馬車の中を見回して、ひかりを見た。

「ひかり、剣けんになってくれるか？」

「わかった」

　ひかりは即答して魔剣の姿になった。

　エレノアとひかり、二振りの魔剣をオルティアの前に突きつける。

「見ての通り、ひかりも魔剣だ」

「あら」

「おれと、このエレノアの娘でもある」

「へえ」

「……驚かないのか」

「驚いてるわ、とても」

「……全然そうは見えない」

　切り札でも全然驚いてるように見えないオルティア。ちょっとだけ悔くやしくなってきた。

　その後魔法の玉の黒と白も使って見せたけど、やっぱり驚かないから、おれはあきらめた。

「みゅー」

　チビドラゴンが啼ないて、剣のひかりに体をこすりつけた。

　切なそうな、悲しそうな顔をしている。

　魔剣の姿のひかりを見て、おれを見る。

　まるで、ひかりはどこに行ったの？　って言ってるような顔だ。

　ドラゴンだけど、捨てられた子犬のような目。

　かわいそうになったから、ひかりに言った。

「ひかり、元に戻っていいぞ」

（うん！）

　ひかりが人間の姿に戻った。チビドラゴンはすぐにひかりに飛びついた。

「あはは、おーちゃんくすぐったいよ」

　じゃれ合うひかりとチビドラゴン。

　それを温かく見守りながら、馬車は進んでいく。





☆






　王都メテオラ。

　馬車から降りて、目の前にある王城の中に入る。

　まずは女王に謁見えっけんする。ということでここにやってきたおれはいったん別の部屋で待たされた。

　しばらくして女官がやってきて、準備が整ったって言ったから、それに付いていった。

　魔剣を両方とも腰に下げて、オルティアと一緒に歩く。案内の女官から謁見の時の礼儀作法や注意事項について色々聞かされた。

　だが適当に聞き流した。これから会う女王がどんな人なのかの方が気になった。

　やたら天井が高くて、やたら長くて、やたらじゅうたんがふかふかな廊下。

　しばらく歩いていくと、でっかい門の前に来た。

　門の前には衛兵が二人立っていた。

「謁見の間、御前ごぜんである」

「武器の類たぐいはここで預かる」

　といって、二人とも手を伸ばしてきた。

　暗殺者対策には当たり前なことだけど。

「……魔剣エレノアだぞ、いいのか」

「関係ない」

　衛兵の一人が言った、何故なぜか冷笑を浮かべている。

「本物の魔剣エレノアを人間が持てるはずがない」

「最近はファッション目的で流行はやってるらしいな」

　衛兵の二人はあざ笑うように言った。

　おれは無言でエレノアを渡した。少し痛い目を見てもらおう。

　衛兵はエレノアを受け取った。最初はにやにやと値踏みするような目でエレノアを見ていたが、次第にエレノアの体から発する黒いオーラに包まれ、顔が強ばって、目が血走っていく。

「ぐ、ぐがががが」

「ど、どうした！」

「ぐぎがあああーー！」

　衛兵は正気を失って、エレノアを振り回し始めた。

　いきなりの豹変ひょうへんに、もう一人の衛兵が慌あわて出す。

「な、なんだこれは」

「だからエレノア」

「え」

　おれは冷ややかな目をしながら言った。

「魔剣エレノア。人間が持つと取り込まれて正気をなくすんだろ？」

　衛兵はおれと同僚を交互に見た。顔がみるみるうちに恐怖に染まる。

「ほ、本物だったのか」

「おれはそう言ったぞ」

　衛兵がエレノアを持ったまま暴れる。騒ぎを聞きつけて人が集まってくる。

　魔剣を持ち、黒いオーラを纏まとって暴れ回るその姿に、王宮の人々は怯おびえ、おののいた。

　何人かの衛兵が暴れてるヤツを取り押さえようとするが、逆にエレノアに斬きられ、負傷者が続出した。

　騒ぎが大きくなる。エレノアの名前とともに恐怖が伝染する。

「そろそろ止めなさい。これ以上暴れると謁見が中止になりかねないわよ」

　オルティアが先生口調で言った。

「そうだな」

　頷うなずき、衛兵に向かっていく。斬りつけてくるエレノアをひかりで受けとめ、弾いて、当て身をみぞおちにいれた。

　一撃で衛兵を沈めて、エレノアを回収する。

　周りの野次馬やじうまによく見えるようにエレノアとひかり、二本の魔剣を腰に差す。

　ざわめきの中、暴走して気絶した衛兵が運ばれていった。

（貴様！　我をいいように使いおって）

「ひかりを使うわけにはいかないだろ？」

（だからといって）

「それにお前を偽物にせもの扱いされるのはちょっと気にくわなかった。お前は魔剣エレノア。ひかりの母親、本物のエレノアだ。お前を偽物扱いするヤツは許せない」

（……）

「これからも似たようなことがあるかもしれない。先に謝っとく」

（ふ、ふん。すきにしろ）

　衛兵が暴れたせいで、おれは周りから怯えられながら、謁見の間に入った。

　中はかなり広くて、格式張ってる。

　赤絨毯じゅうたんと階段のようなものがあって、その上に玉座ぎょくざがある。玉座には一人の少女が座っていた。

　見た感じ十代で、物静かで、寡黙かもくな感じの少女。

　それが豪華なドレスを着てて玉座に座っている。彼女が女王リカ・カランバで間違いないだろう。

　その近くに三人の男がいたが──こいつらはどうでもいいと思った。

　おれは女王を見つめたまま、前もって教わって作法に則のっとって一礼した。

「三等男爵結城ゆうきカケル、お目通めどおりが叶かない光栄至極しごくに存じます」

「……」

　女王は何も言わなかった、代わりにそばにいる男達が口を開いた。

「よくぞ参られた、ユウキ男爵、そして大賢者オルティアよ」

「女王陛下は大層たいそうお喜びだ」

「しかしユウキ男爵、話に聞いていたよりもお若い」

　女王はぼうっとおれを見ている、喋しゃべる気配はない。

　代わりに男達がぺらぺら喋りだした。

「大賢者オルティア様が推挙なさった方だ、間違いないでしょうな」

「しかし我が国に未いまだなんの功績も立てていないことも事実」

「これからの活躍を期待しておりますぞ」

　その後男達にいろいろ言われて、おれは結局一度も女王の声を聞けないまま、謁見が終わったのだった。





☆






「オロス、スクネリス、ラロウカ。あの三人の宦官かんがんが実権を全て握っている」

　馬車の中、宿に戻る途中。

　フードを被かぶったままのオルティアがおれに言った。
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「実権を？」

「先王が崩御ほうぎょした後、王女であるリカを女王に仕立てたのがあの三人。聡明そうめいと評判の王太子を政争で自害じがいにおいやり、リカを女王として祭り上げた。以来、あの三人がずっとこの国の実権を握っている。ただし官位はたいしたことない、カケルの方がよほど上よ」

（まあ、宦官と男爵ではな）

　おれはさっき見た女王のことを思い出した。

　表情が乏とぼしく、まるで操あやつり人形みたいだった。

　女王なのになんで？　って思ってたけど、そういうことだったのか。

　実権を握られた飾り物の女王。

　その顔が頭から離れなかった。





☆






「わっ！」

　謁見の間にワープしたおれは盛大に驚いた。

　女王はさっき会った時と同じように玉座に座って、ぼうっとしてる。他に誰もいない。

　女王がおれを見る、こっちは盛大に驚いたのに、向こうの表情はほとんど変わらない。

「ユウキ男爵？」

　女王が口を開く。初めて聞く声はかなり綺麗きれいな声だった。

　感情がこもってないことだけが難点だ。

「お前一人だけか？」

　さっきと違って、おれは普通の口調で話し掛けた。

　女王は静かに頷く。

「まだ移動の時間じゃないから」

「移動の時間？」

「わたしの行動は管理されてる。今日は夕方までここにいて、日没したら居室に戻る、そうなっているわ」

「管理？」

　なんか変な言葉が出てきたぞ。

「というかずっとここに？　どっか行かないのか」

「手続きを踏めば。でも記録に残るから、後でオロス達に怒られる。勝手なことをされては困りますぞ、って」

「……」

　なんだそりゃ。

　オルティアの話を聞いて傀儡かいらい女王って言葉が頭に浮かんだけど、これって傀儡よりもひどくないか？

　まるで囚人しゅうじんじゃないか。

「どっか行こうか」

　女王は首を振った。

「無理。予定外の所に一歩でも行こうとしたらすぐに宦官とか女官にょかんとかがくっついてくるから」

「そんなもの、障害にもならない」

「……魔剣があるから？」

「魔剣でもいいんだけど」

　エレノアとひかりをふるって血路を開くのも一つの手だけど、そんなことをする必要はまったくない。

「もう一度聞く。どっか行こうか」

「……行けるの？」

　おれは頷うなずく。

　女王は考えた。大分考えた。

　考えた後、静かに頷いた。

「よし、じゃあ行こう」

　おれは女王に近づいて、彼女を連れてワープした。

　謁見の間から一瞬で城の外に飛んだ。

　馬車が止まっているところ、大通りの行き止まり。

　それなりに通行人はいるけど、見えづらい場所だ。

　待ってるオルティアにただいまと言った。

「つれてきたのね」

「ああ。……知ってたな、あれを」

「ええ」

　オルティアは頷いた。

　いきなりのことで、女王は驚いた顔で辺りを見回す。

「ここは……どこ？」

「メテオラの城下町……でいいのか」

　オルティアに確認する、静かに頷うなずかれた。

「城下町……」

「ほら、あそこが王宮」

「うそ……今の一瞬で？」

「宦官とか女官とか、障害にもならなかっただろ？」

　女王はおれをじっと見つめ、しばらくしてからコクコクと頷いた。

　そして、街を見回す。

「王宮から出るのは何年ぶりだろう」

「女王になってからずっと出たことなかったのか？」

「うん。むかしは母上に頼めば、城下町に来ることはできた。護衛はつくけど」

「うん？」

　おれは引っかかりを覚えた。

「城下町に来ることはできたって、もしかして、メテオラから出たことはないのか？」

「ない」

「一度も？」

「一度も」

「……出ようか」

「え？」

「メテオラの外へ、今やったのと同じように」

　女王は目を見開き、驚く。

　さっきより迷った。難しい顔で考え込んだ。

　王宮から外に出るのは経験がある。だけど都から出たことはない。

　だから迷ってるんだろう。怯えてるようにも見える。

　しばらくして、女王は首を振る。

「ううん、いい──」

「行くぞ」

　最後まで言わせることなく、おれは女王を連れてワープした。

　やってきたのは、山ウシの草原。

　都と正反対の場所の中で、おれが一番なじみの深い場所。

「こ、ここは？」

「草原」

「これが草原……」

　知識としては知ってたけど、見るのは初めてって口ぶりだ。

「すごい……」

　驚嘆きょうたんする女王。

　出会った時の人形の様な顔とちがって、瞳ひとみが輝き出していた。
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「これって、誰が手入れしてるの？」

　広がる草原を見て、女王・リカがおれに聞いた。

「手入れ？」

「だってこれだけの植物、庭師もかなりの人数じゃないと無理じゃない」

「……これ、勝手に生はえてるだけだぞ」

「ええ？」

　リカはおれと草原を交互に見た。信じられないって顔をしてる。

「庭師はいないの？」

「草原なんて勝手にできるもんだぞ」

「うそ……」

「……なあ、一つ聞いていいか。例えの話だ。誰かが飢うえて、食べるパンがなくなって飢え死にしそうだって聞いたらどう思う？」

「え？　肉を食べればいいんじゃないの？」

「……」

　なんだかリカのことがかわいそうになってきた。

　何も知らないで今の話を聞くと、マリー・アントワネットかよ！　って突っ込んでたかもしれない。

　だけど、王宮から出るのさえ数年ぶり、王都から出るのが生まれて初めてというのを知った後だから、その突っ込みができない。

　むしろ、そういう環境にいることを強いられ、そうとしか考えられないリカをかわいそうに思えてしまう。

　リカはおれの反応をちょっと不思議がったけど、すぐにまたはしゃぎ始めた。

「ねえ、あれは？」

「うん？　ああ、あれは山ウシっていうんだ」

「山ウシ!?　山ウシってこういう肉の塊かたまり──じゃない。そうよね……肉だから元の姿があるんだ」

　言い掛けた途中から、自分の間違いと思い込みに気づいたリカ。

　きっと肉も精肉した後の塊、ヘタしたら料理されたあとのものしか見たことがない可能性がある。

　途中からそれに気づいて、間違いに恥ずかしくなったようだ。

　その赤くなった顔はすごく可愛かわいかった。豪華な女王のドレス姿なのに可愛く見えた。

「山ウシも初めて見るか」

「うん、初めて。結構可愛い顔をしてるんだ」

「可愛いか？　どう見ても猛獣だろあれ」

「あっ、なんか逃げてく」

「ここら辺の山ウシは全員おれを恐れてるんだ。狩りすぎたからな」

「狩りすぎたって、あれをカケルが？」

「ああ」

「あんなに大きいのに？」

「ちょっと待ってろ」

　エレノアとひかりを持って、山ウシに追いつき、一撃で倒した。

　傷口から血を噴いて倒れる山ウシ。それをいったん置いてリカの所に戻ったが、リカは手で目を覆おおっていた。

「どうした」

「ち、血が……」

「ああ、血を見るのも初めてか」

　そりゃそうか。多少の擦すり傷とかは見たことあるだろうけど、街から出たことがないんならこんな狩りの現場を見たことないのも当然だ。

　気絶しなかっただけでもむしろすごい方かもしれない。

「でも、すごい……あんな大きな獣を」

「まあな」

「ドラゴンとかオリクトとかも戦ったことあるぞ。そっちの方が手ごわかった」

「ドラゴン？　オリクト？」

　首を傾かしげるリカ。

　おれはちょっと考えた。

　マリー・アントワネットっぽいリカ。

　肉の塊という思い込みをすぐに自分で正せたリカ。

　草原と山ウシを見て目を輝かせるリカ。

　そんな彼女に、おれはもっと色々見せたくなった。

「他にも色々見て回ろうか」

「──うん！」

　ワープを使って、あっちこっち連れ回した。

　おれが行ったことのある所を順に連れ回した。

　リカは全部に目を輝かせて、大興奮した。

　その姿はひかりと被かぶった。

　生まれたばかりで何も知らない、見るもの全てが新鮮で大はしゃぎする子供のひかりとすごく似ていた。

　いちいち素直に驚き、喜ぶから、もっともっと見せてやりたくなる。

　純真じゅんしんな子供と同じようなはしゃぎっぷりは、日が暮れるにつれ、徐々に落ち着いていく。

　夕日が完全に落ちきる頃ころには、リカは最初に出会った女王の顔に戻っていた。

　感情の起伏きふくがとぼしい顔に戻ってしまった。シンデレラの魔法が解けてしまったような気分だ。

「そろそろ戻らないと」

　おれは提案する。

「なあ、明日の予定はどうなってるんだ？」

「え？」

「今日みたいにボケーとするだけの時間があったら、また迎えにいって、色々見せてやるよ」

「本当!?」

　リカはもう一度、目を輝かせた。

　魔法はかかった。





☆






　翌日、玉座に座ったわたしはオロスの報告を聞いていた。

　いつもの報告。

　国は平和、世は事もなし。

「陛下のご威光いこうが行き届いている証拠でございますな」

　オロスはそう締めくくった。

　昨日までとまったく同じ報告で。

　ふと、わたしはあることを思い出した。

　昨日、カケルから聞かされた質問。

「オロス」

「はっ、なんでございましょう」

「飢えて、食べるパンがなくなって飢え死にしそうな人がいるんだけど、その人はどうしたらいいと思う？」

「愚問ぐもんですな、陛下」

　オロスは即答する。満面の笑えみを浮かべて。

「肉を食べれば良いのです。あるいはケーキでも結構でございますな。食べものはなにもパンだけではありませんので」

　そうよね、パンがなければ肉を食べればいいのよね。

　でも、それを聞いた昨日のカケルはすごく変な顔をしてた。

　逆に、山ウシの話を聞いた時は微笑ほほえんでた。

　片方は責められて、片方は褒ほめられてるような気分。

　なぜ？　なぜこの答えで責められるの？

　わたしは考えた。

　食べるパンがなくなったら、肉を食べるのはだめ？

　考えてると、あることに気づいた。

「オロス？」

「はい、殿下」

「パンと肉、どっちが高いの？」

「……殿下」

　オロスの表情が変わった。笑顔がなくなって、怖い顔でわたしを睨にらむ。

「殿下はこのカランバ王国の女王。パンと肉のどっちが高いのかなんて些細ささいなことよりも、もっと大局たいきょく的にものを見ていただかなくては困りますな」

「肉の方が高いのね」

　まくし立てるオロス。それだけでわたしは理解した。

　肉とパンのどっちが高いのかを、そしてカケルは何を聞きたかったのかを。

「陛下」

　オロスはますますわたしを睨にらんだ。

「わたくしは今、そういう些細なことは気になされるなと申し上げたはずですぞ」

「だけど──」

「陛下！」

「ひっ」

　オロスが一歩前に出た。

　その顔は知ってる、わたしの兄、元王太子キュロス兄様の所に行った時と同じ顔。

　あまりの形相ぎょうそう、あまりの恐ろしさ。

　わたしは悲鳴を上げてしまう。

「誰に何を吹き込まれたのかは存じませんが、王たるもの、そのようなことを気にするべきでありませんぞ。確かにパンは肉よりは安い。が、そんなことはどうでもよろしい」

「だけど」

「陛下！」


「──っ！」



　気圧けおされる、何も言えない。

　オロスが怖くて、何も言い返せない。

「よろしいですな」

「う、うん……」

「結構」

　オロスは笑顔になった。それを見て、わたしはほっとした。

「さすがは陛下でございます、理解が早くて助かりますな。いやはや、その聡明そうめいさがあれば、我がカランバ王国もますます栄えることになるでしょう」

「そ、そうね……」

「これからもそうなさいませ。その玉座に鷹揚おうようと構えて頂き、国を導いて下さいませ。さすれば陛下は稀代きだいの名君として後世に語り継がれることでしょう」

　オロスはそう言った。

　ひょっとして、そうかもしれないと思った。

　でも……でもそれって……。

　本当にそれでいいの？

　ううん、違う。

　パンがなければ肉を食べればいいということはない。

　山ウシも塊のまま生まれてくることはない。

　わたしも……このままでいいはずがない。

「オロ──」

「もう一度だけ申す。鷹揚と構えておられよ」

「……うん」

　逆らえなかった。オロスが怖くて、逆らえなかった。

　こんなのだめ……でも、どうしよう。

　どうしよう。

　どうしよう……どうしよう。

　──カケル。

「威圧した後に褒める、まるで洗脳せんのうだな」

　声が聞こえた。呆れたような声。

「カケルっ！」

　いつの間にか、玉座の間の入り口にカケルが立っていた。
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「ユウキ男爵だんしゃく……無礼な！　どこから入ってきた」

　一瞬怯ひるんだオロスは、すぐに気を取り直しておれに怒鳴った。

　答える義理はない。

　オロスを無視して、リカに近づき、玉座ぎょくざの前に立つ。

「カケル……」

「話は聞いてた。言い掛けたのはなんだ？」

「え？」

「そいつに止められたやつ。言い掛けて、言いたかったことはなんだ？」

「それは……」

　リカがおれの後ろ、オロスを見た。

　窺うかがうような、怯おびえているような目。

　おれは手を横に差し出して、それを遮さえぎった。オロスと目を合わせられないようにした。

「そいつのことは気にするな。お前が言いたかったことはなんだ」

「わたしは……」

　リカは息を呑んで、決意して、おれに言った。

「外をもっと見たい」

　決意の表情をするリカ。

「外の世界をもっと見て、知って、学びたい」

「そうか」

「なりませんぞ殿下。ユウキ男爵、貴殿は一体なんのつもりだ。事と次第に依よってはただではすみませんぞ」

　オロスがおれを恫喝どうかつした。

　ちゃっちい恫喝だ。

　おれはオロスを冷ややかに見て、言った。

「なあ、お前は何者だ？」

「なんだと」

「お前、ただの宦官かんがんなんだよな。なんでそれが女王に意見してるんだ？」

「意見などしていない。わたしはただ、殿下に──」

「宦官が女王の行動を制限するのって、そもそもおかしくないか？」

「それは殿下の──」

「と言うか、なんで女王の宮殿に宦官なんているんだ？」

「え？」

　リカが驚く。

「宦官ってのは王の後宮……ハーレムを守るために生殖器を切りおとした人間のことだろ？　切りおとしたら王のハーレムに手出しできないからって理由で。それ、女王に必要か？」

「むっ」

「そうなの？」

　リカに頷うなずく。

　おれもオルティアから聞いた話だから知ったばかりだけど、先生口調でオルティアが話してくれたんだから、正しいはずだ。

　オロスがうろたえる反応も、それが正しいことだと証明してる。

「……誰か！　誰かある」

　オロスは歯ぎしりした後、大声で叫んだ。

　直後、兵士がぞろぞろ入ってきた。

「女王殿下に害をなす不届き者だ。引っ捕らえよ」

　オロスが命令すると、兵士が敵意を向けてきた。

「待ちなさい。カケル──ユウキ男爵はわたしに害なんて──」

「やれ」

　リカの言葉は届かない。兵士はオロスの命令だけを聞いている。

　おれは突進してくる兵士を蹴り飛ばした。

「女王の命令を聞かないのか」

「……命令は、立場と実行する力の両方がないといけないから」

　リカは口惜くやしげに言った。実感がこもっていた。

　これまでさんざん、実行する力がないがために囚われてきた実感がこもっていた。

「つまり力があればいいのか？」

「え？」

「エレノア、ひかり」

　腰から二振りの魔剣を抜いた。

　オロスの命令で攻撃してくる兵士を次々と斬り捨てた。

「これくらいの力があれば足りるか？」

「それは……」

「まあ、お前の命令に背そむく人間を片っ端から斬って、背けないようにすればいいだけのことか」

　リカが言う実行する力がどんなものなのかわからないけど、とりあえずおれの力を示そう。

　リカの──女王の力、男爵の力を示そう。

「であえ！　であえ！！！」

　兵士をあらかた片付けると、オロスが更に叫んだ。声が切羽せっぱ詰まってきた。

　兵士が更になだれ込んでくる。

「そいつを捕らえろ」

　そう言い捨てて、オロスは外に逃げ出した。

　ワープで追いかけようとしたけど、リカを気にしてる隙すきにヤツはおれが行ったことのない方向に逃げていった。

　徒歩で追いかけるしかない。

「リカ、とりあえずお前をおれの屋敷に逃がす」

「……いいえ、わたしも一緒に」

　決意した目でリカが言う。

「一緒に？」

「ええ、一緒に」

「……はい」

　頷くリカ。

　よく見ると手が震えて、歯を食いしばっている。

　山ウシの時の反応と似てる。血を見て怖がってる様子だ。

　でも顔は、目はまっすぐおれを見てる。

　決意した人間の目だ。

「わかった。なら、リカはおれの前を歩け」

「カケルの前？」

「斜め前でもいい、とにかくおれの一歩前だ。お前の意思でここに残って、オロスを追いかけるんだろ」

「うん！」

（それは危険ではないのか）

　脳内でエレノアが言ってきた。確かに、リカを前に出すのは危険。

　普通に考えればおれが前に立って、文字通り道を切り開いていった方が正しい。

　だが。

「なあに」

　おれはエレノアとひかりを構えて、不敵に笑った。

　兵士に動揺が見える。

「全員斬ればいいだけだ」

　そう、全員斬ればいい。

　決意をしたリカ。自分で答えにたどりついたリカの道、それを邪魔する奴らは斬り捨てるだけ。

　リカがおれの前に進み出た。

「普通に歩けばいい。足を止める必要もない」

「はい」

　しっかりと頷うなずくリカ。顔に迷いはない。おれへの信頼が見て取れる。

　リカが歩き出して、おれはその一歩後を歩く。

　だいたいの兵士は、オロスが逃げた後すでに戦意を喪失していた。

　それでも斬りかかろうとするやつがいた時だけ、瞬時に前に出て二振りの魔剣を振るい、道を開く。

　襲いかかる兵士を最短の手順を斬り捨てて、道を確保する。

　リカは進み続けた。おれの助けを借りながら、一秒たりとも立ち止まらず進み続けた。

　最初は強かった抵抗が、徐々に弱まってくる。

「女王陛下……」

　リカが先頭に立っているからだ。

　自分の意思で先頭を歩く女王、それにつきしたがう剣おれ。

　攻撃をためらうのは理解できる。

　抵抗が少なくなっていき、やがてほとんどなくなった。

　リカは悠然ゆうぜんと、宮殿から出た。

　すると、そこにもオロスとともに大量の兵士が待ち構えていた。

　おれとリカの姿を見た兵士達の間に動揺が走る。

「や、やれ」

　オロスが言う。しかし兵は動かない。戸惑とまどっているのは明らかだ。

　おれは一歩前に出た。

　二振りの魔剣を構えて、全身に黒いオーラを威嚇いかく用に纏まとわせて。

「女王陛下。こいつらも全員斬ればいいのか」

　わざとらしい口調で、「も」を強調して言った。

　リカは賢い、きっとこっちの意図に気づく。

「ええ、降伏しない者はすべて斬り捨てなさい」

　と言った。

　瞬間、兵士達が次々と降伏しだした。

　力の差は明らか。更にそれを持つのはこの国の女王。

　降伏するのは、当たり前の流れだった。





☆






「スクネリスもラロウカも捕まえた。ラロウカってヤツは屋敷に踏み込んだ時に家族も使用人も捨てて逃げようとしたけど、追いかけてとっ捕まえた」

　玉座ぎょくざの間ま。

　玉座に座るリカと報告するおれ。

　前と違って、部屋の中にも衛兵が立っている。

「後は何をすればいい？」

「わたしにもよくわからない。これから学ばないと」

「なら、学ぶ時はおれの屋敷にくるといい。あそこにはオルティアがいる。知識ならいくらでも与えてくれる」

「大賢者オルティアが……それが本当にできるのなら」

　リカは目を輝かせた。

「話はつけておく」

　おれの精気と引き替えにって言えば多分いける。吸われすぎてオルティアとやれないけど、話を聞く限りオルティアもおれの精気がないと困るはずだ。

　美味おいしいものを食べられなくなってまずいもので腹を膨ふくらませるしかない、くらいには困るはずだから大丈夫だ。

「本当に……本当にカケルにはなんとお礼をしたら。わたしにできることはある？」

「あるぞ」

「それはなに？　なんでも言って」

　リカは目を輝かせておれを見た。

　おれは周りの兵士をちらっと見た。

　賢い彼女は、それで理解した。

「下がっていなさい」

　そう命じると、前とは違って、兵達は女王の命令に従った。

　二人きりになって、おれは言った。

「お前が欲しい」

　リカはきょとんとしてから、顔を赤くして頷いたのだった。
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　ベッドの上、リカがヘトヘトでトロトロになっていた。

　初めてだしあまり無茶させちゃ悪いなとは思ったけど、いざ始まってしまうとついついやり過ぎてしまった。

　それでもまだまだムラムラしてるもんだから、エレノアを担いで……ひかりはおいていって……どこかに憂うさ晴らしにいこうかって思っていたその時。

「カケル……ありがとう」

　リカの方を見た、彼女と目が合った。

　指一本も動かせないくらいヘトヘトになってるのに、目だけはまっすぐおれを見つめ、感謝の思いを訴え掛けてくる。

「おう、感謝しろ」

　おどけて言った。

「これからも何かある度たびに助けてやるから、そのたびに感謝しろ」

「うん。ありがとう。……ねえカケル、カケルって、女のこと……好き？」

「なんだその質問は」

「その……知識が間違ってたらごめんなさい。英雄は色を好むって、聞いたことがあるから」

「……ああ、そういう意味か。そういう意味なら、うん、女好きだぞ」

「いっぱいいた方が好き？」

「そうだな」

　ちょっと考えて、言った。

「お前みたいないい女ならいくらでも。魅力のない女はいらん」

「じゃあ、集めると、カケルは嬉うれしい？」

「集める？」

「今宦官かんがんのことを思い出したの。わたしは後宮いらないけど、カケルのために女の子を集めるのなら、やっぱり宦官はいるんじゃないかなって」

「そんなことを考えてたのか」

「いや？」

「……いや」

　リカに向かって、微笑ほほえんでやった。

「いい女を集めてくれたら嬉しいぞ」

「うん！」

　リカは嬉しそうな笑顔を浮かべた。

　今は、好きなようにやらせてやりたい、おれはそう思っていた。

　……本当だぞ。
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　くじ引き所に来た。

「おかーさん！　ぎゅっ」

　ついた途端、ひかりがエレノアに抱きついた。

　まるで待ってましたとばかりにだ。まあ、エレノアが人化できるのはここだけだから、ひかりの気持ちはわかる。

　抱きつくひかりは大はしゃぎで、エレノアは困り顔をしつつもまんざらじゃない様子だ。

　にしても、そっくりな二人がそんなことになってるのは見てて楽しいな。

　そしてくじ引き所には先客せんきゃくがいた。

　元の世界でおれの前にくじを引いた触手男しょくしゅおとこだ。

「おう、また会ったな──って、増えてないかそれ」

　男が指さして言った。事情を知らないとひかりとエレノアは「増えた」ように見える。

「色々あったんだ」

　説明するとややっこしいから、適当にごまかした。

「そうか。まあ色々あるわな」

　男はにやりと笑った。

　そっちはそっちで、なんかあるんだろうな。

「それよりも、今回も先に引かせてもらうぜ」

「ああ」

「まずはこっち！」

「はい、10回分たまってます」

「うおおおおおおお！」

　男は勢いよく、無料くじの方を回した。

　玉がポトポトと出てきて、外れ玉以外に二つ違う色のものが混ざっている。

　ハンドベルが鳴る。

「おめでとうございます。部屋ブロックと、キッチンセットです」

　おお、キッチンセットか。どんなセットなのかわからないけど、それは欲しいな。

　羨うらやましい──って思ったけど、男は複雑そうな顔をした。

「どうした」

「魔法コテージの方を持ってないんだよ」

「……そっか、そっちがないとこっちだけがあっても意味ないのか」

「そうだ」

　おれはスタッフを見た。苦笑いを返された。

　よくよく考えたらそうだ。最初にひかりが引き当てたけど、そもそも魔法コテージという本体がないと意味ないんだよな。

　男はしょんぼりして──すぐに立ち直った。

「なんの、まだこっちがある！」

　といって、くじ引き券を束たばで取り出した。

　それをスタッフに渡して、数えてもらう。

「はい、五十枚ですね」

　すごいな。前もすごかったけど、今回はもっとすごいぞ。

　どうやったらそんなに集められるんだ？

　やっぱり今度話を聞いてみよう。

　男はくじを引いた。

　一気に、ガラガラガラと回した。

　ほとんどが黒か白、魔法の玉ばかりだ。

　それが三十回目くらいの頃に──初めて見る玉が出た。

「おめでとうございます！　三等賞、異次元倉庫です！」

「うおおお！」

　スタッフが羽のついた鍵かぎを男に渡した。

「これはいつでもどこでも異次元にある倉庫に繫つなげてものを出し入れできるアイテムです。広さは大体六畳じょうくらいの部屋です」

「いいな、それはいいな。色々使えるな」

　男が興奮してる。気持ちはわかる。当たった時はそうなるよな。

「よーし、更に引くぞ。今日のおれはすっげえ当たる気がする」

　意気込んで、更に回した。

　その「当たる気がする」ってのはわかるけど、当たらないだろ。

　そういう時って大抵気がするだけ──。

　ガランガラン。

「大当たりです」

「マジかよ！」

　ハンドベルが鳴った、おれはビックリした。

　だけど……。

「なあ、これってさっきのと同じだよな」

　男が微妙な顔でスタッフに聞いた。スタッフもそれに気づいて、微妙な顔をした。

「は、はい。三等賞、異次元倉庫です」

　なんと当たりがかぶってしまった。かぶることもあるのか。

　……あるよな、かぶるのって。

「もちろん二部屋もらえるんだよな」

「ごめんなさい、倉庫は人依存いぞんです、一人につき一部屋なんです」

「……じゃあこれ、意味ないってことか」

「ごめんなさい」

「くそ」

　男は悔くやしがった。当たったのに実際意味ないとか悲しいよな。

　そう考えると、外れでも、かぶっても意味ある魔法の玉の方がまだいい。

　男はその後残った回数を引いたけど、魔法の玉しか出なかった。

「くそ、よりによって偏かたよる日に引いちまったぜ」

　男はぶつぶつ言って、くじ引き所を出た。

　その気持ちもわかるけど、偏る日なんてないだろ。

　が、気持ちだけはわかる。よくわかる。

「おとーさん、くじ引きしていい？」

　ひかりがエレノアにしがみついたまま、大好きなおかーさんを半分引きずったような状態でおれの所にやってきて、聞いた。

「ああ。せっかくだからおかーさんと一緒に引くか？」

「いっしょに？」

「うん、ひかりはこっち、エレノアはこっちだ」

　二つの抽選器を指していう。

　ひかりは満面の笑みで「うん！」と頷うなずく。

　エレノアはくじ引き券の方、ひかりは毎日貯たまる無料抽選券の方を。

　一緒になって、レバーに手を掛けた。

「エレノアは11回な。それから運を貸し出し」

『魔剣エレノアに運を貸し出します。残り29秒』

「じゃあいくぞ、よーい……スタート」

　手刀てがたなをきってやると、ひかりは大はしゃぎで、エレノアは複雑そうな顔でくじ引きをした。

「おめでとうございます、キッチンセット大当たりです」

「わーい」

　ひかりの方はキッチンセットを一つ当てた。そして──。

「おめでとうございます、三等賞、異次元倉庫です」

　エレノアは10回連続黒玉の後に、三等賞を引き当てた。

　……なんか、本当に確率偏かたよってないか？　今日。

「おとーさん、だめだった？」

　おれが複雑そうな顔をしてると、ひかりがそんなことを聞いてきた。

「いや、まったく問題ないぞ、むしろ最高だ」

「本当!?」

「ああ、ひかりもエレノアもよくやったな。さすがだ」

「うん！」

「こ、こら」

　ひかりがまたエレノアにしがみつき、エレノアが困りつつもまんざらじゃない顔をする。

　確かに問題はない。

　異次元倉庫も当てたしキッチンセットも当てた。

　おれはまったく問題なかった。
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「またやれなかったよぉ……」

　屋敷のなか、ミウをモフモフしながら、おれは傷ついた心を癒いやしていた。

　ちょっと離れた所でフードを外したオルティアが、絶世の美女モードで優雅にくつろいでいる。

　そう、今日こそは行けると思って挑んでみたけど、結局いつも通り全精力を持って行かれただけで、息子はまったく反応しなかった。

「おとーさんかわいそう」

　ひかりがおれのそばにやってきて、頭をなでなでしてくれた。

　娘の小さな手が今はありがたい。

「わたしがお手伝いできればいいのですが」

　ミウが申し訳なさそうに言った。

「気にしなくてもいいぞー、ミウはこうしてモフモフさせてくれるだけでいいんだ」

「はい！」

「もーふー」

　気の抜けた声を出して、モフモフし続けた。

（カケルさん、お客様が来ました）

　天井てんじょうからメイド幽霊のタニアが現われて、それを知らせてきた。

　最近はまた屋敷に戻って、屋敷に取り憑ついてる。

　前と違って、あのメイド部屋の近くだけじゃなくて、屋敷全体を自由に動き回ってる感じだ。

　それで屋敷の防衛とか、ミウの手伝いをしている。

　出会いが出会いで最初はミウが怯おびえてたけど、最近はすっかり打ち解けてきた様子だ。

「客？　誰だ」

（えっと、サラマス、って人です）

「サラマスさんか」

「あの、ご主人様、わたしちょっと行ってきますね」

　ミウがメイドとしての仕事をしに行こうとしたけど、おれはミウを引き留めた。

「いや、ミウはこのままもふもふだ」

「えっ、で、でもお客様が」

「タニア、ナナとイオが屋敷にいたよな」

（はい。ナナさんは剣の稽古けいこ、イオさんは魔法書を読んでます）

　いつの間にか屋敷にすっかり住み着いた二人。今日は二人ともいるようだ。

「どっちかに対応してもらって、用件を代わりに聞いてもらってくれ」

（わかりました）

「待って」

　オルティアがタニアを呼び止めた。

（どうしたんですか？）

「イオってあの魔法使いの娘だったね？　その子に出てもらって。彼のことは体調不良と言ってもらって」

（はあ……）

　タニアはおれを見る。おれはとりあえず頷うなずいた。

　体調不良なのは確かだ。精力を吸われた上にやれないとか、心身共に大ダメージだからな。

　タニアが天井にすっと消えていったあと、オルティアに聞く。

「なんでわざわざ注文をつけたんだ？」

「そろそろカランバ王国の一件の噂が広まる頃ころだからよ」

「カランバの？　それがどうした」

「すぐにわかる」

　それっきり、オルティアは何も言わなくなった。

　元のくつろぐだけの体勢に戻る。おれはそれをじっと見つめた。

　くそ……やっぱりいい女だよな。

　綺麗きれいだし、色っぽいし。

　やりたいなぁ。

　でもできないんだよな。気持ちだけあって、体が付いていかない。

　かといって精気をやらないとしわしわだし、そっちは論外すぎる。

　……悲しい。

「ご主人様……」

　だからミウをモフモフした。

　じっくり、丁寧ていねいにモフモフした。

　しばらくして、イオが部屋に入ってきた。

「カケルさん、サラマスさんが帰りました」

「そうか、で、用事はなんだったんだ？」

「特になかった」

　オルティアが口を挟んできた。

「そうよね」

「そんなわけないだろ。用事もないのにわざわざ──」

「う、うん。そう言われた」

「え？」

　驚いてイオを見た。

「サラマスさんがそう言ったのか？」

「うん。それとなんか色々カケルさんにプレゼントを持ってきた。応接間に置いてあるよ」

「プレゼント？」

「わたしもこんなのもらった」

　イオはそう言って、宝石を手のひらにのせておれに見せてくれた。

「イオにプレゼント？」

「えっと、五爵ごしゃく様によろしく、って言ってた」

「五爵様？」

「次は会ってあげるといいかもね」

「いや、そりゃ普通の時に来たら会うけど」

　一体どういうことなんだ？

　なんか不思議がってると、またタニアが天井から現われた。

（カケルさん、今度はアンドレウさんって人が来ました）

「アンドレウさんが？」

（はい）

　おれはオルティアを見た、オルティアはにこやかにイオを指さした。

　同じようにしろ、ってことだろう。

　イオは部屋を出ていって、しばらくしてまた戻ってきた。

　ちょっと困った顔をする。

「カケルさん……」

　と言って、手を出した。

　今度は杖つえ、先端に宝石のついた魔法の杖を持っていた。

「それももらったのか」

「はい、これすごく高いんですけど、どうしましょう」

「プレゼントも？」

「置いていきました。さっきとは別の部屋にあります」

　オルティアを見た。

「また五爵様によろしく、と言われたの？」

「はい、言われました」

「まあ、そうでしょうね」

「一体どういうことなんだ？」

「五爵のカケル、カランバ王国の政権奪回せいけんだっかいに深く関与。この二つのことで多くの人間があなたに近づきたいと思うようになってるはずだわ。有あり体ていに言えばゴマをすりにきたのよ」

「はあ」

　そういうものなのか。

　つまりあれか、おれは今山吹色やまぶきいろのお菓子をもらってるってことか。

「あとはあの女が来るかどうかね」

「あの女？」

　不思議がってオルティアを見る。誰のことを言ってるんだろう。

　そうしてるうちに、またタニアが出てきた。

（カケルさん、今度はデルフィナさんが来ました）

「デルフィナ？」

（はい、屋敷の外で待ってます）

「わざわざ屋敷の外で待ってる？」

　デルフィナらしくない、というかそんなの必要ないだろ。

　おれが迎えに行くって約束してるし、来たんならそのまま屋敷に入ればいいだろ。

　ふと、オルティアの「あの女」を思い出した。

「デルフィナのことか？」

「ええ。そしてあなた、よほど愛されてるわね」

「どういうこと？」

「豪商ごうしょうデルフィナまでもが五爵様に取り入ろうとしているって噂を流そうとしてるのよ。あなたを持ち上げるために。わざわざ外で待ってるってことは、人に見られるためにいるってことだから。じゃなきゃ彼女が外にいる必要はないでしょ」

「……そうか」

「さあ、以上を踏まえて、どうしたらいいと思うかしら？」

　オルティアは先生口調でおれに言った。

　おれは考えた。

「タニア、今度はナナに出てもらって。迎えは表まで。時間掛けて、見えるように」

（わかりました）

　タニアがすっと消えた。

　オルティアを見る。彼女は「よくできました」って顔をした。

「あとでデルフィナを可愛かわいがって──」

「そっちは言われるまでもない」

　おれはちょっと強めに言った。

　最近あれこれオルティアに教わってるけど、今のは必要ない。

　知ってるし、そうするつもりだ。

　オルティアはちょっとビックリして、それからちょっと頰ほおを染めて、「そうね」とだけ言った。

　それからしばらく、おれの屋敷にひっきりなしに人が訪れてくるようになった。
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　野外。

　エレノアとひかり、魔剣の二刀流で敵のモンスターを斬きり倒していく。

　おれの前には大量の「トロル」って名前のモンスターがいる。

　人間の数倍はでかくて、緑色の体にふんどし一丁いっちょうで、手にものすごくぶっといこん棒を持ってる。

　こん棒で殴られた（おれが避けた）地面はボコッとへこむ程の威力がある。

　名前通り、いかにもなトロルというモンスターだけど、実際に目の前に来られると威圧感いあつかんが半端ない。

　普通の人間なら戦う以前にまず逃げ出すだろうな。

　メリッサを守りながら、そいつらを倒していく。

「このままいけばいいのか？　メリッサ！」

「うん！　この先に巣があって、そこに娘達が捕らえられているそうよ」

「わかった！」

「カケル！　左右からもトロルが」

「むっ」

　メリッサの切羽せっぱ詰まった声。

　目の前の一体を斬り伏せてから見ると、言葉通り、左右からトロルの集団が突進してくるのが見えた。

「新手あらての挟み撃ちか！」

「大丈夫なのカケル。数が全然減らないんだけど」

「問題ない」

　即答した。

　一体一体は強くて、その上数も百匹くらいいるけど、別にどうってことはない。

　レッドドラゴンの方が断然強い。

「きゃあ！」

　メリッサの悲鳴が聞こえる。

　トロルの一匹がメリッサの腕を摑つかむ。おれのすきを突いて攫さらおうとしてる。

　そのトロルの腕をエレノアで斬りおとし、ひかりで脳天をぶっさした。

「大丈夫か」

「ええ、大丈夫」

「攫おうとしてたな」

「うん。こん棒で殴なぐられるのは大丈夫だけど……」

　メリッサは本気で困ってる。まあこいつは「死ぬほどタフ」ってのが取り柄だから、トロルに殴られても大丈夫だけど、攫われたらどうしようもないだろ。

　まあ、おれのそばにいる限り攫わせはしないけどな。

　こうしてメリッサをひき連れて、トロルを一掃して、捕まった人達を助け出した。

　近くの寒村に住む、まともに謝礼も出せないような村の人達。

　メリッサらしい、慈善事業のような人助けだった。
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　捕まった人達を村まで送って、お礼の言葉だけもらって、それからワープでメリッサを連れておれの屋敷に戻ってきた。

「今回もキツかったな」

　強くはなかったけど、キツかった。

　体感だけど、トロルの一匹一匹はナナの半分くらいで、一般兵士の十倍くらい強かった。

　それを大量に相手して、さすがにくたびれた。

「ありがとう、カケル」

「いいさ。というより、お前、どんどんキツい仕事受けてないか？　今回もおれがいなかったらどうするつもりだったんだ？」

「……」

　答えないメリッサ。

　どう考えても、今回のあのトロルの群れはメリッサと出会った頃ころに彼女が率いていた部下でどうにかなるとは思えない。

　倒せて一匹が関の山だ。

「ま、いっか」

　今はおれがいるし。メリッサには何かあれば言ってこいよと言いつけてあるし、今の所それを守ってるっぽいから、問題はないか。

「あの……カケル？」

「なんだ」

「また協力してくれる？」

「いいけど、それよりお前はもっと休むことを覚えろ。一件一件がキツいし、頻度ひんどもかなりのもんだぞ」

「うん。でももっと頑張らないといけないから」

　メリッサが意地いじを張る。

　そして、なんか悲しそうだった。

「もっと頑張る」と悲しそうな顔で言う。なぜなのか気になった。

「お前、なんか悩みでもあるのか？」

「え？　どうして？」

「どうしても何も、そんな顔をしてたらわかるわ」

「顔……」

　メリッサはベタベタ自分の顔を触った。

　自覚がないのか。

「悩んでることがあったら話せ。おれがなんでも解決してやるから」

「解決？」

「ああ」

「……」

　メリッサはますます悲しそうな顔になった。

　しまいには顔を手で覆って、泣き出してしまった。

「ちょ、ど、どうしたんだ」

　おれは慌あわてた。

　メリッサは首をぷるぷるふって、泣いたまま答えない。

　どうしたんだ？　ていうかどうしたらいいんだ？

　おれがあたふたしていると、ひかりが人型に戻って、メリッサの手をとった。

「お姉ちゃん、泣かないで」

　おれは「おっ」っと思った。

　切り札ひかりの出番だ。親ばかかもしれないけど、ひかりはそういう不思議な魅力がある。

　ひとの心を癒いやせるというか、そういう和なごませの才能がある。

　あとおれに似て、困ってる女を放っておけない性格だ。

　ひかりが出てきたから、おれはメリッサが泣き止むのを期待した。

　が。

「うわーーん」

　かえって大声で泣かれた。

　ざめざめと泣いてたのが、まるで子供のようなピーギャーっていう泣き方に変わる。

　ひかりが困り顔になって、おれを見た。

　おれは無言でひかりの頭を撫でてやった。

　そして、メリッサに言う。

「どうしたんだ一体」

　ちょっと強めに聞いた。

「その子……その子、カケルの子だから」

「うん」

「カケルの子だからぁ」

　またビエーン、って泣き出した。

　訳がわからなかった。

　おれの子だからって、何がどう「だから」なんだ？

　しばらくメリッサを見つめた。

　五分くらいして、ようやく徐々に落ち着いていく。

　そして、語り出す。

「カランバ王国の話を聞いたの。カケルが政権奪回に協力して、その代わりに女王をものにしたって」

「ああ」

　頷うなずくおれ。

「それがどうしたんだ？」

「カケルの他の女達も、みんなカケルに何かしてもらって、その代わりにカケルの女になったって聞いた」

「全員が全員そうじゃないけど……まあ大体そんな感じかな」

　異世界にやってきてからのことを思い出す。

　おれと関係を持つ女達って大抵そんな感じかもな。

「人間の女だけじゃなくて、魔剣もそうなった」

　ああ、だからひかりか。

　いや別にエレノアとは直接シてないんだけどさ。

「なのに……なのに……わたし、カケルにいっぱいお願いしたのに、要求されないのはどうして？」

「うん？　ちょっと待て」

　手を出してメリッサを止める。

　そして考える。あることに気づく。

「もしかして、最近やたらとお前の頼みがエスカレートしてるのってそのせいなのか？」

「……うん」

　メリッサが頷うなずく、また泣き出しそうな顔をする。

　理由はわかった……そしてちょっとだけ申し訳なくなった。

　ぶっちゃけ理由はない。メリッサを今まで抱かなかったのは、なんだかんだでタイミングが合わなかっただけ。

　リカにかかりっきりだったり、オルティアにまとめて吸われたり。

　したいって何度も思ったし、今でもそう思ってる。

「よし、しようか」

「え？」

「したくないのか？」

「ううん」

　メリッサはぷるぷると首を振った。

「したい。カケルのものになりたい」

「おう」

　メリッサを抱き上げて、屋敷の中に入る。

　途中でナナとイオと遭遇そうぐうする。

　二人はおれとメリッサを見て、一瞬で状況を理解する。

「主よ、手伝おうか」

「カケルさんの相手は一人じゃつらいもんね」

　と言った。それが無難だろう……三人でも足りないだろうけど。

「か、カケル」

「どうした」

「わたし一人じゃ、だめ？」

「一人？」

「一人でカケルを受け止めたいの。た、体力には自信があるから」

「……そうか」

　ちょっと胸が熱くなった。そんなことを言ってくるメリッサがメチャクチャ可愛かわいかった。

「というわけだから」

　ナナとイオに言う。二人は一斉いっせいに頷いた。

「承知。一応準備だけはしておく」

「うん、しておきますね」

　そう話すナナとイオをおいて、メリッサを寝室に連れ込む。

　結論から言うと、メリッサはすごかった。

　不死の聖女をヘトヘトのトロトロにするのに丸一日──冗談とか比喩ひゆじゃなくて丸一日かかった。

　メリッサはそうなったけど、おれはまだまだし足りない。

「ありがとう……カケル」

　足りないけど、寝言でもそんなことを言うメリッサを見て、とりあえず心は満足できた。
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　昼下がり、お茶を飲んでケーキを食べて、優雅にくつろいでいた。

　横にナナとひかりがいて、ナナはひかりに読み書きを教えている。

「あれえ、これ、なんかナナおねーさんが書いたのと違うね。どうしてだろ」

「ここ、ここが逆になってる」

「あっ、そっか、左じゃなくて、右にくるっと書くんだよね」

　実際は見てないけど、間違い方が何となく想像できた。

「あ」と「お」を間違えるとか、「さ」と「ち」を間違えるとか、「ね」と「れ」を間違えるとか。

　そういう、子供にありがちな間違いをしてるっぽい。

　それを、ナナが根気よく教えている。

（意外と、子供好きなのかな）

「彼女のことか？」

（うむ。無骨一辺倒ぶこついっぺんとうの女だと思っていたが、普通に優しく接していて驚いた）

　それはおれもちょっと思った。

　実際に剣を交えた相手で、今もおれのことを「主」って呼んで、堅苦かたくるしい喋しゃべり方をするナナだから、今の光景はちょっと驚きだ。

　だから見てて楽しい、微笑ほほえましいって感じる。

「ご主人様」

　メイドのミウが部屋に入ってきた。なんでかちょっと申し訳なさそうな顔をしている。

「どうした」

「ごめんなさいご主人様。買い忘れたものがありますから、ちょっと買い物に行ってきてもいいですか？」

　家を離れるから聞いてきたみたいだ。やっぱり近いうちにもう一人メイドを増やそう。

　一人じゃ物理的に回らないことが多い。

「いいぞ、気にしないで行ってこい」

「ありがとうございます」

「みうおねーさん、お買い物？」

「はい、そうですよ」

「そのお買い物、ひかりが行く」

「え？」

「ひかりが行く」

　同じ台詞せりふをリピートするひかり。とても可愛かった。
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　街中、おれとナナはこっそりひかりを尾行していた。

　ひかりはミウから渡されたカゴと、丁度ちょうどナナから教わった字で、自分で書いたメモを持って歩いている。

　手を振って歩いて、たまに立ち止まって知らない誰かと話したり、街角に佇たたずんでる猫を見つけてじっと見つめたり。

　まるっきりはじめてのおつかいだ。

「だ、大丈夫だろうか」

　声を押し殺してナナが聞く。

　あの番組を知ってるから、落ち着いて見ていられた。

「まあ落ち着いて見てろ。こういうのは失敗も含めて見守るものだ」

「そういうものなのか？」

「ああ、はじめてのおつかい、成功しても失敗しても温かく見守って、帰ってきたらちゃんと褒ほめてやる、それで充分だ」

「さすが主、感服する」

（貴様、やけに知ったような口を聞くが、まさか経験があるのか？）

　脳内に聞こえてくるエレノアの声はちょっと嫉妬しっとが混じってるようだった。

　なわけないだろバカ。

「わかった、温かく見守る」

「ああ」

　更に尾行して、ひかりを見守る。

　それまで普通に歩いていたひかりが躓つまずいて、すっころんでしまった。

　頭からつっこんでいくヘッドスライディングのような転び方。

　倒れたまま立ち上がらない、遠目からだけどぐずってるように見える。

　ひかり──。

「主っ」

　駆かけ出そうとして、ナナに摑つかまれて引き留められた。

「何をする」

「温かく見守るのではなかったのか」

「ひかりが転んだんだぞ、ひかりが転んだんだぞ」

「気持ちはわかるが、ここは見守るべきだ」

「むっ」

　強く手を摑つかんで離さないナナ。

　言いたいことはわかる、わかるけど──。

　そうこうしてるうちに、ひかりが起き上がった。

　手の甲こうで目をごしごししてる──泣いたのか!?

　ちょっとぐずってたっぽいけど、でも再び歩き出した。健気けなげすぎる。

　ともあれひかりが歩き出したから、おれも落ち着いて、尾行を再開した。

　それからは特に問題が起きることもなく、ミウに頼まれた買い物をして、屋敷に戻る帰り道についた。

　ここまできたらもう失敗はないだろうと、おれはちょっとほっとした。

「主、ここは先回りして屋敷に戻った方がよくないか。戻った時に主が出迎えた方が」

「ぬっ、それはそうだが」

　でもまた何かあるといけないし、最後まで見届けたい。

「ワープの羽を使う、ぎりぎりまで見守るぞ」

「承知した」

（まったく、こんなのが英雄扱いされるなぞ世の中はどうかしてる）

　うるさい黙れ。お前の娘でもあるんだろうが。

　ひかりの後ろを付いていく。

　屋敷は街外れにあるので、徐々に人気ひとけがなくなっていく。

「……主」

　ナナが声を掛けてきた、緊迫きんぱくした声だ。

　どうしたんだ、って聞き返すより先に──事態が動いた。

　周りから数十人の男が一斉いっせいに出てきた。

　男達はアッという間にひかりを取り囲んで、ひかりを捕まえた。

「ひかり！」

「おっと、動くなよ魔剣使い、そこから一歩でも動いたら娘の首が落ちるぞ」

　男の人がひかりの首筋に剣の切っ先を突きつけた。

「おとーさん！」

　ひかりが怯おびえている。

「お前ら、何者だ」

「今教える必要はない。だがいずれわかる。おいお前ら、さっさとその娘を連れてこの場から離れろ。魔剣使いが見えないところに」

「はっ」

　ひかりを捕まえている男が応じて、立ち去ろうとした。

「させるか」

　エレノアを抜いて、黒いオーラを纏まとった。

　相手は数十人いるが、この距離ならワープを併用すれば、ひかりを救出して皆殺しにできるはずだ。

　が。

「あれを使え」

　男が叫んだ。おれの足元に魔法陣が浮かび上がってきた。

　すると体が何かに捕まったかのように、まったく動かなくなった。

「主！」

　目を動かして横を見る。ナナも動けないみたいだ。

「なんだこれは」

「対天災級生物用戦術兵器だ。魔剣使い、貴様のために用意してきた。いかに貴様でもこれでは動けまい」

「くっ」

「安心しろ、こっちの言う通りにしてるうちはその娘に危害は加えない。が、仮に抵抗するのなら──おい」

　男が言うと、ひかりを捕まえていた男が刃物を使って、ひかりの髪を一房ひとふさ切りおとした。

　それをおれに見えるように掲げる。

「こうなる。今回は髪だが、次は指とかになるかもしれんな」

　恫喝どうかつしてきた。

「おとーさん」

　ひかりは今にも泣き出しそうだった。

「貴様ら……」

　プチン。

　何かが切れる音が聞こえた。

　目の前が赤く染まる、頭がカーッと熱くなる。

　エレノアを──握り締める。

（皆殺しか）

　頭の中の声がやけに落ちついていた。

　いや、冷たかった。

「当然だ」

　全身に力を込める、おれを捕らえている見えない力に対抗する。

　ぐぐぐぐぐ──パリン。

　何かが弾ける音が聞こえた。

　魔法陣が砕け散って、光の粒子りゅうしになって飛び散った。

「馬鹿な、レッドドラゴンすら完全に止めてじっくり料理できる魔法陣だぞ」

「そんなことよりもその娘を早く──」

「遅い」

　ワープして、まずはひかりを捕まえていた男の首をはねた。

「おとーさん！」

　ひかりがしがみついてきた。頭をよしよしと撫なでた。

「ひかり、ナナと一緒に帰るか？　それともおとーさんと一緒がいいか」

「一緒がいい！」

　ひかりはそう言って、魔剣の姿に戻った。

　エレノアとひかり、二振りの魔剣を構える。

　男達は逃げ出した。作戦が失敗したとわかるや、蜘蛛くもの子を散らすかのように逃げ出した。

　もちろん逃がさない。そいつらを追いかけて、全滅させた。

　跡形あとかた残さず、完全に消滅させた。

　それはしかし、帰ってからオルティアに怒られた。

「死体くらい残さないと元締もとじめを突き止められないじゃない」

　むしゃくしゃしてやった、反省している。







[image: ]




　暗くてじめじめとした牢屋ろうやの中。

　カランバ王国を一時期牛耳ぎゅうじっていた三宦官かんがんの一人、オロスの前に一人の男が現われた。

　男は黒装束しょうぞくを着て、看守を眠らせて、ここまで忍び込んだ。

「待ってたぞ。さあ、早くここから出すんだ」

「……」

「どうした、助けにきたのだろう。だったら早く──」

「言付ことづけだ。お前は用済みだ。と」

「なっ──」

　オロスが驚愕きょうがくする。

　助けにきたと思ったものが、まさかの暗殺者だった。

「待て、それは話が──約束が違う」

「安心しろ」

　暗殺者が静かに言った。

　底冷えのするような声で、無慈悲むじひに宣言して。

「ラロウカもスクネリスも、一足先に送った」

「なっ──、ま、待て！　考え直すんだ」

「……」

　命乞ごいするオロス、しかし暗殺者はまったく心を動かさない。

　投獄され処分を待っていた三人の宦官は、同じ日のうちに「謎の病死」を遂とげてしまうのだった。
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　首都メテオラ、王城の中。

　わたし、リカ・カランバは大臣達を集めて協議していた。

「サリラの現状ですが」

　大臣の一人、一番年上のアケロンが言う。

「戦況はまずまずとの報告。オシフ将軍は数日中にも奪われたサリラを奪還できるでしょう」

「それでコモトリアとの戦争が終わるのでしょうか」

「そうですな、そこまで行けば停戦の申し出をしてもよろしいでしょう。もともとサリラは我が国の領土、それが開戦の奇襲きしゅうで奪われたのです」

「確か、国境の要衝ようしょう……と聞きました」

　ここ最近必死に詰め込んだ知識を頭の中から引っ張り出す。

　サリラ。元々カランバの領土で、守りやすく攻めにくい所にある。

　宦官達から権力を取り戻したわたしが最初にすると決めた仕事は、ちょっと前に始めてしまったコモトリアとの戦争を終結させる　こと。

「はい、停戦するにしてもここは奪い返してからでないとなりませんな。そこをコモトリアに盗られたままでは、停戦しても喉のど先に剣を突きつけられたようなものです」

　アケロンが言う。わたしは無言で頷うなずいた。

　彼の言う通り、サリラはそれくらい重要な土地。

　要衝という言葉を聞いてどれほどのものなのか調べてみたけど、王国の歴史でたびたびその場所の話が出てきた。

　軍事のことはまだよくわからない。だけど歴史はそこが大事だと言ってる。

　だから奪い返さなければ、とわたしも思った。

「戦況が順調なら、それでいいわ」

「恐れながら申し上げます」

　アケロンの代わりに、今度はスタティスが口を開いた。

　内政ないせいに詳しい中年の男で、顔つきがちょっと神経質そうな人。

「なに？」

「戦費の件について。国庫が底を突こうとしております、数日中にケリがつけばよいのですが、それ以上戦いくさが延びますと破綻はたんする恐れがございます」

「そんなにひどいの？　開戦した時、オロス達は五年でも十年でも戦えると言ってたけど？」

　さすがにもう彼らの言う　ことは信じてないけど、それにしても差が開きすぎてる。

「その件についてご報告が二つ。一つは、それに関連してオロスら三人経由で金が流れた痕跡こんせきがございます。おそらくは戦にかこつけて私腹しふくを肥やしていたのでしょう」

「もう一つは？」

　腹立たしさを抑おさえて聞いた。

「オロス、ラロウカ、スクネリスの三人が昨晩死にました」

「死んだ？　昨日？　三人とも？」

「はい」

　スタティスが静かに頷く。

「一体どういうこと？」

「調査中です、ですが……」

「偶然じゃないわね」

　さすがにそれくらいはわたしにもわかる。牢屋に捕らえたあの三人が同じ日に死んでしまうことがおかしい　ことくらい。

　同時にもう一つのこともわかる。今はそれを気にしてる場合じゃないってこと。

「お金は……どうにかならないの？」

「数日中にケリが──」

「長引いた時のことを考えて」

「御意ぎょい」

　スタティスが一礼して、言った。

「といってもやれることは限られています。貴族から集めるか、商人から集めるか、民たみから集めるか。そのどれかです」

「どれが一番いいの？」

　わからないからストレートに聞いた。

「民から」

「民から？　それはどうして？　民から搾取さくしゅする　ことは国家滅亡めつぼうの遠因になりかねないのに？」

　これも最近勉強した歴史によくあった話。

　暴政を敷いて、民から搾取した国が滅んだ話はよくある。

　だからスタティスが上げた三つのうち、民だけはないと思っていたのに。

「貴族から取っても、商人から取っても、連中は取られた分を取り戻すため民から吸い上げようとするだけ。連中が損をしたままで終わるわけがありません」

「あっ……」

「そしてそうなった時、連中は余分に、ついでに、つまみ食い感覚で民からむしります。貴族どもは税を、商人どもは商品の値段をつりあげますな。国に１００差し出すのなら、民から１２０くらい吸い上げないと損だ、と思う人種ですから」

「……その20を彼らの手に渡すくらいなら、民に恨うらまれても直接１００を国が取った方がいい、と？」

　なんとなくスタティスの言いたい　ことはわかった。

　実際彼は静かに頷いた。

　そして、わたしを見る。

　さあどうするのか、という目で。

　困る、迷う。

　困ったけど、選択肢はまったくないのと同じ。

「直接徴収ちょうしゅうしよう」

　こっちの方が、結果的に民にかかる負担ふたんは少ないみたい。

　その結果王家は恨うらまれる……苦渋の決断だ。

「御意」

「さすが女王陛下、賢明けんめいなるご判断に感服かんぷくいたしました」

　アケロンが言う。

「お世辞せじはいいわ、それよりも戦争を早く終わらせるようにして」

「もちろんです。いやしかし、オシフ将軍も歴戦の強者つわもの、近いうちに朗報ろうほうが──」

　アケロンの言葉の途中で、バン、と部屋のドアが開かれた。

　一人の男が入ってくる。血相けっそうを変えた顔でアケロンのそばに駆けよって、耳打ちする。

　アケロンの顔色が変わった。一瞬で真まっ青さおになった。

「どうしたの？」

「……」

「アケロン」

　強めに名前を呼ぶ。

「オシフ将軍が……戦死いたしました」

「……え？」

「サリラから敵総司令官が逃げ出そうとしたのを見つけて、兵を率いて追撃したところ、伏兵ふくへいに──」

「なんてこと……」

「これにより前線は混乱、潰走かいそう状態に陥おちいっている模様」

「目的を見失った馬鹿ばかめ、敵の大将などいくらでも逃がせばいいのに、この戦いくさはあくまでサリラを取り戻すために続けているのだぞ」

　スタティスが吐はき捨てるように言う。

「……功績が、更なる功績が欲しかったのでしょうな」

　アケロンはそう言って、頭を抱えた。

　わたしもそうしたくなってきた。

　民に嫌われる覚悟までしたのに、これじゃ……。

　どうしよう、どうすればいいの？

「陛下」

　アケロンが言った。

「もうサリラの奪回を言っていられる状況ではございません。今すぐコモトリアに使者を送り、停戦を申し出るのです」

「このタイミングで停戦できるの？」

「それなりの賠償金と、領土の割譲かつじょうを申し出れば」

　泣きたくなった。

　それなりというのが、絶対にそれなりというレベルじゃないとわかるから。

　負けてる時に差し出すものが、それなりで済むはずがない。

　アケロンを見た、スタティスを見た。

　二人とも、わたしに決断を迫る目をしてる。

　もうそうするしかない。今ならまだ傷が最小限で済む、そんな目だ。

　賠償金ばいしょうきんと、領土の割譲。

　わたしは──。

「なんだ、ここにいたのか」

　開け放ったドアから彼が入ってきた。

　自然体で、気軽に。腰に二振りの魔剣を下げて入ってきた。

「カケル！」

　カケルなら……カケルならきっと──。
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　リカの所にやってきた。

　入るなりなんかエラそうな男達と会議してるからまた後にしようと思ったけど、リカの表情が気になった。

　泣きそうな顔だ。

　おれはそのままリカの所に向かった。

「ユウキ男爵だんしゃく？　今は大事な」

「まあまあ」

　中年男がおれを追い出そうとしたけど、青年男がそいつを止めた。

　二人まとめて無視して、リカに聞く。

「どうした、何かあったのか？」

「カケル……助けて」

「おう、何をすればいい」

　リカから話を聞く。

「つまり、そのサリラって所で戦線が崩壊してるから、なんとかしてほしいってことだな」

「うん」

「わかった。戦線が崩壊してるんなら兵も必要だろうな。それをすぐに用意しろ、こっちはこっちで準備を進めとく」

「わかったわ。アケロン、兵を集められるだけ集めて」

「本気ですか陛下。ここは反攻に出るより守りを固めて、講和こうわに持ち込んだ方が上策じょうさく」

「それはカケルがいない時のこと」

　リカははっきり言い放った。

「カケルならなんとかしてくれるわ」

「おう、なんとかするぞ。敵軍を押し返して、サリラって所を奪い返せばいいんだろ」

「そんな気軽に……」

「アケロン、これは命令です」

　リカがまたも言い放った。有無うむを言わさない口調で。

「……承知いたしました」

　アケロンはあきらめた。

　つぎに青年の男が口を開いてきた。

「一つだけ問題がありますね」

「スタティス？」

「ユウキ男爵の立場は魔剣使いの五爵ごしゃく様。コモトリアからも確か男爵位を頂いているはず。ユウキ男爵が前線に出るのはご自身の立場を悪くするのではありませんか？」

「知らん」

　おれは言い放った。

「自分の女を助けて何が悪い。それで向こうが男爵を取り上げたければ勝手に取り上げればいい」

「カケル……」

　リカは目をうるうるさせた。

　感動してるみたいだ。涙が出てるけど、さっきの泣きそうな顔よりずっといい。

「つまりはそういう　ことだ。他に問題は？」

　アケロンとスタティスを見る。特にないみたいだ。
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　いったん屋敷にワープで戻って、ナナとイオを連れて戻ってきた。

　戦場に行くならこの二人は役に立つから、連れてきた。

　二人を連れて、リカに見送られて、かき集めた兵と一緒に出発した。

　サリラは初めて行く場所だから、馬で急行してる。

　ほとんど休憩しないで丸一日走った後、取り囲まれている砦とりでに着いた。

「あれは？」

　隣のナナに聞く。

「デバイという砦のはずだ。旗を見る限りカランバ側が籠城ろうじょうし、コモトリア側に包囲されてるみたいだ」

　ナナの説明で改めて見ると、確かにそうなってるみたいだ。

　しかもデバイ砦は今も攻められてる最中で、どうにも旗色はたいろが悪い。

（ここを落とされれば、連中は次の拠点に進軍するだろうな）

　そりゃそうだ。

「よし、まずは砦に入る」

「入るんですか？」

　イオがビックリしてる。

「後ろから突っ切って一気に砦に入る。ナナは思う存分やってくれ」

「承知」

「イオもだ。雷の魔法を貸し出す」

『イオ・アコスに雷の魔力を貸し出します。残り59分59秒』

「わ、わかった」

「よし、行くぞ」

　エレノアとひかりを構えて、ナナ・イオとともに兵を引き連れて突撃した。

　こっちに気づいたコモトリア軍が迎撃してきた。

　包囲してる敵兵はざっと数えて数千はいるけど、突破するのに関係ない。

　リカから預かってきた数百の兵で突破して、砦の前につく。

「女王陛下に言われて来た、門を開けろ！」

　砦の中に向かって大声で叫んだ。

　戦場の音と違う、迷うようなざわざわした声が聞こえる。

　門は開かない、迷ってるみたいだ。

　ち、無能どもが。

　そうしているうちに敵兵が迫ってきた。

　連れてきた兵が倒される。

「ちっ」

　おれは反転して、敵兵を斬った。

「ナナ！　兵をまとめておれの後ろに下がれ。それと門を開けるように説得しろ」

「主はどうするのか」

「おれは最後に入る」

「承知した」

「イオは魔法をバンバン撃っとけ。なんならおれごと巻き込んでも構わない」

「わかりました」

　イオと共に敵兵を食い止める。

　その間、ナナが何とか砦のカランバ兵を説得して、連れてきた兵と一緒に入っていく。

　敵兵を防ぎつつ、おれは最後に砦に入った。
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「コモトリア討伐軍、副官のエリア・イリオと申します」

　砦の中に入ると、女がおれ達を出迎えた。

　冷たい感じの、融通ゆうづうの利きかなさそうな女だ。

「男爵の結城ゆうきカケルだ。リカに言われて来た。悪いがおれの命令に従ってもらう」

「リカ……？」

　エリアは眉まゆをひそめる。

「それよりも状況は──」

「主、敵が攻撃を再開してきたようだ」

　ナナが言った。

「ちっ、きりがない」

「迎撃げいげきします」

　エリアが言う。

「待て、ここはおれに任せろ」

「任せるとは？」

「普通に防衛戦をやってもきりがないだろ？　ゆっくり話がしたい。向こうにしばらく大人おとなしくしてもらう」

「どうなさるおつもりで？」

「門を開けろ。おれが次に言うまで攻撃は一切するな」

「しかし……」

　それを無視して、門に向かう。

　兵士はびくっとしたが、強く言って門を開けさせた。

　一人で砦の外に出た。

「閉めろ」

「は、はい」

　門の前に立って、敵兵を睨にらみつける。

　エレノア、そしてひかり。

　二人を持って、二倍の黒いオーラを体に纏まとう。

　再侵攻してきた敵軍が止まる。

「おれの名は結城カケル！」

　名乗ると、向こうがざわざわし出した。

「死にたいヤツだけ……かかってこい！」

　大声で叫んだ。

　ざわざわが止まった。

（わー、おとーさんかっこいい）

（ふ、ふん。これくらい当然だな）

　脳内で会話する母娘を構えながら、静まりかえった敵軍を睨にらみつける。

　ちょっと待ってると、敵兵が突っ込んできた。

　騎兵で、数は十。

　そいつらの突進を止め、魔剣で馬ごと全員斬り捨てた。

　さらに十騎突っ込んできた。同じようにまとめて斬り捨てた。

　次に遠巻きで矢を射こんできた。雨のように降り注ぐ矢だが、全部魔剣で斬り払う。

　最後に。

「わたしの名はマノス、貴殿に一騎いっき打ちを申し込む」

　自信満々に一騎打ちを申し込んできた男を、一撃で真っ二つにした。

　襲いかかってくる敵を次々に一人で撃退する。

　すると、恐怖と動揺が向こうに広まるのを感じた。

　しばらくして、コモトリア兵は撤退し、遠巻きにデバイ砦を包囲し、動かなくなった。

　それを確認してから、おれは悠々ゆうゆうと砦の中に戻ったのだった。
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　砦の中に入ると、兵士達が歓呼かんこでおれを出迎えた。

　さっき駆けつけた時はお通夜つやみたいに空気が冷え切ってたのに、今は沸騰ふっとうしてる。

　まるで英雄を出迎えるかのようだ。

　ほとんどの兵がそうだった。

　そんな歓呼の中、おれはエリアの前に立つ。

「これからの話をしよう」

「承知いたしました。こちらへ」

「イオは一緒に来い、ナナは連れてきた兵のことを頼む」

「はい！」

「承知」

　二人にそれぞれそう言って、エリアの後に付いていく。

　兵士達が自然と道を空ける。

　ちょっと歩いて、一番大きい、指揮官用のテントにやってきた。

　中に入って、早速エリアに言う。

「おれがリカから言われてきたことは一つ。サリラを奪還する　こと」

「はい」

　頷うなずくエリア、しかし眉まゆをひそめる。

「同じ命を、我々も女王陛下よりうけて出陣いたしました。しかし──」

「ちがう、そうじゃない」

　おれはエリアの言葉を止めた。

　エリアはキョトンとした。

「お前らのは出陣前だろ？　だったら当たり前。でもおれのはお前らが負けている知らせが届いたあと言われたものだ。その差はわかるか？」

「……」

「この状況下でもまだ『勝ってこい』って意味だ」

　厳密にはリカが「勝ってこい」じゃなくて、おれが「勝ってくる」って言った方が正しいけど、リカが望んでる　ことにした。

「この状況から押し返せ、と」

「そのためにおれが来た」

「それができるとお考えですか」

「おれは難しいことはわからない」

　かちゃ、と魔剣で音を立てて言った。

「目標達成するまで目の前の敵をひたすら斬きるだけだ」

「……」

「で、お前はどうする」

　そう言って、エリアを見つめながら、エレノアの柄に手を掛けた。

　暗に、従わなければ斬り捨てて代わりに兵を掌握しょうあくする、という脅おどしだ。

　リカのために、サリラをなんとしても取り戻す。そのためにはこの砦にいる兵力を掌握する必要がある。

　つまり、このエリアという副官は最悪邪魔になり得る。

　エリアが「何がなんでも撤退」と主張すればかなり面倒臭くさい　ことになるのだ。

　女だしなるべくそうしたくないが、最悪の場合は……。

　エリアはおれをまっすぐ見つめた。

　今まで会ってきた女の中でも上位に入る、まっすぐな視線。

　おれをしばらくの間見つめてから。

「男爵だんしゃく様の身を危険にさらしてしまいますが」

「うん？　どういう　ことだ」

「策が一つだけあります、しかしそれには男爵様の──」

「そんな　ことか」

　おれは笑って、エリアの言葉を遮さえぎった。

「思う存分ぞんぶんやってくれ」

　おれは笑った。楽しくて笑った。

　こっちが受け入れるかどうかで、その結果斬るかどうかを考えていたのに、エリアは既に一つ先のことを考えてた。

　サリラを奪還するためのことをもう考えてた。

　いい女だ、おれはそう思った。
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　その夜、おれとナナ、イオ、そして人間の姿に戻ったひかりが四人で魔法コテージの中にいた。

　部屋が一つついて、キッチンがついた。

　それだけの殺風景さっぷうけいな部屋だけど、自由に持ち運べるし、テントよりもかなり快適だ。

　その中で、ナナとイオに作戦を説明した。エリアから聞いた作戦だ。

「副官殿が率いる本隊はそのまま撤退。それを追いかけたところを、手薄になったサリラを主が寡兵かへいを率いて急襲、という　ことか」

「そういう　ことだな。今撤退すれば間違いなく追撃が来る、って話だ」

「確かに！　そのためにここを包囲してますもんね」

「追撃すればするほど、向こうはカランバの領土を侵食しんしょくできるわけだしな」

「承知した、微力ながら主のお側で──」

「いや、ナナには違う所で戦ってもらう。おれと違う所だ」

　ナナが一瞬キョトンとした。

「それは……どのような？」

「本隊のしんがりだ。敵をおびき出すための撤退だけど、撤退には違いない。損害を押さえるためにも、策を悟さとられないためにも、ちゃんとしたしんがりが必要だ」

「なるほど！　さすがカケルさん」

　イオが尊敬の眼差まなざしを向けてきた。

（ほとんどあのエリアという娘から聞いた話を伝えただけだろうに）

　頭の中で茶々を入れてくるエレノア。

「あっ、でもそれってすごく危ないんじゃないですか。わたしはよく知らないですけど、しんがりっていうのはものすごく危ないものだって」

　確かにその通りだ。

　全軍が撤退する中、任せられたものだけは撤退できず、その場で踏みとどまらなきゃいけない部隊だ。

　更に言えば勝ち戦いくさで乗りに乗ってる敵軍を防ぐわけだから、危険度は普段の戦闘よりも遙はるかに高い。

　だからこそ──。

「主に感謝する」

「うん？」

「私のような者には、そうやって信頼して任せて頂けるのが何よりの誉ほまれ」

　先に言われた。

　しんがりに必要なのは力、そして心。

　敵を防ぐことができる力と、踏みとどまって戦い続ける心。

　その両方が必要だ。

　おれはナナが適任だと思った。

　かつては勝利の女神、白亜の聖女と呼ばれたナナが一番相応ふさわしいと思った。

　それを彼女に言いたかったけど、先にわかられて、言われてしまった。

　普通ならちょっと悔くやしいところだけど、嬉しかった。

「お前はいい女だ」

「滅相めっそうもない」

「いや、いい女だ」

　まっすぐナナを、真顔で見つめる。

「頼む」

　と、改めて言った。

「承知」

「カケルさん！　わたしもしんがりの方に加わらせてください！」

　イオが言ってきた。

　拳こぶしを握って、決意を固めた表情で。

「わたしにも、カケルさんの役に立たせてください！」

「……危険だぞ」

「お願いします！」

「お前もいい女だな」

　そう言うと、イオの表情が明るくなった。

　そしてナナと見つめ合って、頷き合う。

　表情が引き締まる、明日からの戦いに向けて気合を入れる。

　本当に、二人ともいい女だ。
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「では、行って参まいります」

「い、行ってきます」

　出陣する前のナナとイオ。

　ナナはいつもと変わらないけど、イオは見るからに緊張してる。

　そのイオに能力を貸し出した。

『イオ・アコスに雷の魔力を貸し出します。残り59分59秒』

　期間限定くじ引きで引いた一等賞、一番持続時間の長い貸し出し。

　そして、同じようにくじ引きで引いた魔法の玉を全部渡した。

「これを持っていけ、使い方はわかってるな」

「うん、投げればいいんですよね」

「そうだ、黒いのは攻撃魔法、白いのは回復魔法」

「わかりました」

　ナナとイオが兵とエリアが待っている所に戻っていく。

　ほぼ全軍を率いて、砦を出て、撤退を始めた。

　おれと、メテオラから連れてきたわずかな兵を残して。

　遠くからさっそく怒声どせいが聞こえてくる。

「こっちも行くか」

（どこにだ？）

　エレノアが聞いてきた。

「このままここにいたらコモトリア軍がこっちを襲うだろ？　あっちが『全軍撤退』したっていう形にしないと、思う存分追撃してもらえないからな」

（ふむ、しかしこっちも少人数とはいえ、どこかに動けばそっちを襲ってくるのではないか？　それならまだこの砦の中で息を潜めていた方がよくないか）

「こうすればいいんだ」

　ワープの羽を使って、兵ごと瞬間移動した。

　数百人の兵を連れてまとめて、山ウシの草原に移動した。

「ここでしばらく待って、ある程度時間が経たってから砦に戻って、そこから進軍だ」

（なるほど）

　エレノアが納得した。

　一方で、いきなりの瞬間移動で兵達がざわつく。

「静かにしろ」

　おれは低い声で言った。エレノアとひかりを使って黒いオーラを纏まとう。

　ざわつきが収まる。言葉より、得体の知れない黒いオーラの方が説得力があったみたいだ。

　おれは目をつむった。そして待った。

　時間が経過する。

　徐々に徐々に、時間が経過する。

　そろそろいいか？

　そう思ったけど、ぐっとこらえた。

　中途半端なところで戻ると、奇襲の効果が薄くなる。

　更に待った。時間が経つ。

　もういいか？　いやまだだ。

　もういいか？　いやいやもっとだ。

　おそらく今、ナナとイオが必死に戦っているはずだ。全力でしんがりを務つとめ、本隊の撤退を必死に援護する──ことを演出するために戦っているはずだ。

（おとーさん）

「うん？」

（おねーちゃんたち、大丈夫かな）

　ひかりもの心配そうな声が脳内に響く。

（ばかもの）

　エレノアがおれを叱しかった。

（貴様が立てた作戦だろうが。ならば泰然たいぜんとしておれ。自分の女を信じるのなら最後まで信じ切って見せろ）

「……ああ」

　頷うなずく。

　そうだ、あの二人を信じよう。

　おれは信じて、待った。

　逸はやる気持ちは、それ以降出てこなかった。

　ナナとイオ、あの二人ならば。

　気持ちが静かに落ちていく。時が過ぎていく。

『雷の魔法の貸し出しが終了しました』

　声が聞こえた。

　待っていた声だ。

　目を開けて、兵達を確認し、ワープで飛んだ。

　砦の中に飛んだ。さっきまでいたのとまったく同じ場所だ。

　兵達がまたざわついたが、さっきよりかなり小さめだった。

「今からサリラを急襲する、全員、おれに続け！」

「うおおおおおお！」

　兵達の雄叫おたけびを背負って、二振りの魔剣を構えて、サリラに向かって進軍した。
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　サリラは一目でわかる難攻不落なんこうふらくの城だった。

　高台に建設されていて、周りを深い堀が囲んでる。

　城門に続く道はたった一本で、しかも登り坂だ。

　攻めようとすればそこから駆け上がるしかないが、上ろうとすれば集中攻撃を浴びせかけられる。

　が、引くわけにはいかない。そもそも時間すら掛ける余裕はない。

　おれは真っ先に坂を上って行った。

（おとーさん、あぶない）

　城の方から大量の矢が飛んできた。

　まるで雨の様な、空を覆い尽くさんばかりの矢がおれめがけて飛んできた。

　が、所詮しょせんは矢だ。

　エレノアとひかり、魔剣を振り回してはたき落としつつ、坂を上っていく。

　その程度でおれは止められん。

「男爵だんしゃく様！　あれを」

　兵の一人が叫んだ。

　指さす先は城門、門が開いて、大きな岩が転がってきた。

　人間よりも数倍大きな岩が坂道で速度を上げて転がってくる。

「うわあああ」

「に、逃げろ！」

　兵達から悲鳴が上がった。

　一本道に転がってくる岩。恐れをなして逃げようとするのは当たり前。

　が、所詮は岩だ。

「エレノア、ひかり。いくぞ」

（斬るのか？）

「砕くだく」

（任せて、おとーさん！）

　兵達とは逆に、おれは速度を上げて岩に向かって突進していった。

　背後から悲鳴と驚嘆の声が聞こえてくる中、まずエレノアを大岩にたたきつけた。

　ずしりとした手応てごたえ。気を抜けば押し戻されそうだ。

「これしき……の　ことでええええ！」

　エレノアで止めて、ひかりでたたき割った。

　ぱかっと真っ二つに割った岩を、更に細かく砕く。

　人間サイズくらいになった岩がコースから、坂道から逸それた。

　足を止めずに、さらに駆け上がる。

　矢が飛んできた。魔法が飛んできた。丸太が転がってきた。

　全部、先頭きって排除した。

　やがて一気に駆かけ上って、兵達と共にサリラになだれ込む。

　国境の要衝ようしょう、サリラを落としたのはそれから一時間もしないうちの出来事だった。
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　兵をサリラに残し、おれはワープで砦を中継地点にして、本隊を追いかけた。

　一人で動いて、単身でコモトリア軍の背後から突っ切って、しんがりをしてる二人のところにたどりつく。

「ナナ！　イオ！」

　さすがにしんがりというだけあって、二人が率いてる兵は最初の頃に比べてかなり減っていた。

　が、二人は目立った怪我けがをした様子はない。

　ナナを先頭に、イオが後ろから魔法の玉を投げて援護する、という形になっていた。

「主！」

「カケルさん！」

「よく持たせた」

「では……？」

「サリラは？」

「ああ、落としてきた」

　二人の表情が明るくなった。イオに至ってはちょっと気抜けした位だ。

　おれは振り向き、エレノアを地面にたたきつけた。

　黒いオーラが爆発して、小さなクレーターができる。

　その衝撃で、戦闘が一時中断する。

　何ごとかという顔をするコモトリア軍に向かって叫ぶ。

「聞け！　サリラは既に落ちた！」

「何を馬鹿ばかなことを」

　敵兵のうち、一番身なりのいい男が鼻で笑った。

　そいつに兵の一人、望遠鏡を持った兵士が慌あわてて言った。

「将軍！　サリラが、サリラにカランバの旗が！」

「なんだと!?」

　そいつが兵士が持つ望遠鏡を奪って、遠くを見た。

　サリラには間違いなくカランバの旗が立っている。それを確認したそいつがわなわなと震ふるえ出した。

「ば、ばかな、そんなことが。サリラがこんな短期間で落ちるとは……内通者ないつうしゃでも出たのか」

　なるほどそう考えるか。

「わかりません」

「くっ」

「さあ今すぐ決めろ。ここで降伏するか、挟み撃ちにあってこのまま死ぬか」

　エレノアを突きつけた。

　そいつは迷った後、降伏した。





☆






「呆れたお方、まるで一人で戦争してるみたい」

　要衝サリラ。

　指揮官用の建物の中で、エリアが複雑そうな顔で言った。

「決めればなんだっていいだろ。それに今回は一人じゃない」

　ナナとイオが頑張ってくれたからだ。

　サリラの抵抗が薄かったのは二人が全力でしんがりをして、本物の撤退っぽく演出してくれたから。敵兵を上手うまく誘いこんでくれたから。

　おれ一人がとかじゃない。

「それよりも後は全部任せていいか。ここの守りとか、メテオラへの報告とか、丸ごと」

「それは大丈夫ですが……男爵様は？」

「おれはもっと大事な用事があるから」

　そう言ってエリアに別れを告げて、そこから出た。

　別の部屋、ナナとイオが待ってる部屋に入る。

　二人は座っていた、しかしおれを見て立ち上がろうとした。

　イオは上手く立ち上がれず、ナナもちょっと動きが鈍い。

　しんがりの戦いがいかに過酷なものだったのかを物語っている。

「カケルさん、これ」

　イオが手を差し出した、おれが渡した魔法の玉が、かなり数を減らして返ってきた。

　とくに、白玉──回復の玉が激減している。

「白も使ったのか？」

「はい、ほとんどわたしが……」

「ほとんど？　ナナも使ったのか」

「面目めんもくございません」

　ナナは申し訳なさそうに頭を下げた。

「別にいい。それよりも今から屋敷に帰るぞ」

「え？　か、帰るんですか？　まずは女王様に報告とかするんじゃないんですか」

「まずは屋敷だ。あれだけの戦いの後だ、する　ことがあるだろ？」

　イオが盛大に顔を赤くして、ナナが「あっ」と小さく動揺した。

　戦いの後。戦いの度合いに比例してむらむらするおれ。

「戦いの後で疲れてると思うが、悪いな」

「ううん、お願いします！　カケルさん」

「是非ぜひ、ご褒美ほうびを」

　二人の反応が、おれを更にむらむらさせた。

　このあと、二人がトロトロになるまで可愛かわいがった。
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　久しぶりに姉上と行動を共にしている。

　魔法コーディングが施ほどこされ、路面からの震動がない馬車の中で、姉上と向かい合わせに座っている。

　ヘレネー・テレシア・メルクーリ。

　わたしがもっとも敬愛する姉は、今日も凜々りりしくて、気高けだかくて、同性で実妹のわたしすら魅了する美しさだ。

「どうしたのイリス、そんなにじろじろ見て」

「い、いえ。姉上のドレス姿はやはりお美しいな、と」

「ありがとう。イリスもすごく綺麗きれいよ」

　姉上に褒ほめられた。嬉うれしいけど恥ずかしかった。

　恥ずかしさを糊塗ことするために、わたしは外にいる男に呼び掛けた。

「フォティス」

「はっ」

　応じる声、無骨ぶこつな武人の声。

　姉上の忠実なる騎士、フォティスだ。

　わたしは彼に問うた。

「レイウースまで後どれくらい？」

「およそ四半日しはんにち」

「少し遅れていますわね。急いで」

　姉上が口を開く。形のいい眉まゆをひそめた。

　ピンと背筋を伸ばして座っている姿も相まって、表情はとても深刻そうなものに見えてしまう。

「はっ。しかしこれ以上となりますと魔法の限界を超えて揺れてしまいますが」

「構いません。それよりも四カ国の使者が帰る前に間に合わせるのです」

「はっ」

　フォティスが応じる。直後、馬車が少しだけ揺れた。

　魔法の限界を越えて揺れ出すのだから、馬車は相当猛スピードで進んでいるはず。

　今、レイウースにある結城ゆうきカケルの屋敷に向かっている。

　大賢者オルティアの要請に応じて、彼に爵位しゃくいを授けにいくところだ。

　それを、姉上は急がせた。

　正直、そこまでする必要があるのかとわたしは思ってしまう。

　そんなことを思っていると、こっちを向いた姉上と目が合った。

「イリス」

　心の中を読まれたような気分になって、ドキッとした。

「な、なんでしょうか」

「ドレスが乱れているわよ」

「ど、ドレスですか？」

　わたしは慌あわてて、自分の格好を確認した。

　今のわたしは普段の鎧よろい姿ではない、姉上と同じきらびやかに着飾ったドレス姿だ。

　信頼する女官にょかんメイドに着付けしてもらったものだ、乱れているようには見えないが。

「動かないで」

　姉上は手を伸ばして、わたしの裾すそを直した。折り目が少し重なっていたようだ。

「これでいいわ」

「ありがとうございます」

　お礼を言うと、姉上はにこりと微笑ほほえんで、手を戻した。

　その所作しょさでさえ、優雅で、お淑しとやかで、上品で。

　またまた見とれてしまう。

　着ているのは同じドレスなのに、わたしよりも遙はるかに似合っているように思える。

　そんな姉上はわたしをじっと見つめた。

「どうしたのですか姉上」

「やはりイリスはこっちの方が似合うわね。いつもの鎧姿より」

「それは──」

「普段からこのような格好をすればいいのに。イリスはほとんど戦場には出ないのだから」

　返す言葉がなかった。

　そう、姉上が言う通り、わたしは普段戦場に出ない。

　今まで一度も出たことはない。格好と気持ちだけはいつでも出られるようにしているが、幸か不幸か、そのような機会が巡ってきたことはなかった。

　テレシアの双花そうか。

　メルクーリの国政に携たずさわる二人の姫、わたしと姉上についた二つ名だ。

　姉上は軍事に長たけている。トレードマークともいえる黒い扇子せんすをひとたび振るえば戦況が大きく動くと言われている。いずれは軍神と呼ばれるようになるであろう、とわたしは見ている。

　そんな姉上に憧あこがれて、わたしは政務に携わる時は常に鎧姿でいる。

　髪をあげて、鎧を纏まとい、マントをなびかせる。

　姉上の心意気を真似まね、いつかは戦場でも姉上の役に立ちたいという気持ちの表れである。

　もちろん、それは姉上には話していない。

　わたしは落ち着いて答えた。

「そうはおっしゃいますが、国政というのは戦場に勝まさるとも劣らない程の伏魔殿ふくまでん。老獪ろうかいさに磨みがきがかかった魑魅魍魎ちみもうりょうが跋扈ばっこする場なのです。わたしのような小娘など、せめてあのような格好でなければ対抗できません」

「そういうものなの？」

「そういうものなのです」

「そうなのね……」

　静かに頷うなずく姉上、どうやら納得してもらえたようだ。

　わたしが長年掛けて考えた、およそ三割くらいが本音のいいわけ。

　納得してもらわないと色々困ってしまう。

　姉上は確かに納得した。

　──が。

「では、これからも機会を作ってカケル様のところにお連れしないとね」

「えっ？」

　なぜそうなる、わたしはキョトンとしてしまう。

「カケル様の周りには綺麗な方がたくさんいるから、負けないようにイリスも存分におめかしするようになるわ」

「で、ですが、わたしにこういうのが似合うとは思えません」

「そんなことないわ。イリスはお母様の血を濃く受け継いでる。ちゃんとすれば誰もが放っておかないくらい綺麗になれるわ」

「それは……」

　恥ずかしくてたまらなかった。

　姉上はいつもそうやって褒ほめてくれる。わたしのことを考えてくれてる。

　無骨一辺倒ぶこついっぺんとうのわたしのことを考えてくれている。

　姉上に見つめられた。

　真剣で、優しい目で。

「そ、その時はドレスを姉上に見繕つくろってもらってもいいでしょうか」

「もちろんよ。イリスがきれいな格好をする協力ならいくらでも」

「ありがとうございます」

　優しく微笑む姉上。

　会話が途切れる。

　姉上が纏う空気が変わった。

　姉上は相変わらず背筋せすじをピンと伸ばして、まっすぐ前を見た。

　馬車の壁をまるで貫くかのような、強くて、わくわくしている目。

　待ち遠しくて仕方がないって目だ。

　今すぐにでもあの男、結城カケルの元に飛んでいきたいって顔になった。

　胸がチクッとした。

　馬車内に広がる異質な空気に反発するかのように、口を開く。

「一つ、お聞きしたいのですが」

「なにかしら？」

「あの男のどこがそんなにいいのでしょうか？」

「カケル様のこと？」

「はい」

　頷くと、姉上の表情がみるみる変わった。

　凜然りんぜんとしたテレシアの双花から、恋する町娘まちむすめのそれに。

「あらゆる面において最高の方ですわ、カケル様は」

「あらゆる」

　答えになっていない、盲目もうもく過ぎる。

「強くて、凜々りりしくて、でも優しくて。こっちのことを考える時はいつも真剣で」

　また胸がチクッとした。

　どこかで聞いたような理由の数々だった。

「あっ、それだけじゃないのよ。聞いてイリス。カケル様は今もね、わたしの扇子を身につけてくださってるのよ。それからね」

　のろけられてしまった。

　思いっきりのろけられた。

　この顔は知ってる。腹違いの別の姉、カーリ・リコリス・メルクーリと同じ顔だ。

　国財こくざいを湯水ゆみずの如ごとく男に貢みついでるあの姉と同じ顔。それは、今までの姉上から考えられないような顔。

　結城カケルには恩がある、王紋を貨幣かへいに応用するアイデアをもらった恩義を感じている。

　だが！　姉上をこんな風にしたのは許せん！

　これでは……まるで色ぼけ女ではないか。

　なんとかしなければ……。

　そんな風に考えていると、馬車の揺れが止まった。

「殿下、お屋敷に到着いたしました」

　外からフォティスの声が聞こえた。

　瞬間。

「行きましょう」

　姉上の表情が一変した。

　まるで──「変身」だ。

　背筋を伸ばし、前をまっすぐ見つめる凜然とした表情。

　色ぼけが消えた。美しくなった。

　凜々しさが和やわらぎ、代わりに気品あふれるオーラを出していた。

　今までに見てきた姉上のなかで最大級に美しく感じた。

　これは……一体。

　姉上はわたしを見て、言った。

「おつとめを果たしに。カケル様に恥を欠かせないようにしなくてわね」

　姉上のそれは結城カケルのためだった。

　ヘレネー・テレシア・メルクーリ。

　戦場の女神とも呼ばれるテレシアの双花の一人。

　こういう考えはしたくないが──姉上は「引き上げられた」ように思えた。

　以前よりも、遙かに輝いている。

　それをしたのは……結城カケル。

　彼に興味を持った。更なる興味を持った。もっともっと知らなくてはと思った。

　が、その前に。

「行きましょう」

　姉上はわたしを見つめる。わたしは頷き返した。

　目を閉じて、深呼吸をして。

　ドレス姿は慣れないから、姉上の振る舞いを全力で真似た。

　姉上に恥をかかせないように。

　馬車を下り、部下達を引き連れて屋敷の中に入る。

「ヘレネー・テレシア・メルクーリと申します」

「イリス・テレシア・メルクーリだ」

　四カ国の使者がざわつき、姉上が口を開く中。

　わたしは、結城カケルをもっと知ろうと彼をじっと見つめたのだった。
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　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人たいわんじんライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　この度は『くじ引き特賞：無双ハーレム権』第二巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　一巻の引きが「ハーレムを作るしかない」＆「ハーレムを作ろう」だったので、二巻は「ハーレムに美女が足りないな？」精神で書かせていただきました。

　７７７倍の精力をもつカケルのために、今回も素晴らしい子達に加わってもらいました。

　凜々りりしい武人系のナナ。

　才能はあるが生まれた環境に束縛そくばくされてる女王のリカ。

　唯一カケルの夜の相手を単独で務つとめられる可能性を持つ不死の聖女メリッサ。

　どの子も才気さいきあふれ、当然のように美人揃ぞろいでございます。

　皆様はどの子がお気に入りだったでしょう。

　作者はずばり、ひかり一押しです。

　異世界生まれながら名前が「結城ゆうき」ひかり。

　そうです、彼女はカケルの子なんです。カケルとエレノアの子なんです。

　転移主人公が魔剣まけんを全力でたたきつけたら翌朝魔剣の幼女が生まれた。

　何を言ってるのかわからないと思うけど私はしっかりわかってます、頭も正常です（お約束無視）。

　なにがどうなってるのかは本編を読んでいただければ一目瞭然いちもくりょうぜんですし、ついでにひかりの可愛かわいさも一目瞭然だと思います。

　ですのでまた読まれてない方は是非ぜひ是非、こんな後書きなんてすっ飛ばして本編を──可愛い魔剣ひかりに会いに行ってあげてください。




　すでに「ひかり可愛かったぜ」──な方にはそうですね、ちょっとこれまでとこれからの話をば。

　ハーレム作りと同様、今回もタイトル通りカケルに無双むそうをさせていただきました。

　世界で二番目に強いナナを一騎討いっきうちで倒して、とらわれのリカを国ごと助けた、神の加護かごを持つ体力オバケのメリッサもベッドの上でヘロヘロにした（作者の中では無双扱い）。

　今回の第二巻も、しっかり『くじ引き特賞：無双ハーレム権』をやれたのではないかと思います。

　と言うことで、この先も同じ事をしていく所存しょぞんです。

　五大国はまだまだ三カ国残ってますし、せっかくだし姫や女王を全国コンプリートしたいですよね。

　リカの国でなんだかあやしい存在がいたし、そいつらもいずれカケルに始末してもらわなければですね。

　今のところカケルの天敵とも言える大賢者様も、そのうちハーレムに入れてあげねば！

　と言うわけでここから先もこれまでと同じく、各国の事件に介入かいにゅうしつつ、無双をしてハーレムを充実させていく話を展開します。

　今までのコンセプト「くじ引きで引いたスキルで無双してハーレムを作る」からずれることはありません、それだけは誓ちかってその通りにいたしますので、引き続きよろしくお願いいたします。




　最後に謝辞です。

　ヒロインがめちゃくちゃ増えたのにも関わらず、全員を綺麗きれいに、かわいく、素敵すてきに描き上げてくださった瑠奈璃亜るなりあ様。

　本編を下手すると作者よりも深く理解＆把握はあくして、瑠奈璃亜様に最適なシーンをオーダーして下さった担当Ｋ様。

　二巻刊行を始め、この作品に様々なチャンスを与えて下さったＧＡ文庫様。

　そして、このシリーズを手に取って、読んで下さった皆様。

　そんな『くじ引き特賞：無双ハーレム権』に携たずさわって下さった皆様に厚く御礼申し上げます。




　次は更なるタイプの違う可愛いヒロイン達をハーレムにお届けしたいなと思います。

　またお会いできる事を祈りつつ、筆を置かせていただきます。





二〇一六年六月某日　なずな　拝
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